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皿　調　査　結　果

　1978～1979年にかけて川崎市および東扇島を中心とした周辺30km圏地域について，あらゆる

均質な三分の植生調査が行われた。さらにかつて川崎市内で行われた植生調査資料も提供され組

成表組み変え作業が行われた。川崎市については自然植生あるいは自然に近い植生が10群集5群

落，代償植生8群集24群落がみとめられた。また植生の具体的配分をみるために縮尺1：30000

の地形図を基礎に川崎市の現存植生図が描かれた。印綱は縮尺1：30000にまとめられた。1978

年度には扇島地区について現存植生図と潜在自然植生図が描かれている。さらに川崎市周辺30km

圏について現存植生図1：100000が討窒1かれた（1979年）。川崎市には自然植生の残存植分はきわ

めて少ない。周辺域も含めた広域に及ぶ多くの植生調査資料により，人間の影響を全て停止した

際に，対応する立地がどのような植生を支えうる能力があるかを地図上に示した潜在自然植生図

が川崎市全域について縮尺1：30000で描かれた。

　植物群落については，「富津および周辺の植生」（宮脇・藤原・箕輪・村上1980）と調査範囲

が重卜するため，周辺部の植物群落は昨報では省略されている。

1．植生単位（川崎市を中心とした植物群落）

A自然植生NatUrliche　Vegetaもion

　川崎市では自然植生はきわめて限られた地域に残されている。三三，寺院の社叢林にシラカシ

林（シラカシ群集）が，台地肩部にスダジイ林（ヤブコウジースダジイ群集）が残されている。

多摩丘陵の谷闇にはコクサギーケヤキ群集が，初春に林床に地中植物を一斉に闘花させて低木，

高木層の新葉とみごとな調和をみせている。多摩丘陵の沖積低地には水田耕臼三地の原形といわれ

るハンノキ林（オニスゲーハンノキ群集）が2か所残されている。多摩川河辺には失われつつあ

る河辺ヤナギ低木群落，オギ群集をはじめとする河辺植生が，河口部には塩沼植生のウラギクク

ラスの植物群落や砂丘植生のコウボウシバ群落の残存植分がみられる。

　　D　ヤブコウジースダジイ群集

　　　　Ard圭sio・Casもanopsieもu騰siebolδii（Tab．g）

　川崎市幸区：北加瀬の白山前方後円墳跡付近にスダジイが被度3，アカガシが被度1と混生した

常緑広葉樹林が残されている。

　葉裏が金褐色で丸い樹冠をもつスダジイや，葉柄の長いやや大形の葉をもつアカガシが樹冠を

おおっている。範高木層に，スダジイ，モッコク，モチノキ，ピサカキ，シラカシ，ヤブツバキ

などの常緑広葉樹にムクノキ・，ケヤキ，エノキ，ミズキなど適湿性の夏緑広葉樹が混生している。
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低木層にはヤブツバキ，アオキ，シュロ，カヤなど常緑低木が，植被率60％を占めている。草本

層にはヤブツバキ，アオキ，シュロの芽生えに混生し，ヤブラン，ベニシダ，ヤツデ，ネズミモ

チの芽生え，ヤブコウジ，マンリョウ，ヒイラギ，シロダモ，マサキ，カブダチジャノヒゲなど，

常緑木本植物の芽生えとともに常緑草本植物が点在して生育しており，薄旧い常緑広葉樹林を形

成している。

　川崎市高津区久末では，アカガシが高木層に被度3で生育し，スダジイを欠いた林分が調査さ

れた。久末のアカガシ林では亜高木層にマダケ，クリ，ツリバナ，スギ，ハリギリなど栽培植物や

二次林，植林構成種が混入している。草本層にはドクダミ，ゼンマイ，ヒナタイノコズチ，イヌ

シダ，ヒカゲミツバなど人里植物が多く生育し，人為的撹乱が行なわれていることが考察される。

　高津区久末のスダジイを欠いたアカガシ林も念め，スダジイーアカガシ林は植物社会学的にヤ

ブコウジースダジイ群集にまとめられた。ヤブコウジースダジイ群集は特別な標微種をもたない，

常緑広葉樹林北限域を代表する林分といえる。ヤブコウジースダジイ群集は常緑広葉樹林の上級

単位一ヤブツバキクラスーの植物で構成され，隣接するイノデータブノキ群集，シラカシ群

集に対しては，アカガシ，スダジイ，ヒイラギなどを区：分種として区分される。

　川崎市におけるヤブコウジースダジイ群集は，その残存林分がきわめて少ないが，潜在立地と

しては，多摩丘陵の南端部あるいは東南端部の肩部に発達するものと考えられる。当地域では現

在は住宅地に利用され残存林分はほとんどみられない。

　神奈川県下では横浜より三浦半島の丘陵地，低山地に散在して残されている。藤沢市，茅ケ崎

市，平塚市，大磯町，二宮町，小田原市，秦野市，湯河原町などに点在して小規模な林分が残さ

れている。

　　2）　シラカシ群集

　　　　Queτcetu猟　獅yrs圭naefo玉iae（Tab。10）

　川崎市多摩区：長尾には1973年に神奈川県で指定された天然記念物のシラカシ林が保護されてい

る。高木層に，ケヤキに似た枝を広げている樹冠をもつシラカシ林は林内も比較的明るい。高木

層にシラカシが被度4～5と優占し，台地斜面ではケヤキ，ミズキなどの夏緑高木を混生してい

る。低木層にはアオキ，シロダモ，ピサカキ，ネズミモチなどのヤブツバキクラス構成種の常緑

低木が多く生育している。落葉低木のハナイカダ，ムラサキシキブ，サンショウ，ゴンズイ，イ

ボタノキなども高常在度でみられる。草本層にはベニシダ，ヤマイタチシダ，ヤブコウジ，ヤブ

ラン，カブダチジャノヒゲなど常緑草本植物が比較的多い。このような林分はシラカシ群集とし

てまとめられた。

　川崎市内にはシラカシ群集にまとめられる林分は断片的ながら比較的多く残されている。とく

に多摩区，高津区などには広く点在している。

　シラカシ群集はさらにミズキ，ケヤキ，イヌガヤ，オクマワラビなどの適潤生の種により区分
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　Fig．31　シラカシ群集典型亜群集の材く内。シラカシは高木層から草本層までの各階

　　　　層にみられる（川崎市多摩区：浸尾）。

DieserWaldsteiltdletypischeSubassoziatlondes　Quercetum　myrsinaefoliae　dar．

Der　Bl玉ck　vom　Waldboden　bis　in　die　Baumkronen　la3t　die　vierf益che　Sclユ1chtung　gut　erkenllen，

されるケヤキ亜群集，アラカシ，モミ，ヤブツバキ，アカガシ，ウラジロガシなどの多くのカシ

類をもち区分されるモミ∬1群集，特刷な区分種をもたない典型亜群集に区分される。

　ケヤキ1匝群集は台地および丘陵地斜而のシラカシ林がまとめられる。樹高15～28mに達するケ

ヤキが高木磨にぬきんでて，ムクノキ，ミズキなどの夏緑高木が闘立つ。林床にはオクマワラビ，

ベニシダ，ヤマイタチシダが高常在度で，さらに場所によりオオハナワラビ，ヤブソテツなどの
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　　　Fig．32　シラカシ群集の林内にはアオキ，ヤツデ，ネズミモチ，シュロなどの常緑

　　　　　　広葉樹種が生育し，落葉層の厚い撫養な土壌が形成される（川崎市高津区）。

AlsUnterwuchsdesQuercetum　Inyrsinaefohae　kommenimmergrOneLaubbaumewie
孟z‘αめαノψ・2z’6α，伽∫’αブ砂・ノz～6α，　L～9μ∫オπ‘〃zノ妙・ノz～α〃ノz，　T’鷹1り，・岬z‘）bプ彦〃z6∠…τ（Takatsu－ku）．

シダ植物が生育している。ケヤキ亜群集は水分条件に恵まれ排水のよい傾斜地や崖錐地，あるい

は凹凸のある斜面の堆積土壌が厚い適湿地にみられる。

　典型亜群集は川崎市菓高根あるいは緑丘霊園など，ゆるやかに起伏する台地上や緩傾斜地の排

水の良好な立地にみられる。一般に台地や丘：陵地上はシラカシ群集典型亜群集の本来の生育地と

考えられるが現在ほとんど残されていない。

　モミ亜群集はシラカシが蚤的に少なく，モミ，アラカシ，ウラジ戸ガシ，アカガシなどが高木

屠で高い鰯網率を占める割含が多い。モミ亜群集の生育地は川崎布の北部では王難＃寺互層といわ

れる砂とシルトとの互履の露出している斜面や，ロームの堆積のきわめて難い尾根部に多い。他

の2つの亜群集に比較し，もっとも土壌が浅く乾燥した立地である。

　シラカシ群集は，神奈川県では広く多摩丘陵，相模原台地，大磯丘陵などに，さらに爽京都，

埼玉県，栃木県など関東ローム台地に神社林や屋敷林としても分布している。

3）　コクサギーケヤキ群集

　　Or三xo・Zelkovetum　serraもae（Tab．！1）

コクサギーケヤキ群集は植生高が20mに達する夏緑広葉樹林である。関東地方の沖積地や洪積
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　　　Fig．33　コクサギーケヤキ群集断面摸式

Vegetationsprof量1des　Orixo，Zelkovetum　serratae

ア　　オ　　キ　　〆短αめαノ砂0π～6α

ジロボウエンゴサク　　Cαづ，‘Zα傭漉α‘〃治θ刀∫

クサギ0ノ耽αノ砂。加ごα
シ　　ュ　　ロ　　箔瀦。ノ姻ごαノψ榔プわ1カ‘〃8∫

ジャノヒゲ　Qρ娠ψ・9・ノZノ砂0η～α‘∫

ケヤキZ珍鍛。τノα587γ磁α

ヤマグワ　《foノ’醐み。〃峻yoお

イチリンソウ　擁灘〃101～6加ゐoolz3～∫

9．

10．

1！，

12．

13．

14．

15．

オクマワラビ

ェ　ゴ　ノ　キ

コ　　ナ　　　ラ

セントウリウ

ニ　リ　ソソ　ウ

アズマネザサ

ミ　　ズ　　キ

Dノ＝yoμ〃ゴ∫～〃zびoγノァ～～∫

3彦）ηη∬ノ砂。刀～ごα

Q～‘βノ¶α‘∫∫αγα如

Cゐα〃～α認（r読・α〃ノめ‘ワ～5

且ノz6〃～o／z8／Zαぐご14α

π6～0房α5’Z6∫01Z～πO

Coノブ～～‘∫coη彦ア’oτoア『∫α

台地のシラカシ群集と低湿地のヨシーハンノキ群落あるいはオニスゲーハンノキ群集との中間に

位置する湿生林として，その存在は早くから報じられていた（宮脇・大場！966）。しかし群落の

立地が，著しい人為的影響を受けて変容しているために群落の多ミ体は近年まで明らかでなかった。

！970年代にはいって，多摩丘陵に点々と残存する3クサギーケヤキ林の組成表がまとめられた

（宮月務・藤i葛コ1975）。

　コクサギーケヤキ群・集は，高木層にケヤキを主とした常縁広葉樹がきわめて少ない夏緑広葉樹

林である。高木層にはケヤキが優占し，他にミズキー，モウソウチク，カマツカなどが生育する。
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低木層にはコクサギ，ヤマグワ，コウゾなどがみられる。草本層には地中植物のニリンソウ，イ

チリンソウ，ムラサキケマン，セントウソウなどが特微的である。アオキ，キヅタ，シュロ，ジ

ャノヒゲなどの常緑植物種群も低木層以下に生育し，シラカシがわずかに混生する場合もある。

　コクサギーケヤキ群集は春季に群落の特徴が最もよく観察される。高木層や低木層の葉が繁ら

ないうちにイチリンソウやニリンソウのイチリンソウ属（Aアz例。解）の植物やムラサキケマン，

ジロボウエンゴサクのキケマン属（Coノーツ4読5）の植物が林床一面に開花する。やがて初夏になる

ころには地中植物は姿を消し，コクサギが独特の臭気のある葉を茂らせ，草本層の被度は著しく

低くなる。夏季にはケヤキが優勢となり，相観的にはシラカシ群集ケヤキ亜群集と類似する。

　コクサギーケヤキ群集の立地は丘陵や台地のロームや黒ボク土壌が河川の侵食によって凹地と

なった研や，あるいは崖錐地下部などで，土壌は肥沃である。排水がよくしかも湿潤な立地で傾

余三疑よ5～250セこ及ぶ。

　関東地方では八王子市，糊模原市などにもコクサギーケヤキ群集が知られている。コクサギー

ケヤキ群集の立地は古くは集落の最適地として利用され，他にも畑，モウソウチク林，渠樹園な

どに使われてきた。現存の群落にもカキノキ，モウソウチク，スギなどの植栽木がみられる。

　州崎市内のコクサギーケヤキ群集の林分は多摩区：黒川の三沢川上流と長尾に現存する。

　　4）　オニスゲーハンノキ群集

　　　　Carici　d童ckinsii・A三net疑mjapo譲icae（Tab．12，13）

　関東南部の低湿地のハンノキ林はオニスゲーハンノキ群集とゴマギーハンノキ群集の2群集に

まとめられている（奥田1978）。ゴマギーハンノキ群集が地下水位25～30cmの富養土壌の立地

に生育するのに対してオニスゲーハンノキ群集は丘陵の谷戸地などの湛水地にその生育」也がある。

　川崎周辺地域のオニスゲーハンノキ群集は主として多摩丘陵の谷戸頭部に生育する。樹高10m

程のハンノキが高木層を占め，低木層にはイボタノキ，コブシなどが生育する。草本履にはスゲ

属の植物が特徴的であり，オニスゲ，ゴウソ，マソパスゲ，カサスゲ，ミヤマシラスゲ，シラコ

スゲ，アオスゲなどが生育する。その他にはチダケサシ，ヌマトラノオ，ヒメシダ，ツボスミレ

などがみられる。

　オニスゲーハンノキ群集は冬黍には高，低木は落葉し，林床植物も枯れてスゲ属植物（Cα7一α）

の枯死体が著しく目だつ。四季にはハンノキの発芽に先だって，林床のツボスミレや低木のキブ

シが一せいに花を開く。4月末からスゲ属植物が生育をはじめ群落の最盛期は秋季まで続く。

　多摩丘陵内の生育地は樹枝状谷の谷頭部にあって湧水による湛水が年間を通じてみられる。多

摩丘陵のローム層に由来するとみられる酸化鉄を多く含む湧水であり，そのために水韻開墾から

取り残された土地である。谷頭から湧出した地下水は谷戸をうるおしているが水深は10cm以下

で，多くの部分が2～3cmである。ハンノキの根元はわずかに高くなり，そこにはイヌツゲ，

コマユミなどの木本植物が生育する場合もある。立地は常に湛水状態にあるために有機物的分解
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Fig．34　丘陵の谷戸地に生育しているオニスゲーハンノキ群集。8×40m幅の残存

　　　自然植生である　（多摩区）。

ID　denTalem　desTama－H叢gellandes　istheute（las　Carlci　dicklnsh．Alneむum

japonicaenur　noch　selten　erhalten（Tama－ku，55　m芭，　NN）．

は進行せず，貧養なグライ土壌である。谷戸の幅は！0mにも満たない程狭く，隣接植物群落はク

ヌギ～コナラ群集である。

　関東地方のオニスゲーハンノキ群集の総合常在度塁くにより，川崎周辺域で資料の得られた群落

はオニスゲーハンノキ群集コオニユリ亜群集のアゼスゲ変群集と同定される。アゼスゲ変群集は

年間を通じての湛水位が高く，土壌がより貧養の立地に生育するとされている（奥邸978）。
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　　　　　　Fig。35　オニスゲ～ハンノキ・群集断面模式
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～α甜～∫

々y∫∫〃zαご1Lガαプbπ～〃z8～

孟∫門川θ厩（γ（ψ乃ひノzzα

Tノ～めψ彦捌∫ραZz‘∫〃ゴ5

Cα1・θ諾。鞭てノα‘βα　var．

α2zg乙‘漉01¶

yを’oZ6ττ6アぞα〃Z4α

◎‘8rα‘5∫6ノγ砿α

　丘陵地の谷戸の水沼は近年耕作放棄された所も多く，時にハンノキの低木が散生することもあ

るが，オニスゲーハンノキ群集への進行遷移に到るにはなお年月を要するものとみられる。

　　5）　イヌコリヤナギ群集

　　　　Sahcetum　iRtegτae（Tab．14）

　河辺にはさまざまな木本植物群落が生育するが，それらの中でもっとも代表的なものはヤナギ

属植物を主とする河畔林である。数種のヤナギ属植物で構成されるヤナギ林はいくつか知られて

いるが，相観的に高木性のヤナギ林と，低木性のヤナギによって構成されるものとがある。多摩

川下流域においては，高木のヤナギ林が生育するほどの州は少なく，見られるのは殆んどイヌコ

リヤナギを中心とする低木林である。

　イヌコリヤナギ群集は，多摩川中下流において記録された植生単位である　（Miyawaki　et

Okuda　1972）。イヌコリヤナギはきわめて広い分布を示す種であるが，多摩川のように，底質が

比較的礫質の河川では，しばしぼ単独で群落を形成する。共存する種にはよく似た生育形をもつ
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4．　ス　　ギ　　ナ

5．　タチヤナギ
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1　　2　　　　　　3　　　　4　5　　6　　　　　　　　7

　　　Fig．36　イヌコリヤナギ群集植生断面模式

　　　Vegetat玉onsprfiides　Salicetum　integrae

　5∠zZ∫認～ノ蹉θ91u　　　　 6．メドハギ
　Eガ9げ。刀♪／認α面明1z～c螂　　7．ネズミムギ

　Clzθ山砂。識ρπαあ～‘ノπ　　　　8．ナギナタガヤ

　Eg～礁幽θμα籾8η∫8　 9．ヨモギ
　8αZ⑫5戯ゾ〉’α9漉5　　　　！0．カモジグサ

8 9　10

L8ψ6‘～8畑α〃z8αオα

五〇〃τ‘ノ〃1ノ融解701’Z’〃～

飛5オπcα〃｛yz〃’05

Aノ”6〃ぬ～αρ1”ノzo曜＞5

メ191僧瞭yノη〃たα〃～oゾ1

タチヤナギがあげられるが，タチヤナギそのものは他の立地とくに粘質砂土上に異なる群集を形

成し，イヌコジヤナギ群集においては比較的まれにしか出現しない。

　イヌコリヤナギ群集の櫨分内に．は，ヨモギ，カナムグラ，カモジグサ，ギシギシ，スギナなど，

河川内に広く分布する，主として多年生草本植物によってしめられ，娼現種数も20種を越えてい

る。林床部は増水によってしばしば冠水するため，冠水地に適応する種，例えばカモジグサーギ

シギシ群団の種によって特徴づけられている。

　川崎市に属する多摩川において2ケ所から資料が得られたが互いに種組成に一興を示している。

中丸子でのイヌコリヤナギ群集はシロザ，オオマツヨイグサ，メドハギ，オギなどによって区分

される。高津区では，ヤブジラミ，ネズミムギ，ウシハコベによって特徴づけられている。前者

の立地は，乾湿のはげしい中性ないしは乾牲立地であり，後者は多少とも富栄養な粘質土壌と推

察される。

　　6）河辺植生Auenveg就就ion
　定期的な増水や，突発的な洪水の影響を受けて河辺に生育する植生は，他の中性立地とは異な

った特殊な植物群落で構成される。河川の物理的な作用によって既成の植生が破壊され，新たに

裸地が形成され，植物群落の定着や発達が開始される。反面増水がゆるやかに起る安定した立地

では，裸地は少なく，水流の影響に対応した河辺植生が密に地表薫iをおおう。同一の河川におい

て，上～中流翻は植生の破壊，再生がくり返し行なわれ，下流部ではむしろ，植生は安定してい

るのが一般的である。
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磯舟鷲轟轟華出職箋箋爵餐瞬窺、ン1㌻騨・

　　　　　　．感’　　r∴　　“　　　　・・．一　　　叢

　　　Fig．37　洪水時の多摩川，前方の河川敷の植物群落はすべて冠水している。

　　　　　　　Hochwasser　des　Tamagawa．　Die　Auen－Vegetation　ist　Uberfhtet．

　川崎市に位置している多摩川は下流部が安定した植生でしめられる。同時に，過窒素化された

櫨物群落がみられることも都布河川の特徴の一つである。

　　　i）　ナガバギシギシーギシギシ群集

　　　　　Ru凱iceもu斑　crisPo鱒3apo鍛ici（Tab．15）

　ギシギシ属植物は，沖積低地にあって，河辺の水ぎわ，水辺のあぜ，過窒素化された排水溝，

人工草地などの特殊な立地に生育する好窒素性の植物である。中でも，都市河川の下流部で汚濁

が進んだ低湿地には，ギシギシをはじめ，帰化植物のナガバギシギシ，アレチギシギシ，エゾノ

ギシギシなどが共存し，しばしぼ密生した草原を形成している。

　多摩川下流部の流水辺にはギシギシ群落が帯状に生育している。また，葉扇島の埋立地では，

滞水付近にわずかにギシギシが点在しているのを見ることがあるが，局所的には排水溝セこそって，

帯状にギシギシ群落が見られる。群落構成種は，群落名にあげた両種ので曲こ，ホウキギクの植被

が高く，またヒエガエリもギシギシと同程度の植被をもっている。

　ギシギシの生育状態は，直接間接に立地の肥沃化を指標としているが，東扇島における立地の

肥沃化は，この群落の生育状態を見る限り，あまり進んではいない。



61

Laufende　Nr．：

Datum　d．　Aufnahme：

Gr6Be　d．　Probefl註che（m2）l

H6he　d．　Vegetation（cm）l

Deckung　d．　Vegetat童on（％）：

Artenzahl　l

Tab．15　ナガバギシギシーギシギシ群集

　Rumicetum　crispo－laponici

　　　　　潔年稲　　1

調査面
植　　生　　高

坊川平率
出現打数

1　　　2

’70　　，70

5　　　5

10　　10

6　　45

110　　90

90　　85

6　　　8

3

’70

5

10

3

ユ20

85

9

4　　　5

，70　　’70

5　　　5

10　　10

6　　　4

80　ユ00

95　　85

ユ0　　11

塵興＝．蔓妙工銀憩r璽恩焦ム回生Y鱈顛照鱈群集薯鞭標徴種

　Rz〃ノ泥£ノ砂。加α4∫

　＆〃α7ゴααgz‘認ガ6α

　Ro1ψραf／z漉6α

　Rz〃ノ昭躍。ゴψε65

　Ag7’砂ツ7リノzたα〃zoゴが

Beglelter＝

　Bノ・0〃沼56α孟1Zα7・’fα‘∫

　G■ami鷺eae　sp．

　B∫46／z∫が♂05α

　RαπZ‘ノZα‘ZZ‘3‘αη彦0／Z∫θπ5ど∫

　ん砂9『oノπ〃π〃π粥∂6ノ召だ

　CILθπ砂。♂々〃ノzα伽61π

　α3θπ（ψo読z〃ノzα〃めノリ5ガ。∫盈∫

　B∫4θ1．～∫尻彦8η～α‘α

　B1『o〃耀5ノ＠o疵α硲

　αノzα7z’1Lθブαταノz∫σα

　∫bζygo／zμ1πZoπg∫∫8伽ηz

　ギシギシ

　ウシハコベ

　イヌガラシ

　ナガバギシギシ

　カモジグサ

随伴種

　イヌムギ

　イネ科の一種

　コセンダングサ

　ケキツネノボタン

　ミゾソバ

　シロザ

　ケアリタソウ

　センダングサ

　スズメノチャヒキ

　セリ

　イヌタデ

4・4　　5・5　　4・4　　4・3　　3・3

o　　　　　　　　　　●

・　　十

●　　　　　　　　　0

2・2　　。

工・2　3・3　　十

十　　十・2　　・

1・2　　・　十・2

●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　■

牽　　十・2　　　・　　　2・2　　　・

　・　　÷

十・2　　・

　●　　　　　　　　　　●

十　　　・

十　　　・

　・　　十

　・　　十

　。　　十

　●　　　　　　　　　　●

　o　　　　　　　　　●

2・2

十

十

〇

〇

〇

●

●

o

●

・　　2・2

玉・2　　・

十　　　十

・　　十

・　　十

十　　　・

・　十・2

・　十・2

1・2　　十

十　　十

繊現1回の種　AuBerdem　je　einmal　in　Lfd・Nr・1：AZ（～ρoα‘η45α8gz4αZ∫∫スズメノテッポウ　÷，　in　3：

　アbα瑚2膨αスズメノカタビラ÷，Gα磁〃z功π漉〃πf・∫彦万go∫z‘ノπヤエムグラ十，　in　4：B8‘肋姻2曜α

　∫ッ翅g’α01溜8カズノコグサ1・1・

調査地：Fundorte：1，3，5：Nakahara－ku　中原区，2，41　Saiwai－ku幸区

　　　ii）　サンカクイー：コガマ群集

　　　　　Sc玉rpo・嬰ypheもum　orie汎ta茎is（Tab．16）

　サンカクィーコガマ群集は関東地方の河川中下流部の緩やかな停滞水域に生育する大形の草本

植物群落である（奥田1978）。

　市内のサンカクイーコガマ群集は多摩川の流路縁や鶴見川の河川敷で得られた資料からまとめ

られた。群落はサンカクイを主としてギシギシ，コセンダングサ，スズメノトウガラシなどの湿

生植物を混生している。いずれも出現噸数は10種以内である。サンカクイーコガマ群集の生育地

は河川敷内にできた水たまりや流路の縁の水の停滞する場所である。多摩川下流の大師橋付近で

は1975年から，塩沼地の前面にサンカクイが生育し始め，1977年にはサンカクイーコガマ群集が

数アールにわたって形成された。砂を主体とした汚泥を基盤とし河口部汽水の塩分濃度がやや低
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耀
羅警饗灘1
彰遜鴛霧蠣瓢ら鋳罐欝欝罐＿
　　　　　　F1938　多除川の冠水後の阿川敷。2mを

灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こすオオケタデか倒れている。

Nach　dem　Hochwasser　Auch　das　uber　21｝ユhohe％ら，90／z」〃〃ノ＞／109〃〃！hegt・

薩疑壕

癖蒙 勲目論慧魏：麟嚢撰メ嚢騰義
　　ψ　　　　｛

謡姦胡髭篶　ザ・

　　　　　　　　　恐939　満潮時の甲ハンカクィ横落（川崎区殿｝ilj）。

5α・飾’矧吻一G・・e1｝・chafε・・der　Mun・1・・g　des　T・ma－9・w・b・・H・・hw・・se・

（Tonomach1，　Kawasak1－1・u）
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1／aufende　Nr．：

Datum　d．　Aufnahme：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetation（cm）l

Deckung　d．　Vegetation（cm）＝

Artenzahl：

Tab．16サンカクイーコガマ群集

Scirpo－Typhetum　orie鳳talis

　　　通　し番号　　　　i　1
調査年月日

調査面積
植　　生　　高

全植被率
出現回数

Kennart　d．　Ass＝　　　　　　　　　　　　群集標徴種

　＆カψ螂‘万g紹犯プ　　　　　　　　　サンカクイ

Begleiter：　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　R罵濯θ」じブψ0πfc硲　　　　　　　　　 ギシギシ

　Ro痒挽ρα∫πげ此α　　　　　　　　　　イヌガラシ

　％π漉躍ααアzαgα魏5var．ηβ乃8πα〔承漉αスズメノトウガラシ

　B認θπ51）εあsα　　　　　　　　　　　コセソダソグサ

’70

5

10

0．2

70

40

1

2　　3　　4　　5　　6　　7
一　　’73　　’73　　’73　　，70　　’70

1010101055
12　　10　　10　　10　　10　　10

0．5　0．2　0．2　0．2　0．2　　1

40　　　60　　50　　　60　　70　　40

10　　　40　　　50　　　30　　　70　　　50

1　　3　　4　　5　　7　　9

2・2　1・2　3。3　3●3　2・2　4。4　2。3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

出現1回の種Au8erdem　je　einmal　in　Hd．　Nr．4：E♂8z4∫∫2～θ勿4f6αオヒシバ＋，　in　5：Ec肋zoc尻。α

　o層κ3rgα漉イヌビエ1・2，　B’4θπ5ノ｝りπげ05αアメリカセンダングサ　十，　Lθθグ∫∫αブ砂。加。αアシカキ　十，

　in　6：Cα2ぜα〃3～2z6∫Z8¢z60∫βタネツケバナ＋，∫b砂goノ～z6ηzπ0405z‘ノπオオイヌタデ　＋，　R）むgoπ瑚3

　疏μノめ87召毎ミゾソバ十，．4ηめ7’05∫α彦r卵4αクワモドキ十，in　7：・42琵ηz∫5彪ρr∫ノz6（ψ∫ヨモギ十。2，

　j％むg侃κノπ1妙爵”｛ψψθ9噌ヤナギタデ十，ノ1π8漉ηzα忽5盈イボクサ十，・E万gθ1ηη5z‘〃雁昭7諭5オオアレ

　チノギク十，Rαπ耀研伽5508Zθノ『α魏∫タガラシ十，・4π1η¶α灘。π版⑫∫♂鋸コブナグサ十，

調査地：Fundorte　1：Daish三，　Kawasakl－ku大師橋，2－5；Ogura，　Saiwai－ku小倉，6，7：Futako，　Nakaha－

　ra－ku二子橋．

くなった立地に拡散するものとみられる。

■

●

●

十・2

十

　●

　○

十

●

十

〇

●

●

1・2

●

十

■

o

十

　ら

十・2

　●

十

　　　iii）　セリークサヨシ群集

　　　　　Oena厳t短。－Phalar呈detum　arund隻庶aceae（Tab．17）

　セリークサヨシ群集は沖積地において比較的栄養塩類に富んだ河水の影響を受ける立」也に生育

する。したがって多摩川のように，都市排水の影響を受ける河川には広い面積にわたってセリー

クサヨシ群集が見られる。

　クサヨシは春季生長し，初夏鵠穂するが，株はあまり大きくはならず，また根系の発達も悪い。

したがって，同じイネ科の草原でもツルヨシ草原やオギ草原とは異なり，流水辺の不安定立地に

団塊状の群落を形成する。共存する種にはスギナ，ミゾソバ，カナムグラ，アメリカセンダング

サなどが低被度で生育するにすぎない。

　群集の植物社会学的な体系はヨシクラスに所属される。

　　iv）　ヤブガラシーオギ群落

　　　　0α〃rα伽ノqpoπεeα・疏sc伽彦伽s　8αccんαrεf∫orπ8・Gesellschaft（τab．18）

多摩川や鶴見川の河川敷や中州から得られたオギの優占する草本植物群落はヤブガラシーオギ
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Laufende　Nr．：

Datum　d，　Aufnahme：

　　　　Tab．17セリークサヨシ群集

Oenantho．Phalaridetum　arundinaceae
　　　　　　通し番号　　　　i　1　2
　　　　　　調　査　年　月　　日　　　　　　　　　　　　’70　　’70

　　　　　　　　　　　　　　　　i　5　　5
　　　　　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　　　　　　　10　10

Gr68e　d，　Probe艶che（m2）：

H6he　d．　Vegetatioa（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

調査面積
植　生　　高

全植被率
出現種数

　　　　　3　　4

　　　　一　’72

　　　　　4　　5

　　　　30　21
0．5　　2　 2。4　　2

100　　100　　　50　　100

80　　　85　　　70　　　90

7　　8　　9　　9

5　　6　　7
’72　，72

5　　5

2！　3

1　　6　12

100　50　80

90　90　100

9　10　1G

Kennar亡en　d．　Ass．：

　∫ワLαzαが5αプ麗η4加α66α

　061zαπ〃z6∫α汐απ～伽

Trennart　d．　Subass．：

　盈プα9η3漉5απ5かα♂∫∫

Begleiter＝

　2bらノgoノ～π’π〃膨η6679ガゴ

　Egμピ∫θ彦㍑〃3α2層麗2z∫8

　飾η剛伽5∬αη6彰π5

　B∫48／35戸。η60∫α

　Rαη麗ηα4♂泓5Cαπ’0πガθπ∫ガ5

　Bκθπ5μZo5α

　Rπη昭即ノ妙。π∫6μ∫

　5孟8zzαプ∫απ8gzθ‘‘α

　M∫α’05’θ9’fz‘ηzブ砂02z∫α6ηz

　Cαr4αノπ加θノZθ£o〃。∫α

群集標磁位

　クサヨシ　　　　　　　　　4・4

　セリ　　　　　　　　　　　・

亜群集区分種

　ヨシ　　　　　　　　　　　　　　・

随伴種

　ミソソバ　　　　　　　　　十

　スギナ　　　　　　　　十・2

　カナムグラ　　　　　　　　・

　アメリカセンダングサ　　　・

　ケキツネノボタソ　　　　十

　コセンダングサ　　　　　　十

　ギシギシ　　　　　　　十・2

　ハコベ　　　　　　　　　　　　 ．

　ササガヤ　　　　　　　　　・

　タ不ツケバナ　　　　　　　・

5ら4　3。3　5。5　5俸5　 3・3　　十

・　　1・2　　・　　十　　 。　　4σ4

　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
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出現1回の種AuBerdem　le　einmal　in　Lfd・Nr・1：5’”αr∫ααgz‘α∫1cαウシハコベ十．　in　2：∠4励2’05fα

聖哲4αクワモドキ十，Rμ4加‘爆αZα6加∫α如オオハンゴンソウ十．　in　3：G4yごθがααα諾耀02’αムツオレグ

　サ2・2，L6e2’∫fα∫のα7zz‘肋サヤヌカグサ1・2，　G読z‘〃3ゆ擢∫7〃2z　f．∫々’∫go5躍7zヤエムグラ十。鎗4：Ro5α

ηzπZ孟卯orαノイバラ十，％砂go7zπη32zo403観2呂オオ’イヌタデ＋．　in　5：・4プ砂π競α♪r∫πc砂5ヨモギ＋，

ル64θ2昂∫α∫c例4例5var。アπαf2窃ヘクソカズラ十，　Lッ5ゴη’αc／1∫α‘Z8魏プ。∫飽∫オカトラノオ十，　C【ηmオfα

ブ妙。厩。αヤブガラシ十，in　6：W宏5妙∫αノZo7’f6瑚4αフジ十，∫b砂goηz‘2π5fε60♂4ゼ∫アキノウナギツカミ

　十，防oZα110編08π∫∫5アオイスミレ十jn　7：Ag7’（ψ：y7りπ舷ノπのfカモジグサ1・1，　V癖∫声6グbZfαエビ

　ヅル十．　調査地　Fundorte　l　1，2：Futako，　Nakahara－ku二子，3：Kurokawa，　Tama－ku黒川，4－71

Suge，　Tama－ku菅，

群落としてまとめられた。植生高は150～250cmでオギが被羽3～5と密生し，草本第2層にツ

ユクサ，ヤブガラシ，ヤエムグラ，ウシハコベなどが混生する。ミゾソバ，スギナ，カナムグラ

などで区分される下位群落はやや湿った粘土質の混じった立地にみられる。より乾燥した表土破

壊を受けやすい礫質地にはイヌムギ，ヨモギ，クワモドキ，ホソムギなどで区分される下位群落

が生育する。出現種数は10種類内外であり，オギ以外の種の被度は低い。

　ヤブガラシーオギ群落は河川敷や中州にあって砂礫土質の比較的乾燥する立地に生育する。群

落内には常に人が立ち入り，刈り取りや火入れをしたり，改修や凌せつなどの人為的影響を強く

受ける。さらに年に数園の出水時には表土が流失して，新しく肥沃な粘質土が供給される。その
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漸〆

纒

　　　　　Fig，40　多摩川の河川敷に発達するヤブガラシー一三群落（幸区：小向）。

　　　　Cのア㍑彦山ノζ4）o／zfoα．泌汐。αη彦1耀5∫αcclzαrゲZoノ励5．Gese11schaまt（Saiwai－ku，　Komukai）．

ためには，表土掩乱を受けたと同様に帰化植物あるいは踊躍素性の植物が群落内に入りこむこと

になる。

　ヤブガラシーオギ群落は河辺の不安定な立地にあって，自然植生のカナムグラーオギ群集と対

比され，代償植生として存続するものとみられる（奥田1978）。

　　7）　塩沼地植生

　　　　Salzwiese薫・Gesellschafte丑

　東京湾はわが圏では比較的遠浅の海岸をもつ湾として知られ，湾内には各地に干潟が生じてい

る。川崎市に属する海岸線は，すでに大部分が埋立や護岸などによって自然地形が消失している

が，多摩川や鶴見川の河口部には，わずかながら干潟が残存している。この干潟は，潮の干満の

影響を受け，塩沼植物群落の生育の場となっている。

　多摩川河口を主として，川崎市にはホソバノハマアカザーウラギク群落，ウラギク群落，ウシ

オツメクサ群落，コウキヤガラ群落，シオクグ群集，アイアシ群集などが見られる。

　　i）　コウキヤガラ群落

　　　80ε7アπ8　pZαπεcπZ7η」8－Gesellschaft　（Tab．19）

海岸に接した低湿地，河口部において，わずかに潮汐の影響を受ける水際には，しばしぼコウ
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Laufende　Nr，：

Datum　d．　Aufnahme：

　　　　　Tab．18　ヤブガラシーオギ群落

Cのプα距αノ4）伽ガ。α一Mぎ5‘αη’んz‘∫5α‘ご肋ア’卯。η‘5－Gesellschaft

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d，　Vegetation（％）：

ArteHzahl：

通　し番号
調査年月臼

調査面積
植　　生　　高

全植被率
出現呼数

1　　2　　3
’72　　　，72　　　’78

5　　5　　11
2！　　2！　　23

4　　4　　15
150　　　150　　　200

90　　80　　90

11　　9　　5

4　　5
’78　’78

11　　11

23　　23

8　　6

230　250

40　　70

9　　10

6

’78

11

23

20

250

90

12

Trennarεd．　Gesellschaft：

　M茗50απオ1z部∫∫α0611αプゲZα惚5

Trennarten　d．　Untereinheiten：

％4ygoπz㈱漉z‘π6βア4ぜ

ん7ψ1z∫6αゆαθα々櫓∫ゆ8プノπα

Dガ056αでα’0ん0ア・O

Hz‘η耀z2‘5∬α7zdθ2z5

E9厩5θ’z〃πα7層輝π5θ

澱84θ1ゴα50α刃ζ呂θπ5var．2ηα力趨θ∫

　Broノπμ∫Cαオんα7・が‘π5

　み7’オ8ηz15fα」ウ7層fη66や5

　んノ3ゐプ。∫∫α孟プψ14α

　・401リノブβη〃3θ5／b1腕‘π81

　A9フ4勿zoπ乞αブ砂。πfoα

　ム。♂云κ2πμプθππθ

Begleiter：

　Coη切zθZ∫πζz　coη〃2測7乙f5

　08砒4〃3功z‘プ’z4〃3　f．5≠プノ905z〃ノz

　C昭2‘α彦’αブ砂。π∫cα

群落区分種

　オギ

下位群落区分種
　へ　　　　　　　　　　　　

　ミソソハ

　ヤブマメ

　トコロ

　カナムグラ

　スギナ

　ヘクソカズラ

　イヌムギ

　ヨモギ

　クワモドキ

　ビナタイノコズチ

　キンミズヒキ

　ホソムギ

随伴種

　ツユクサ

　ヤエムグラ

　ヤブガラシ

4。4　　4・4　　5．5　　3・3　　3・3　　4．4
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出現1回の種　AuBerdem　le　einmal　in　Lfd．　Nr・1．迎6’oうZα5頗55加。η∫∫メダケ十・2，＆6Z♂αプ如αgz4α彦∫cα

　ウシハコベ十jn　3；昂ザαg〃漉θ5αμ∫カuZ∫∫ヨシ1・2，　Rτ46％511か5z4郡∫クサイチゴ2・2，々y‘11～π〃3沈。／2めヴb－

　Zfτ〃πクコ十，　in　4：Rz〃ノz8¢ゴ妙。加‘％∫ギシギシ十，」％むgoηπノηc％ψ∠4α如ノaイタドリ÷，Ro5α〃zz‘Z’耀。’一α

　ノイバラ十，51y6∫05απg認α旗∫アレチウリ十，　in　51　Lε」ψ84傑α6κπεα印メドハギ十，in　6：Agア℃ゑy2”02z

　々σノzz（扉カモジグサ十・2，κσ劾ηβノ曾∫5ρ初ノ2磁静4αユウガギク十，拓海耀那わ∫5πZ6磁zノηヌカキビ十．

調査地Fundorte：1，2：Suge，　Tama－ku多摩区菅，3：Saiwai－ku，　FluB　Tsurumi幸区鶴見川，4－6：Hirama

　Nakahara－ku，中原区平間。

キヤガラ群落が生育している。コウキヤガラは草丈30～50cmに達し，50～70％内外の植被をも

つ。多摩川におけるコウキヤガラ群落にはオオクサキビ，イヌビエ，タカサブロウなどの1年生

草本植物が低三度で存在している。出現回数はきわめて少なく1～5種である。

　コウキヤガラは，このような塩沼地の他，沖縄島では水田に代償植生として生育することが知

られている（Miyawaki　1960）。分布範囲はきわめて広く，わが国各地に分布している。群落の

所属はヨシクラスが妥当と考えられる。
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Laufende　Nr．：

Wassertiefe（cm）：

Gr6爲e　d，　Probe舩che（m2）：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（傷）；

Artenzah1：

Tab．19　コウキヤガラ群落

＆砂μ5μ磁α‘♂痂5－Gesellschaft

　調査番号　　　　1　1

講査面讐　片
　　　　　　　　　　　　ミ　植　　生　　高　　　　　　40

　全植被率　　　　　　50
　出現種数　　i・

2　　3　　4　　5　　6　　7

－　　4　　4　　一　　一　　3

1　　1　　1　0．5　　2　　 1

80　　40　　40　　　30　　50　　　50

50　　50　　50　　　70　　　80　　　70

2　　3　　1　　4　　4　　5

Trennart（玉．　Gesellschaft：

　＆吻π5μα痂6πzノ加5

Begleiter：

　ぬπ加ηZ4勧0’0η3耀。η‘ηZ

　Eぬπoo配。ασ％5君αZ距

　Ec妙如が。∫がα≠α

　Rπ〃zθ∬ブ＠oη∫α‘5

　q塑σπ5η吻。π∫餌∫

言周忌地Fund◎rt　l＿7＝

群落区分種

　コウキヤガラ

随伴種

　オオクサキビ

　イヌビエ

　タカサブロウ

　ギシギシ

　アオガヤツリ

Ogura，　Saiwai・ku，幸区小倉（’78．10．12）．

3。3　3・3　3。3　3・3　3・3　4・4　3・3

十・2十・2

　・　　十

　■　　　　　　　　■

　o　　　　　　　　●

十・2　2・2十・2

　・　2・2　十

十　　・　十。2

　・　　十　　十

十　　・　　・

　　　ii）　ホソバノハマアカザーウラギク群落

　　　　　・4frεP置θκ9ηεθ互εηεε・・48オθrオrεpoZ加ηレGese董正sckaft（Tab．20）

　塩沼平筆地で河川から運搬された有機質の多い過窒素状態の立地には一年生草本植物のウラギ

クが優聾する草地がみられる。この笹分の植生調査資料はホソバノハマアカザーウラギク群落と

してまとめられた（宮脇他1972）。

　ウラギクは北半球の塩沼地に広く分布するキク科植物でウラギククラスの標徴種とされている。

多摩川の大師橋を中心とする河岸では植生高80～150cmでウラギクが生育し，他にホソバノハ

マアカザ，ホコガタアカザなどの塩沼植物やヨシ，ホウキギクなどを混生する。群落を構成する

主な種は一年生草本植物であり，春に発芽し，秋季のウラギク開花期に最盛期となる。

　ホソバノハマアカザーウラギク群落は新しく形成された砂仁山で最初は上被率5％ほどの散生

した群落をつくる。不安定な砂泥地ではウラギクの根づきが悪く流失するものもある。しかし，基

質の周回と共にホソバノハマアカザ，ヨシ，ホウキギクなどが群落内にはいり，構成種も5，6種に

なる。基盤の薄商がさらに固結するとヨシ，アイアシなどの多年生草本植物群落と次第に交代する。

　ホソバノハマァカザーウラギク群落は棄京湾内河口部や埋立地の塩沼地の先駆的な群落である。

　　　ii量）　ウシオツメクサ群落

　　　　　SPθrg麗εαrεα瀧αrεπα一Gesel藍schaf重（Tab。21）

　多摩川河口部の塩沼湿地で，塩分濃度の薄い汽水に浸る高潮線付近の泥湿地にはウシオツメク

サ群落が生育する。従来，ウスベニツメクサ群落として報告されていたが（宮脇・奥田・鈴木

1976），今図の調査の結果，同属のウシオツメクサと同定され，これにしたがって群落名も訂正

する。
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　　　　　　　　Tab．20　ホソバノハマアカザーウラギク群落総合常在度表

　　　　　　　Ubersichtstabelle　d．．4かψZθエg・ηzθZ加ガ．A5’8r〃ψoZ加，ルGesellschaft

議燃賠　　1薦　旧曇1
Tre鷺nart．　d．　Gesellschaft＝

　窺ブゆzθ二じ9ηz読競

Kennarten　d．　hδheren　E玉nheiten：

　A5診θプ〃ψo如〃z

　・4〃ψz6¢1zα5彦硯α

Tre蹟narten　d．　Uatereinheiten：

　Koぬα∫⑫α廊var．　Zゴ孟’0プ6α

　R麗膨∬ブ砂。π嬬∫

Begleiter：

　凱プα9〃漉θ5α麗∫か冨∫5

　．45’βプ5zめz漉z’z‘5

　莇α06伽η‘5zα∫施磁5

　勘θrgz4αアゼαη～αノカzα

調査地Fu且dort：1～3，5　川綺区殿町および中瀬（Kawasaki－ku）

　　　　　　　4

群落区分種

　ホソバノハマアカザ

上級単位区分種

　ウラギク

　ホコガタアカザ

下位単位区分種

　イソホウキギ

　ギシギシ

随伴種

　ヨシ

　ホウキギク

　アイアシ

　ウシオツメクサ

● 4　　V　　V　　4

V　　4　　皿　　IV

・　　4　　・　　V

●

1

0

w
皿

1

大師橋，東京国際空港（Kawasaki－ku　u．　TQkyo　Inter　Flughafen）

w
豆

H

H

4

i41

i4i

　ウシオツメクサはナデシコ科の草本植物で秋季に芽ばえ，翌春，草丈およそ10cmに生長し，

白色または淡紅色の花をつける。多摩川河口部のウシオツメクサはほとんどが淡紅色の花をつけ

ている。茎や葉は肥厚して耐塩性をもち，その分布は北半球の温帯と亜寒帯に及んでいる。淡紅

色の花をつけるのはわが国では帰化種とされる。

　ウシオツメクサ群落はウシオツメクサが優窪し，じゅうたん状にびっしりと地表を被うことが

多い。他には，ヨシ，ウラギク，ホウキギクなどが散生するにすぎない。初夏に群落の最盛期が

あり，淡紅色の花が一面に開いて，独特の季観がみられる。

　ウシオツメクサ群落の主な生育地は川崎区の中瀬および大師河原の塩性湿地であり，ほぼ高潮

線付近で粘土質あるいは微砂が固結したヘドロ状の基盤の上に生育する。中瀬では河川敷のグラ

ンドの縁や溝の周辺部にも密生した純群落がみられる。

　ウシオツメクサは本来，北海道や東北地方の海岸沿いの低湿地にわずかに生育していたが，東

：京湾の埋立が開始され，塩分の残留する裸地が広く形成されてから急激に帰化しはじめた。

　　　iv）　シオクゲ群集

　　　　　Caricetum　scabrifohae（Tab．22）

　塩沼地の最前部で水深の深い砂泥地にはシオクグ群集がみられる。シオクグは長い根茎をもち，

桿は30cmから50cmの高さで細い。シオクグの地上部は弾性に富み，増水や潮汐，あるいは

波浪に対して抵抗力をもっている。

　多摩川河口部のシオクグ群集は多くの場合ただ1種だけの純群落である。ときにヨシ，ホソバ
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騰
、鶉

懸｝＼

鱈

線匿．

　　　　　　　　Fig．姐　ウシオツメクサのじゅうたん状群落（川崎区殿町）。

　　　　　Wie　ein　Teppich　bedeckt　die激7召・蜘廊7照プカzα一Gesellschaft　auf　deH　Boden

　　　　　（Tonomachi，　Tamagawa－ku）．

ノハマアカザ，ウラギクなど耐塩性の草本植物が構成種となる。シオクグ群集の生育地は粘質土

あるいは微砂地である。川崎市中瀬，殿町三丁目，殿町一丁目（大師橋の下）で現存植分が観察

された。

　シオクグ群集は東京湾をはじめとして沖縄から東北地方にいたる各地の塩沼地に生育すること

が報告されている。シオクグ群集はヤブツバキクラス域の最も一般的な野洲植生とされ，植物社

会学的にはヨシ群鴎，ヨシオーダー，ヨシクラスに所属されている。
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　　　　　　　　　　　　Tab．21　ウシオツメクサ群落総合常在度表

　　　　　　　　　　　Ubersichtstabelle　d。逸）8／gz‘Zα7ゴση雄万ηα・Gesellschaft

Nr．　d．　Stetigke玉tstabellen：　　　　　調査地番号　　　　　1
Zahl　d．　Aufnahmen：　　　　　　　　　　　調　査　区　数　　　　　　　　　3

Mittelre　Artenzahl：　　　　　　　　　　平　均　種　数　　　　　　i　4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

2　　3
11　　5

2　　　6

4　　5
6　　10

2　　　1

Trennart　d．　Gesellscha圭t：　　　　　　　　群落区分種

　趣）8磐z磁万αη雄r加α　　　　　　　　　ウシオツメクサ

Trennarten　d。　Untereinheiten：　　　　　下位群落区分種

　押Z7弓α9〃痂β5α叢々ττ傭　　　　　　　　　　ヨシ

　・4加ψ陀工9〃Z読η海　　　　　　　　　　ホソ・ミノハマアカザ

　A5∫θ7闇5zめz‘」α魏3　　　　　　　　　　　ホウキギク

　E万9θ「oπ膨ητ砒プ6π5f5　　　　　　　　　オオアレチノギク

　み5肥プオプψo読切z　　　　　　　　　　　　ウラギク

Begleiter：　　　　　　　　　　随伴種
　鐸協68伽rκ∫欝欝bZ伽5　　　　　　　　　　アイアシ

　窺プψZ8£1Zα5彦α如　　　　　　　　　　　ホコガタアカザ

　rbらψogoπノセ倍α£　　　　　　　　　　　　　ヒエガエリ

　C加π妙04伽η3gZαπα‘ノπ　　　　　　　　ウラジロアカザ

　5θπ80めηπ匁α万5　　　　　　　　　　　　ノボロギク

調査地　Fundorte：1，2，4，5：K：awasaki－ku川崎区殿町，

　　　　　　　　3：Tokyo　Bucht東京湾，夢島，東雲．
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　　　　　Fig．42　多摩川河口部のシオクグ群集（川崎区殿町）。

Caricetum　scabrifoliae　im　M茸ndungsgebiet　des　Tamagawa（Tonomachi，

Kawasaki－ku）．
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　　　　　　　　　　　　　Tab．22　シオクグ群集総合常在度表

　　　　　　　　　　Ubersichtstabelled．　Caricetum　scabrifoliae

Nr．　d．　Stetigkeltstabellen：　　　　　　調査区番号　　　　　　1　2

Zahl　d．　Aufnahmen：　　　　　　調査区数　　　　18　2
Mittlere　Artenzahl：　　　　　　平均種肥　　　　2　2

3　　　4

5　　20

2　　　4

Kenn－u，　Trennarten　d．　Ass．　u．　Verb。＝　群集，群団標徴種および区分種

　Cαブθ灘56αわrグb勲

　盈プα9〃漉θ5απ5か読5

Begleiter：

　・45’8プ〃ψo伽〃z

　A〃ψzθ；τ8フ2診読痂

　五オプψz6κ13α5翅α

　助んαα7zgz65彦α彦α

　ZOツ5fα5∫7z嬬var．π’∫ψ・ノZ諏

　跳α08伽η‘5勉の伽∫

　Ec痂06ん♂0α爾‘∫一9αZZ’var．がαだcoZα

　C乃θπ（ψ04加π9’♂αzκκ〃z

調査地

シオクグ

ヨシ

随伴種

ウラギク

ホソバノハマアカザ

ホコガタアカザ

ヒメガマ

ナガミノオニシバ

アイアシ

イヌビェ

ウラジロアカザ

V
I

灘

I

I

o

●

●

●

o

2　　V　　V
1　　・　　V

●

●

●

●

o

●

●

●

V
I

●

●

●

●

●

o

罫undort：1，3：Kawasaki－ku　Stadt　Kawasaki，　Praf．　Kanagawa神奈川県川崎市川崎区殿町，

　　　　2，4：Praf．　Chiba千葉県，

1

●

●

I

I

I

玉

至

　　　　Tab．23　アイアシ群集常在度表

むbersichtstabelled．Phaceluretum　latifoliae

Nr．　d．　Stetigkeitstabellen＝

Zahl　d．　Aufnahmen：

Mittlere　Artenzah1：

調査地番号
調i査区数
平均種数

Kenn．　u．　Trennarten　d．　Ass．　u．　h6heren　Einheiten：琴洋集及び上級単位の種

　搬α08伽rz硲zα彦のz∫z‘∫

　搬rα8フ漉8∫απ5〃読5

　cαr8灘∬αうプケb飽

Begleiter：

　1／2ψβr心魂加伽ごαvar．ん08・z∫9π

　∠45彦6撹ブψoZ如乃

調査地　Fundorte：1：Stadt　Chiba千葉市

　アイアシ

　ヨシ

　シオクグ

随伴種

　チガヤ

　ウラギク

1

5

3

2

2

3

3

7

1

V
IV

w

1

■

2

2

●

●

2

V

●

●

2，3：Stadt　Kawasakl，　Kawasaki－ku，　Flu信Tama多摩川河口（川崎市川崎区）。

　　　v）　アイアシ群集

　　　　　Phace互疑ret腿燃latifohae（Tab．23）

　塩沼地で最も高水位の場所にあって，塩水の影響の少ない立地にはアイアシ群集が生育する。

アイアシは地下茎の発達したイネ科多年生草本植物で，高さは1．5～2mに達する。アィアシ群

集はアイアシが優占し，ヨシ，シオクグ，ウラギクなどが低閉門で混生する。アイアシが密生す

ると強固な根系を形成し，他の植物が群落内で生育するのを妨げる。したがって群落の構成種は

きわめて少なく，平均3種程度である。



72
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　　　　’　ハ
・㌔、右毛＼

　　Fig．43　多摩川河口付近に発達するアイアシ群集（川崎区殿町）。

Phaceluretum　latifoliae　inderM甑dungdesTamagawa（Tonolnachl，
Kawasaki－ku）．

多摩川では川崎区中瀬や殿町の堤防の直下の部分に帯状に分布している。出水時に漂流物が堆

積するような微高地がアイアシ群集の立地である。

　アィアシ群集は上級単位がヨシ群団，ヨシオーダー，

落であり，その分布は本州～九州まで比較的広い。

ヨシクラスに含められる挺水草本植物群
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　　　　　Fig．44　多摩川河口部のウラギク群落（川崎区：）。

A5オθブ♂吻oZ加ルGesellschaft　im　M甑dungsgebiet　des　Tamagawas（Kawasaki．ku）．

　　　v隻）　ウラギターヨシ群落

　　　　　孟8オθrfrερo伽配一Phrα9配ε舌θ8α麗8frα」ε8－Geseヨ至schaft（Tab．24）

　塩沼地で，塩分の影響を受け，しかも砂泥が固結した場所ではウラギターヨシ群落が生育する。

ヨシは多年生草本植物で耐塩性が強く，地下茎を伸長して密な根系を形成する。ウラギターヨシ

群落では，ヨシが180cmに達して草本第三層を構成し，ウラギクはヨシの下層にきわめて低い

被度で点在するにすぎない。時には，ウラギクを欠いて，ヨシだけの純群落となる場合もある。

　塩沼地に新しく砂嚢が堆積した所ではホソバノハマアカザーウラギク群落が生育するが，数年

を経て基盤の砂嚢が固結すると次第にウラギターヨシ群落に代っていく。ヨシの根系の発達は立

地の固結化を促し，一年生の塩沼地植物の侵入，生育を妨げる。1979年現在多摩川河口のウラギ

ターヨシ群落の生育地は塩沼地の大半を占めている。

　　8）　コウボウシバ群落

　　　　Clαrθκ　pπη琵Zα隔Gesellschaft　（Tab．25）

　多摩川の最下艦隊の堆積砂上に生育するコウボウシバ，ハマヒルガオ，ギョウギシバで構成さ

れる草地は砂丘植物群落の断片とみなされ，コウボウシバ群落にまとめられた。植被率は50％で

コウボウシバが優占し，植生高は30cmにすぎない。コウボウシバ群落の生育地は粘土を含まな
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　　　　　　　　　　　　　　　Tab．24塩性湿地植物群落

　　　　　　　　　　　　　　　　Salzwiesen．Gesellschaften

　　　　　　A：ウラギターヨシ群落　！1∫’θプ〃ψo♂∫z‘〃3一迎zrαg〃漉8∫αz‘5伽た∫一Gesellschaft

　　　　　　B：シオクグ群集　Caricetum　scabrifoliae
　　　　　　C：ウラギク群落A∫詑プ〃ψoZ謡ηL－Gesellschaft

　　　　　　D：ウシオツメクサ群落　趣）67：g泌α万α〃～α7方zσ一Gesellschaft

　　　　　　E：アイアシ群集Phaceluretum　latif◎liae

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i－A州一B一｝　C　l－D－1－E－l

Laufende　Nr・：　　　調査番号　　i　1234567891011
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　25　　25　　6　　12　　25　　20　　25　　25　0．3　　10　　10Gr6Be　d．　Probe盤che（m2）：調査面積
H・h・・V・g・・・…n（・m）・植生高　i・8・・8・7・・8・8・7・8・7・52…5・

Deckung　d，　Vegetation（％）：全：植被率　　i　8080709585908570404085

A・・…ah1・　　　出現種数　i22332…　　232
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工r『『
Tren漁art　d．　Gesellschaft：　　群落区分種

灘羅∴嚇　1野∵㌍
T器轟欝捻ft：群禦警　i＋＋．2
・・e　・…Gesell・ch・…　群駆頒　　i

。潔偬1幽　講誌クサi
搬・・伽面㈱・　アイ・・　　…
Begleiter：　　　　　　　　　随伴種

L・伽〃・鋼で・鷹　　　　ホソムギ　　　…
A岬、。9，。，燃　　 ホ。．・ノーマアカザi

調査地　Fundort：To鳳Qmachi，　Kawasaki－ku川綺区殿町

●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　g　　　　　　o　　　　　　o

●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　■　　　　　　o

十　i5・55・55．55●54・4i　1・1　十　　・

　　　　　　　　　　　　　ヒ　　・　・　・　・　・　…　　　　i鎚i’　●

．　　。　　…　　　　　　　　●　　●　　・　　・　廷。45略1

●　　　　　　・　　　　　　●

■　　　　　　●　　　　　　・

十　　・

・　1・1

Laufende　Nr．　l

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

R6he　d・Vegetation（cm）：

Deckung（1．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

Tab．25　コウボウシバ群落

Cαノ趨θ②ρ郡1漉Zα一Gesellschaft

　　　調査番号
　　　調査面積
　　　櫃　　生　　高

　　　植　　被　　率

　　　　出　現種数

1

1．6

30

50

2

2

0．4

30

45

2

3

0．8

20

50

3

Trennarten　d．　Gesellsclユaft：　　　　　　　　群落区分種

　Cαア’θ¢ρZfη漉α　　　　　　　　　　　　　コウボウシバ

　Cα砂5詑9如50陰画8躍置　　　　　　　　　　　ハマヒルガオ

Sonstige　Artn：　　　　　　　　　　　　その他の種

　qy／ZO40η4α礎ゾ0π　　　　　　　　　　ギョウギシバ

調査地　Fondorte：T◎nomachi，　K：awasaki－ku川崎区殿lllT

2。2　　　　3．3　　　　2・2

十・2　　　・　　十・2

● 十 十

い砂土堆積地の前面であり，出水時にはしぼしば破壊され，根群は流水に洗われて露出する。し

かし，発達した長：い根系によって再び生育を始める。

　東京湾岸のコウボウシバ群落は横浜市の金沢区や富津からも報告されているが，埋立地にもみ
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纏　　　Fig．45　多摩川河日部の堆積砂上のコウボウシバ群落（川崎区殿町）。

C4プ8κρπノπ∫Zα．Gesellschaft　auf　e玉ner　Sandbanldn　der　MUndung　des　Flusses　Tamagawa

（TonQmachi，1くawasaki－ku）．

られ，その生育範囲は比較的広い。砂の飛来しないやや安定した砂丘地で，わずかに有機物の供

給のある立地に生育し，砂丘地の土壌安定の機能をもっている。

　9）　ヒルムシロクラス（浮葉および沈水植物群落）

　　　potamogetoReもea（Tab26）

川崎市内の用水路等に生育している沈水植物群落としてはやナギモ群落，クロモ群落，セキシ
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Laufende　Nr．＝

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

Tab．26　沈水植物群落

Potamogetonetea
　調　査　番　号

　調査面積
　全植被率
　出　現　種　数

1　　　2　　　3　　　4　　　5

6　　　1　　0．5　　0．5　　0．8

60　　　　80　　　　50　　　　40　　　　50

1　　　1　　　1　　　2　　　2

Trennarten　d．　Gesellschaften：

　∫b’α〃309’8’0ηα同軸Z♂π∫

　理yζか〃αt・θ所6〃α診α

　距zz∫∫7～6プ～ζzα∫～α’～oα

Sonstige　Art：

　％砂goノπθ～3ぬ〃めθノ79だ

調査地Fundort　l：

　4．30）

群落区分種

　ヤナギモ

　クロモ

　セキショウモ

その他の種

　ミソソバ

1亘i…
　●　　15・5　　3・3　　3・31　　・

　　　　　　　　　　蘭

・　　十　　十・2

Tama－ku，　Suge多摩区菅（1978。11，11），2～4：Tama－ku，　Kurokawa多摩区黒川（1978．

ヨウモ群落が記録された。

　ヤナギモ群落は多摩区の多摩川の流路内に生育している。ヤナギモは一株から分枝して大きな

株をつくる。ヤナギモ群落の生育地はやや富養な水が停滞する砂泥地である。市内の農業用水が

流れるニケ領用水にもやナギモの群落が観察される。

　クロモ群落は山間部の礫質の用水路から資料が得られた。立地は流水中に有機質をあまり含ま

ないため，クμモの生育はよくない◎

　セキショウモ群落は多摩区の小規模な用水や三沢川で観察された。比較的貧養の水が緩やかに

流れる泥土地に生育する。

　市内でみられる沈水植物群落はいずれも立地が水質汚濁，用水改修などの人為影響を強く受け

ていて，種構成が単純である。日本におけるヒルムシロクラスの調査・研究はまだ十分行われて

いないがヤナギモ群落，クロモ群落，セキショウモ群落は沈水植物を主とする植生として，ヒル

ムシロクラスに含められるものと考えられる。

　　9）　コウキクサクラス（浮葉植物群落）

　　　　Le猟netea　mi烈oris（Tab．27）

　停滞水の水面に浮遊するウキクサの群落はきわめて単純な植物群落である。市内では排水路，

水田の用水，水田面，多摩川流路の停滞水面などで観察された。

　水田ではイネの植えつけが終わった後，水温が上昇する6月頃からウキクサが水面を80～95％

の植被率で覆うことがある。多摩区：の水田ではサンショウモ，アオウキクサ，ウキクサが生育す

るアオウキクサーサンショウモ群集がみられる。

　コウキクサクラスの群落はいずれも水田や都市排水などの富栄養な水域に群落を形成する。し

かも，洪水，渇水などの自然条件や除草剤の使用，水質汚濁などの人為的な影響を強く受けるた

めに群落は不安定である。
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Fig．46　多摩川の流路縁の富養な停滞水中に生育するアオウキクサーウキクサ群集

　　　　　　　（多摩区）。

Lemno　paucicostatae－Salvinietum　natantis　dasauまmehroderweniger
eutrophen　Altwasserarmen　des　Tamagawa　wachst（Tama．ku）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．27　アオウキクサーサンショウモ群集

　　　　　　　　　　　　　　　　Lemno　paucicostatae－Salvinietum　natantis

Laufende　Nr．：　　　　調査番号　i1234567891011
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　O．50．40。50．40．20．50．50．5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
G「δBe@d’P「obeflache（m×m）＝融繍 x磁・洛・迄・迄聡慧H
　　　kung　d．　Vegetat量on（％）：　　植　　　被　　　率　　　　　　60　70　60　40　50　70　70　50　98　95　95王）ec

Artenzahl：　　　　　娼現種数　　23432221111
K。・n。・・d．Ass．、……一……胃燒ｳ露………．．…．「．……田…一．．．……r

品Z癩∫一難　　　 サンシ。ウモ　1、．22．23．32．2．．．．．．．
Kennarten　d．　h6heren　Ei璽heiten：上級単位標徴種

五・一難・∫・・・・…　　　アオウキクサ　…4・44・42・22・23・34・43・33・45・55・55・5

　砂か。（施Zσρoらηqん揺α　　　　　ウキクサ　　　　：　…　　　　1・2十。2十1・2　・　…

Begleiter：　　　　　　　　　　　　　　随伴種

R・・吻・漁・勲　　　スカシ・・ボウ…・＋・・・・・・…

撫糠噸♂’∫va「’・ナギ　；・…2・・…　一・

膿臨1鷲，、　箔メ　…：：∵：：‡：：：：：
調査地Fundort：Nr．1～8：Kull，　Tama－ku多摩区久地，8～11：Noborito，　Tama－ku多摩区登戸．
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B　代　償　植　生

　　Ersatzgese至1scha£te筑

　川崎市の植生の大部分は，樹林から雑草群落まで自然植生が破壊された後に様々な人間の干渉

に対応して生育している，自然植生のおきかえ群落としての代償植生（Ersatzgesellschaft；

subst圭tu宅io最al　vegetatioR）といえる。

　川崎市では人為的影響の強弱により二次林のアラカシ群落，クヌギーコナラ群集，ミズキ群落，

イヌシデ群落が，また下草刈りと対応して持続する植林一スギ，ヒノキ，サワラ，モウソウチ

ク，クρマツ，アカマツ植林一がみられる。一定の粗放的な農耕，採草などが定期的にくり返

し行われる人為的干渉と共存して，水田や畑地雑草群落，ススキ草原，シバ草地などが発達して

いる。

　川崎市の現存植生を調査することは，主として代償植生を調査することでもある。代償植生は

人間が植生や立地に加える影響の種類や程度により微妙に異なる。したがって代償植生を正しく

理解すれば，代償植生を指標として，その立地に今まで加えられてきた人間の影響の種類や強さ

を判定することもできる。

　　1）　アラカシ群落

　　　　Q郡θrcπ8ρZαωcα．Gesel董schaft（Tab．28）

　川崎市多摩区菅には樹高6～15mのアラカシ優占群落がみられる。現存しているアラカシ群落

は萌芽林を形成しており，出現種数28～44種であった。高木層，亜高木層にアカマツが被度1～

3で生育している。

　アラカシは一般に岩角地にウラジロガシと混生したり，あるいは石灰岩地や河辺の旧地に優占

群落を形成する。川崎市では多摩区：菅に二次林として萌芽林が調査された。林内には低木層にピ

サカキ，アラカシの常緑広葉低木や，コバノガマズミ，ムラサキシキブ，カマツカ，フジなどコ

ナラ林構成種の夏緑低木が多く生育している。草本層には，ベニシダ，カブダチジャノヒゲ，シ

ュンラン，ヤマイタチシダ，シュロ，アオキなどの常緑草本植物や常緑低木の芽生えなどがわず

かに生育しているのに対し，アズマネザサ，コバノガマズミをはじめとして，コナラやガマズミ

の芽生え，ヒメカンスゲ，ツタ，ミツバアケビ，サルトリイバラ，トコロ，チヂミザサ，ヘクソ

カズラなど好陽性の植物が多く生育している。

　アラカシ群落はさらにエゴノキ，ツリバナ，シオデで区分される下位群落と，ヤマツツジ，ミ

ヤマナルコユリ，カシワバハグマで区：分される下位群落に区：分された。

　二次林の形態にはアラカシ群落や，三浦半島でみられるスダジイの萌芽林などのように常緑広

葉樹林が成立する二次林と，コナラ，クヌギ，クリなど夏緑広葉樹林による二次林がみられるが，
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　Fig．47　急斜面に復元しているアラカシ群落（多摩区：菅）。

Qz‘θκκ∫g』Zαzκα一Gesellschaft　an　einem　steilen　Hang（Tama－ku，　Suge）

これは気候による影響とともに森林伐採時の樹令とも関連がある。気温が暖かい地方（筆者等の

データでは暖かさの指数が約120。C以上の地域）では，森林伐採時が20～30年生の常緑広葉樹林

の場合は萌芽能力が強く，夏緑広葉樹林よりも常緑広葉樹林を形成しやすい。樹令が経つほど萌

芽能力が衰える。夏緑広葉樹林の場合も同様で，コナラ，クリなどは！5～20年生の林木カミもっと

も萌芽能力が強く再生しやすい。また気温的には暖かさの指数120。C以下の地域では夏緑広葉樹

林の二次林が形成されやすい。

　　2）　クヌギーーコナラ群集

　　　　Quercetum　acutissimo・serratae（Tab．29）

　川崎市の山地や丘陵地，河岸段丘上の乾性立地には，コナラが比較的優占し，クヌギ，エゴノ

キ，イヌシデなどを混生した夏緑広葉樹林が発達している。このコナラ林には，低木層や草本層

に多数のヤブツバキクラスの構成種である常緑広葉樹や常緑草本植物が生育している。

　このようなコナラ林は，コナラ，クヌギ，キンラン，ギンランなどにより他の群落と区：分され，

クヌギーコナラ群集にまとめられた。クヌギーコナラ群集は，関東ローム層の被覆する洪積台地

や沖積台地に一般に広く分布している群落であり，ヤブツバキクラス域内のカシ林域において，

定期的な伐採と下刈り，落葉かきなど強度の人為的干渉により持続してきた二次林である。した
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がって，種組成や種の量的配分は，極めて不均質であり，ヤブッバキクラスの種はもとより，ス

スキクラス，ノイバラクラス，ヨモギクラスなど他のクラスの種が多数侵入し，二次林特記の組

成を形成している（Tab．29参照）。

　三内は，高木第1屡に当る部分が殆んど欠け，樹高10m前後の植分が大部分である。高木層は，

コナラがやや優賎しているものの，エゴノキ，ハリギリ，ヤマザクラなどの夏緑広葉樹を主体と

し，常緑のシラカシ，アラカシ，針葉樹のアカマツなどが混生しており，コナラの純林を形成し

ている所は殆んどない。低木層には，植被率20～30％の植分が大部分であり，例外的に70％に達

する植分もある。低木層にはコナラ，ガマズミ，カマツカ，コウヤボウキ，エゴノキ，コバノガ

マズミなどブナクラスの種を中心に，シロダモ，ピサカキ，ネズミモチ，シラカシなどの常緑広

葉樹が多い。さらにノイバラクラスのサルトリイバラ，ミソバアケビ，ノイバラ，クズやススキ

クラスのアズマネザサも相当量侵：入している。所によっては，ササ類が林床に密生している。草

本層は，コナラーミズナラオーダーの種ではフジ，ヒカゲスゲ，ヒメカンスゲ，ヤマユリ，ヤマ

ホトトギス，ナルコユリなどが高常在度で分布しているが量的には比較的少ない。ヤブツバキク

ラスのジャノヒゲ，ヤブコウジ，シュロ，ヤブランなど，ノイバラクラスのトコロ，スイカズラ，

ミツバアケビ，エビヅル，ヘクソカズラなど，ススキクラスのアズマネザサ，ノガリヤスなども

多数生育している。なかにはあたかも林縁部のツル性植物によるマント群落のような相観を呈し

ている林床もある。

　全体として，コナラー・ミズナラオーダーの種群は，広くまんべんなく出現している。また，ヤ

ブツバキクラスの種が多い植分では，ノイバラクラスやススキクラスの種が減り，両者は，負の

相関関係を示して分布している。

　川崎市におけるクヌギーコナラ群集は以下の3亜群集に下位区分される。

　　a．　シμダモ亜群集

　中原区，高津区の東部を中心に，海抜50～60m以下の低海抜地域の北寄りの斜面や凹状地の湿

性な地域を中心に分布する群落である。シロダモ，キヅタ，ベニシダ，アオキなどのヤブツバキ

クラスの種を中心に他の群落と区分される。

　　b．典型亜群集

　区分種をもたない下位単位で，高津区：から多摩区：東部にかけて，シロダモ亜群集と次のヤマコ

ウバシ亜群集の移行帯に発達している。比較的乾燥した地域で，立地環境は，ヤマコウバシ亜群

集の立地に近い。ノイバラクラスや，ススキクラスの種が少なくなっているのが特微である。

　　c．　ヤマコウパシ亜群集

　多摩区の西部で標高80m以上の地域を中心に発達しているコナラ林であり，立地は西ないし南

よりの斜面や尾根筋，台地上が多く，シロダモ亜群集の立地に比べ，非常に乾燥し土壌も浅く，

貧養な地域が多い。

　林内は，このような環境に適応したヤマコウバシ，ヤマツツジ，リュウノウギク，ニガナ，ク
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F圭g．48　クヌギーコナラ群集断面模式

Vegetationsprofildes　Quercetum　acutissim◎一serratae
コナラ　Q娚プ。μ5∫82γα如

クヌギ◎‘87一α硲αα漉∬ガ〃zα

シラカシ　QZ‘θプ0μ5刀姻鴬加α4bたα

カマツカ

ヤマコウバシ　ムfπ廊rαgZαZκα

ヤマツツジ

ァズマネザサ　P臨。ゐZα∫如∫ご1珈。

ニガナ　㍑8万3漉ノz如彦α

Pl）～‘プ彦1ガαθα魎認0∫αvar．　Zαθ魎∫

Rlzo4048η4プ。πゐα8〃4ゾ診万

9．

10．

11．

12．

13．

14．

15，

ミツバツチグリ　∫㍑8π躍如かθッ加αア置α

トコロ　Z）∫0∫ご0プθα彦0ゐ0ノ¶0

ジュウノウギク　Cん7二y∫απ議碑π‘1π7π盈功厩

ミツバアケビ　五たβ玩α〃ケbた磁α

ホソバヒカゲスゲ　Cαノ噂θ：τπαη8Z♂α

フジ　τ確5置8万α！あ万加π4α

キンラン　（】〔4漉αZαη功θプαルZcα如

サボケ，ミツバツチグリなどにより他の亜群集と区分される。

　ヤマコウバシ亜群集は，土地的条件により，さらに2つに下位巨ζ分される。比較的高い標高の

尾根筋や台地上の特に乾燥する地域に発達する群落は，アカマツ，ホソバヒカゲスゲ，ワラビな

ど乾性貧養性の種により区分される。他の一つは，標高80～100mのやや表土の厚い地域に発達

する群落で，区：覇気をもたない下位群落であり，内容的には，典型亜群集に近い下位群落である。

　　3）　イヌシデーーコナラ群落

　　　　0αψεπω8f8choπosんεε．Q配εrcπs　8θrrα加．Gesellschaft（Tab．30）

　市内の丘陵地から得られたイヌシデの優占する二次林はイヌシデーコナラ群落にまとめられた。

イヌシデーコナラ群落は高木層ないしは亜高木層にイヌシデが被度3～4と高くみられ，コナラ

の被度はそれよりも低い。他にウラジロガシ，ネズミモチ，ヒイラギ，ヤマイタチシダなどの常
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　　　　　　F三g．49　イヌシデー・コナラ群落断面模式

Vegetationsprofil　der　Cα々）加π∫齢ごん。η05た∫∫一Qκ87層α6∫58η・碗α一Gesellschaまt

ヒイラギ05η3αη疏π51厩びoρ1聖yZ伽5

ムラサキシキブ　Cσ躍6ゆ診σノ砂0刀忽8

イヌシデ　C即拶πz‘∫’∫0110／zo5た∫∫

ヤマイタチシダ　D1二y（4）妙廊6！∬8距απα

ヤマハゼRZz鋸ミyん85〃’～5

ネズミモチゐ忽‘∫彦rz〃πブ忽）o短oz‘ノπ

トボシガラ　飛∫伽‘αρα加f8’Zz耀α

ウグイスカグラ　五〇加αグα92用β6～妙8∫var．91π肋瀦

ヤマコウバシ　五加4θ7層αgぬZκα

ウラジロガシ　Qμ82噂餌5∫認癖ηα

ゴンズイ　E鷹αψ海∫ブ砂。加飢

コナラ　Qκ8プ。π∫∫θノγα彦α

13．

1嘆．

15．

16．

17．

18．

19．

20．

21．

22，

23．

ヒメカンスゲ　Cαノで記co2が。α

アズマネザサ　．麗8～oか1αぶ如∫61z加。

ヤマグワ　M∂ノ闇μ∫う。ノπの。な

ゼンマイ　0∫ノπμη4αノ砂。／z飴α

ベニシダz）ノン曜87カ8び’1z2’050㍑

ミツバアケビ　Aた8飯αかかbZノ認α

エゴノキ　3着：y2曾α記ブ砂。η∫cα

カマツカ　島〃一〃z～β8πη〃03α、・ar．　Zo8寵5

オオバジャノヒゲ（塑ゐ砂・goアゆzαη～5αψ鋸

ハナイカダ　漉Z切加g読露4）oπ～c廊

ミズキ　Ooノブ溜5α》刀かηz〃・5α

緑広葉植物の生育が特徴的である。クヌギーコナラ群集とは種構成上，かなり類似点があるがシ

ラカシ，シロダモ，ピサカキも含めた常緑広葉樹種の多いこと，キンラン，ギンラン，ミツバツ

チグリ，ヒヨドリバナを欠くことによって区：別され別の群落として記載された。

　イヌシデーコナラ群落は丘陵の山足部あるいは段丘上平坦地のような適湿地に多くみられる。

オオバジャノヒゲ，ベニシダ，コウヤボウキ，ゼンマイで下位区分される下位群落は，丘陵の下

部斜面にあって適湿ないしはやや過湿な立地にみられる。ヤマグワ，ハンショウヅル，アケビ，

シオデ，ヤマハゼなどで区分される下位群落は丘陵の緩斜面部にあって適湿地に生育する。

　クヌギーコナラ群集が長期にわたる皆伐，萌芽再生のくり返しによって，強い人為的影響を受



83

購鰯

i灘

懸紙慰

懸1

議灘
　　　Fig．50　台地面部の斜面に発達したムクノキーミズキ群落は群落高が20mにも達し

　　　　　　ている（幸区）。

　　　Diese　am　Hang　wachsendeノ》ノzα7～αη〃z6αψ〃α一Co初z650伽〃。η〃∫α一Gesellschaft　erreicht

　　　eine　Hδhe　von　etwa　20m（Saiwai－ku）．

けた植生であるのに対してイヌシデーコナラ群落は人為干渉の度合がやや低く，自然植生の構成

種を多く混生する。

　イヌシデーコナラ群落は県内では茅ケ崎市，平塚市などのヤブコウジースダジイ群集域とシラ

カシ群集域との境界域にも生蕎が報告されている（宮脇・藤原・鈴木・篠田他1977，宮脇・藤原

・中村他1977）。

　　4）　ムクノキーミズキ群落

　　　　ムphαπαπ伽α8ρθrα一〇〇rπ麗8　co庸。〃θrsα一Gesellschaft（Tab．31）

　丘陵地の急斜面に生育するミズキが優饗する二次林はムクノキーミズキ群落にまとめられた。

ムクノキーミズキ群落はミズキが18mほどの高さで繊度3で優占し，階段状の枝をひろげた特徴

のある相観を示す。群落はミズキの他にムクノキ，アマチャヅル，ケチヂミザサなどで区分され

る。コナラ，エゴノキ，ウワミズザクラ，ハリギリなどの夏緑広葉樹林は群落内に単木的に生育

する。低木層や草本層にはシロダモ，アオキが高い常在度，被度で生育し，ベニシダ，シュロ，

ヤブランなどの常緑広葉植物がみられる。

　ムクノキーミズキ群落の生育地は丘陵や台地の急斜面で，平均傾斜は20。ほどの立地である。
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　　　Fig．51　ムクノキーミズキ群落は多摩丘陵の臨地などに生育する夏緑広葉樹林で5

　　　　　月ごろミズキの開花期によく目だつ（多摩区：）。

Die　sommergr伽e助んαπαπ診1躍α砂θ2・α．　Coηz郡∫co／z孟プ。ηθr∫α．Gesellschaft，　die　a貸den　unteren　Teilen

steilen　H装nge畷chst，　f翻t　wahrend　der　B1崖ezeit　im　Mai　besonders圭ns　Auge（Tama－ku）．

多摩区ではシラカシ群集の生育地に隣接して，土砂崩壊の跡に二次的に生じたムクノキ一一ミズキ

群落も観察される。崩壊跡地で土壌がうすく，ローム層が露出している所に生育する。

　神奈川県内では沿岸部のスダジイ林域ではイヌビワー・ミズキ群落が知られ，シラカシ国璽に対

応してムクノキーミズキ群落が記録されている。立地が急傾斜面のため土壌が流失することもあ

って遷移の進行がおそく，比較的安定した土地的持続群落の夏緑広葉樹林として存続するものと

考えられる。

　土地利用上からみれぽ，ムクノキーミズキ群落は，急傾斜面におけるかなり安定した保全林と

考えることができる。台地の崖が多い横浜市においては積極的に保存が計られている例もあり，

都市部における安定度の高い緑地として十分な保全がのぞまれる。

　　5）　ノイバラーハンノキ群落

　　　Ro8α配認だデ，orα．。4，π鄭8ゴαpoπεcα．GeseHschaf毛（Tab．32）

　関東地方の沖積地でヨシーハンノキ群落に隣接する湿生林としてクヌギーハンノキ群落の存在

が知られている（宮脇・大場1966）。さらにクヌギーハンノキ群落はゴマギ，ヌスビトハギ，ヤ

ワラスゲ，ヤガミスゲ，ミズタマソウなどを標徴種とするゴマギーハンノキ群集にまとめられた
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　　　　Fig．52　低湿な立地に残存するノイバラーハンノキ群落（中原区）。

Die　Ro∫αアπμZ診罪。ブα，．4Z2z麗∫ブ妙07zゴごα一Gesellschaft　ist　ein　Bruchwald（Nakahara－ku）．

（奥田1978）。

　ノイバラーハンノキ群落は植生高15mに達する夏緑広葉樹林でゴマギ一網ンノキ群集に類似す

る点が多い。高木層はハンノキが優翻しクヌギも散生する。低木層にはノイバラ，メダケ，スイ

カズラ，シュロなどが生育し，草本層はイヌムギ，セリ，ヤエムグラ，アシボソなどが生育する。

　川崎市中原区のノイバラーハンノキ群落の立地は沖積地の自然堤防の後背部で排水の良くない

湿潤地である。周辺部には住宅や学校が建ち並んでいてこの一角だけが取り残されている。
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　川崎市の沖積低地にはハンノキの残存木がよくみられるが，群落をつくるほどのものは他に例

が少ない。ノイバラーハンノキ群落はゴマギーハンノキ群集の代償植生と考えられる。

　　6）　アカマツ植林

　　　Pεππ8dθπ8ε’Zorα・Forst（Tab．33）

　川崎市高津区：下作延で一ケ所アカマツ植林が調査された。調査面積10m×20mで，高木層にア

カマツが植被率75％を占めている。門内には低木層にエノキ，ニワトコ，ウワミズザクラ，ヤマ

ハゼ，ヤマウコギ，イヌシデ，コナラ，ツタ，フジ，ガマズミ，カマツカなどコナラーミズナラ

オーダーの種が多数生育している。林床にはクマザサが被度5で優占している。植栽され広がっ

たものかあるいは付近の植栽地より広がったものと考えられる。管理が粗放になっているため，

亜高木層までアカガシ，シラカシが生長している。低木層のコナラーミズナラオーダーの種（二

次林構成種）とともにシロダモ，ヤツデ，モチノキ，アカガシ，シラカシなど．の常緑広葉樹が生

育している。

　一般にアカマツ植林は表土が特に浅く，土壌条件が悪く，スギ，ヒノキ植林ができないところ

に植林が行われている。自然のアカマツ林は山地の尾根や急斜面の基岩の露出しがちなところに

断片的にみられる。

　神奈川県下ではアカマツ植林は小面積で行なわれているにすぎず，大規模な植林地はみられな

い。

　アカマツ植林はとくに近畿以西の地方で盛んで，アカマツを植林するというよりも，二次林と

して成立しているアカマツ林内の，他の樹種を除伐することによりアカマツ林を養成している。

　　7）　スギ，ヒノキ，サワラ植林

　　　　Or朋p彦07η8rjαノα1ρoπjcα，α1αη2αθc〃pαrεεoδ加8α，σんα配αθcμpαrε8ρεsε角rα．Fors£en（Tab．34）

　川崎市の丘陵，低山地には常緑針葉高木のスギ，ヒノキ，サワラが植林されている。スギ，ヒ

ノキ，サワラはアカマツと並び，わが国の造林樹種の代表的な種である。

　スギ，ヒノキ，サワラは一般に地形，立地により異なる樹種による植林が行なわれている。ス

ギ，サワラは台地，丘陵地の斜面凹状地に植栽されている。ヒノキは斜面上部あるいは林縁部な

どに植栽されてきた。最：近は樹種による植え分けがされず，ヒノキ植林中にスギを植え，あるい

はスギとヒノキを混植することも多くなった。

　川崎市内のスギ，ヒノキ，サワラ植林は種組成上ヒメカンスゲ，イヌシデ，ウツギ，タマノカ

ンアオイで区分される群落と，アオキ，ベニシダ，ネズミモチ，カンスゲ，ヒメワラビ，チヂミ

ザサ，ヤマイタチシダ，ヒカゲスゲ，ゼンマイ，ハリギリ，シロダモなどで区分される群落，お

よび特別な区分種をもたない群落にわけられた。

　ヒメカンスゲ下位群落はスギ，ヒノキ混生林で，やや乾燥しがちな南斜面で調査された。典型
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下位群落はヒノキ植林で，ヒメカンスゲ下位群落とともに出現民心32～37種と少ない。アオキ下

位群落は常緑植物が多く，潜在自然植生の構成種が復允しているものと考えられる。アオキ下位

群落は，スギ，サワラ植林に共通しているQ

　スギ，ヒノキ，サワラ植林は樹冠は常緑針葉樹で常におおわれているため常緑広葉樹や常緑草

本植物が比較的多く生育している。シラカシ，ピサカキ，シュロ？アラカシ，ヒイラギ，マンリ

ョウ，ヤブツバキ，キヅタなどの常緑広葉樹にジャノヒゲ，ヤブラン，ヤブコウジなど常緑草本

植物の生育がみられる。また管理のために下草刈や下枝刈りが頻繁に行なわれていたため亜高木

層が欠け，3層群落を形成していることが多い。

　アオキ下位群落はさらに谷部などの適潤地ではコウゾ，ミズキ，ヤブミョウガ，ハエドクソウ

で下位区分される下位単位がみとめられた．樹高12～13mの植林では，一部ツルグミ，チャノキ，
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タブノキ，ヤツデなどの常緑広葉樹で下位区分された植分もある。アオキ下位群落は出現種数33

～66種と比較的多い。

　　8）モウソウチク林

　　　　p箆〃πosfαcん〃8ぬε，θroc〃。εαf。　p配δθ8cθπ8．Best3nd（Tab．35）

　川崎市ではモウソウチク植栽地が多くみられた。

　モウソウチクは8世紀前半に中国より渡来し，その後個々の植分は消長をくり返しながらも日

本の田園景観に定着している。

　モウソウチク林には固麿に結びつく植物はみられないが人為的な管理の相違により，植物の結

びつきがみられる。

　チヂミザサ，イノコズチ，ノイバラ，ムラサキケマン，クズ，ハルジオンで区：分されるモウソ

ウチク林は施肥などによりたけのこを奮成するところに多く，好憎素性，適潤性雑草が入りやす

い。ピサカキ，ハナイカダ，ガマズミ，ケヤキ，ベニシダなど，常緑低木，夏緑広葉樹，羊歯植

物で区分されるモウソウチク林は管理が他のモウソウチク林に比較し粗放であるため低木が復元

している。さらに管理が疎になるにしたがいモチノキ，カマツカ，ヌスビトハギ，ハエドクソウ，

あるいはウコギ，シオデ，オモトなどで区分されるモウソウチク林もみられる。

　モウソウチク林は樹冠をうっ閉されるため常緑植物が多く生育している。

　　9）　メダケ群落

　　　PJθεoδ♂αs毒π8　8ε〃zoπεε庸Gese三茎schaft　（Tab．36）

　メダケ群落は5m程度の植生高となるメダケの優占する竹林である。神奈川県ではメダケ群落

の生育地は海岸風門地と内陸の河川沿い適湿地に大別されるが，川崎市内の生育地は後者に属す。

　メダケのほふく茎や根茎は他の竹類に比較して深く，通気性の良好な砂質壌土の上に群落をつ

くる。

　安定したメダケ群落ではメダケの被度がきわめて高く常に75％以上の被度を示す。群落内には

メダケの根系が発達するので他の草本植物は生育することがむずかしい。また，林内には日照が

少なく草本層の発達は悪い。アオキ，ネズミモチ，チャノキなどの芽生えやジャノヒゲ，ヤブラ

ン，オモト，ハランなどが散生する。また，時にツルウメモドキのようなつる植物が生育するこ

ともある。

　川崎市のメダケ群落は20年前まではニケ領用水，平瀬川など小河川沿いにも生育して，堤防強

化の機能を果していた。近年では河川改修によってほとんどメダケ群落は姿を消してしまった。

調査された2つの群落は屋敷林の中にあり，幸区小倉のメダケは農業用の支柱などに利用されて

いる。
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　　　F玉9，54　Vege亀ationsprofil　der」醐8ゴ。ゐZα5餓∫5珈02z∫ぎ一Gesellschaft

l．　メダケ　　　π8’06Zα5‘π55加。加ガ　　　　　　3．　シュロ　7㍗α改y‘αノψ鋸和πμ2～θ∫

2，　ジャノヒゲ　qρ痂砂ogoηノ64＞oπ記z‘5　　　　　4．　アオキ　・4πozめαノ砂。π∫‘α

　　10）ウツギータラノキ群落

　　　　1）θω，zεα¢rθπα飽．ノ4　rαZεαθ」α，α．Gesellschaft（Tab．37）

　森林が裸地や草原と接する林縁部や，数年を経過した伐採跡地には，陽性低木やそれに巻きつ

くつる植物で特微づけられるマント群落が形成される。つる植物を主とするマント群落は適潤で

比較的富養な立地によく発達する。

　マント群落は，植生が一旦破壊された土地で，多年生草本植物を主とする草原から，森林へと

植生が移行してゆく二次遷移の途中相に出現する低木によって構成され，その生成年数によって

種組成が異なる。調査地区内では，ウツギ，コゴメウツギ，有刺植物のタラノキ，つる植物のエ

ビヅル，ミツバアケビなどによって他の群落から区：分され，やや湿生の林縁部に出現するウツギ

ータラノキ群落としてまとめられた。

　ウツギータラノキ群落はさらに，キイチゴ属のナワシロイチゴ，ニガイチゴ，モミジイチゴで

代表される3つの下位単位に分けられる。

　ナワシロイチゴ，ヤブガラシ，ヤブマメによって区分されるナワシμイチゴ下位群落は，スス

キ，スギナが草本層に優占しており，畑放棄地起原のススキ草原から遷移の進んだ段階を示して

いる。群落区分種の種類は少なく，低木膠は未発達で，低木群落の先駆相であると考えられる。
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Laufende　Nr．：

Datum　d．　Aufnahme：

Gr63e　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Baumschicht（m）l

Deckung　d．　Baumschicht（％）：

R6he　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht（％）：

H6he　d．　Krautschicht（m）＝

Deckung　d．引くrautsch玉cht（％）＝

Artenzahl：

　　Tab．36　メダケ群落
πε∫oうZα5珈55f2πoπ∫∫・Gesellschaft

　　　　調査番号
　　　　調査年月日

調査面積
高木層の高さ

高木層植被率

低木層の高さ

低木層畳被率

草本層の高さ

草本層植被率

出種種数

1

’79

2

4

70

4

80

0．3

5

11

2

’79

2

4

80

15

20

　5

90

0．3

5

22

Trennart　d．　Gesellschaft：

　π8’0ろZα5’Z‘∫5fηZO／Zが

Begleiter：

　野α‘1喫y侃ψπ5／br頗7z8∫

ん‘ごめαブ妙。η記α

Cψん1砂08’0πノ＠0π∫Cκ5

ゐ∫gz‘5か』τ〃πブ妙02zfごκノπ

v冨6κηzz〃πα割αうπん∫

∠αoガz〃ノzプ乃。刀め施Z∫κノπ

∠4ψ∫4∫5ケα8Zα彦ガω囑

丁ゐ8α5ゴπθπ5ご5

しか∫（ψ8μα轡陵yZZα

Roんゐαブ砂。／z∫6α

み♂アzτ‘5ブ砂。π’6α

αZα∫〃～硲α・δ’α4召オπ5

Ro∫α〃zz4Z翻μoプα

αzα8／zo〃z8Zθ5ブ妙。π∫εα

Qπ8ブα‘5αcκ彦∫∬∫ηzα

5診8♂zα7一∫α2π861∫α

魏oZ露5θα5θ2ゴαヲα

鳥r38α疏z4πろ82二9蕗

Dzκんθ∫瑠α漉2＝γ5α漉13α

EZαθα9アz鰐gzαゐプα

Gα♂加η3⑫”’∫πη3f。5♂がgo5諺〃π

π6欝ゴπ孟θ9プα

7万go／zo’∫5汐θ4z〃zcπZα1’∫∫

勿‘orf5㍑読鷹α

0θπαπ漉θブ卿αη∫cα

Eプガ9θプ。πcαπα漉η5f5

B7・0η露Z456β議αプだCπ∫

群落区分種

　メダケ

随伴種

　シュロ

アオキ

ジヤノヒゲ

ネズミモチ

サソゴジュ

クコ

ハラソ

チャノキ

ヤブラン

オモト

ハンノキ

ツルウメモドキ

ノイバラ

クサボケ

クヌギ

コノ、コヘ

シロタモ

タブノキ

ヘビイチゴ

ツルグミ

ヤエムグラ

モチノキ

タビラコ

ヒガンバナ

セリ

ヒメムカシヨモギ

イヌムギ

S

S

K
K
K
K
S

S

K
K
K
K
K
B
S

K
S

K
S

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

5・5

十

十

十

÷

十

1・2

十

十

1・1

十

十

十

●

●

o

●

●

●

●

o

o

調査地Fundorte　1：0gura，　Saiwai－ku幸区小倉，2：Gotencho，　Nakahara－ku中原区御殿町

5・5

十

十

十・2

十

●

●

●

o

●

2・2

十

十

十・2

　十

十

十

十

十

十

十

十

十・2

十

十

十

十

十

十
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　ニガイチゴ，フジで区分されるニガイチゴ下位群落はさらに遷移の進行した状態で，多くの群

落区分種群が侵入生育している。

　モミジイチゴ下位群落は，モミジイチゴ，タケニグサ，トコロ，イヌザンショウ，ヤマウコギ

などによって区分される。これらの下位群落区分種群には有刺植物，木性および草本つる植物が

多く含まれていることから，三者のうち最も遷移の進行したものと思わるる。

　モミジイチゴ下位群落はさらに，コウゾ，ヨウシュヤマゴボウなどで区分される種群と，特別

な区：分轄をもたない典型部に2分される。前者は後者に比べて鵠現種数が多く，樹高も高く，本

来の森林植生への移行が進んでいる。

　　1Dアズマネザサーーススキ群集

　　　　ArUnδ量Rario　ChinO・MiSCa無t監etUm　S隻nenSiS

　川崎市西部の造成地，耕作放棄地，伐採跡地などでは人為的影響が停止されてから3～5年程

経過するとススキの優蒸する多年生草本群落が成立する。また丘陵斜面には従来，農村の採草地

として利用されていたススキ群落が見られる。これらは関鍵地方を中心に広く分布する二次草原

のアズマネザサーススキ群集にまとめられた。

灘轟灘
　　　　　　　　　　　　　　　轟

、嚢鵡

纒纏

繋

姦．妻鍵讐

　　　　　麟

審判欝

　　Fig．55　多摩丘陵の斜面部に生育するアズマネザサーススキ群集（多摩区）。

TypischesekundareWiesengese1互schaftdes　Arundi漁ario　chino・Miscanthetum
sinensis，　die　auf　dem　Hang　des　Tama・H荘gellandes　w益chst（Ta狙a．ku）．
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　アズマネザサ～ススキ群集は，ススキ，アズマネザサ，メドハギ，ノコンギクなどを標微種，

区分種として区：分され，植生高2．5m，二二率95％にも達する。出現種数は7～40種と様々な立

地条件と成因を反映して構成種群の変異が大きい。また相観的には，株立ちで優占するススキと，

地下茎で繁殖するアズマネザサ，高い常在度で出現するヨモギ，クズ，ハルジオン，スギナなど

の構成種群により特徴づけられている。

　アズマネザサ～ススキ群集はヒメムカシヨモギ，オオアレチノギクなどの種群を持つヒメムカ

シヨモギ亜群集と，コナラ，サルトリイバラ，トコロなどの種群を持つサルトリイバラ亜群集，

およびそれらの区：分晶群を持たない典型弛群集とに下位区分される。ヒメムカシヨモギ亜群集は，

造成地や耕作放棄地に生育し，サルトリイバラ亜群集は採草地やコナラ林の林縁部に，典型亜群

集は古い造成地や伐採地を中心に見られた。

　アズマネザサーススキ群集は刈取，火入れなどの人為的影響の停止にともない，アズマネザサ

の優占とクズなどのつる性植物の繁茂，クサギ，キブシなどの陽地性低木の侵入を受け，やがて

クヌギーコナラ群集へと植生遷移が進行していく。

　　12）チガヤ群落

　　　1配ρθrαfασ〃〃π（かεeαvaLた。θπεgεε．Gesellscha｛t（Tab。38）

　耕作放棄地や耕作地縁の斜面などに生育しているチガヤ，ススキ，ヨモギなどの多年生草本植

物が混生している群落はチガヤ群落としてまとめられた。

　チガヤは被度2～3で生育し他にススキ，ヨモギ，アズマネザサ，スズメノヤリなどの多年生

草本植物を伴っている。群落の高さは50cm内外であり平均出現種数は16種と比較的少ない。

　イワニガナとギシギシで区分される下位群落は沖積地の畑放棄地にみられる。畑の耕作を中止

した跡へ車輌を乗り入れ，資材置場にして土壌が著しく固結した所などで，放棄後3年以上経過

した立地である。

　カントウタンポポ，オオイヌノフグリ，タチイヌノフグリ，ヒメジョオンで下位区：分される群

落単位は丘陵地の斜面に生育する群落である。クヌギーコナラ群集に囲まれた山間部の放棄畑で

は放棄後2，3年のうちにチガヤが優占する群落となる。それに1年生あるいは越年生の好窒素

性植物も混生する。

　ノビル，コモチマンネングサ，キュウリグサ，オニタビラコで下位区分される下位群落は山間

部の畑地ののり面にみられる草地であるρこの草地は1年に4～6回の刈りとりをするために，

分枝のよい草丈の低い種群で構成されている。

　川崎市のチガヤ群落は神奈川県の湘南地：方から報告されているチガヤーススキ群落と比較して

ススキの常在度が低い（宮脇他1971）。また，アズマネザサが低三度ながら混生している。これ

らの差はあるが放棄耕作地やその縁ののり面を主な生育地とすることからチガヤーススキ群落に

きわめて近い草地群落と判定される。
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Laufende　Nr．：

Dat．　d．　Aufnahme；

Gr6Be　d．　Probeflache（m×m）：

H6he　d．　Vegetat玉OR（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）＝

Artenzahl：

Tab．40シノミ群落
Z（≧y5∫αメψ02z∫cα一Gesellschaft

調査番号　　　　　1　1

調査年月日　　　　　，77
　　　　　　　　　　　i誌

調査面積　i…
植　生　高　　　　iα1

植　　被　　率　　　　　i　go

出現種数　　i2

2　　　3　　　4　　　5

’77　　　’77　　　’77　　　’77

4　　　4　　　4　　　4

30　　　　30　　　　30　　　　30

1×1　1×1　1Xl　1×1

0．1　0．1　0，1　0．1

70　　　　50　　　　60　　　　60

3　　　3　　　3　　　3

6

’77

4

30

1×1

0．1

60

4

Trennart　d．　Gesellschaft：

　Zoツ5∫αブ‘ψo沈α

Sonstige　Arten：

Egz‘∫∫8’z‘η3α御θη58

v／c∫ααπ9臨鈎z如

1〃ψθrα如曜Z固目。αvaLた08π∫9だ

Z8Zんouα5θノγζz如

Gθ漉αηα窯oZ伽998が

πα7z’αgoZαノ～ごθo磁α

1）∫9甜碗αα45‘8η4θη∫

vゴ’ご’ζzILガ2・5π如

群落区分種

　シバ

その他の種

　スギナ

　ヤハズエンドウ

　チガヤ

　ケヤキ

　フデリンドウ

　ヘラオオバコ

　メヒシハ

　スズメノエンドウ

i5・55至4・4．3・3β・3．3・3i

十・2　十。2　　。

　・　　　。　　十・2

　0　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　●

　■　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　●

　・　　　十　　　・

　・　　　・　　　十

　■　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　●

　●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●

o　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　●

1・1　　・　　　・

1・2　　・　　十

・　　十　　　十

●　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　o

・　　　十　　　。

・　　　・　　十

調査地Fundort：Nagasawa，　Tama－ku多摩区長沢

　　13）シバ群団

　　　　Zoysio難　japonicae（Tab．40）

　川崎市西部の農村地帯の農道上や，ゴルフ場，公園などに，シバの優占する多年生草本植物群

落が見られる。これらは頻繁な刈取り，火入れ，踏圧などの人為的影響の下に持続する二次草原

としてのシバ群落である。自然植生としてのシバ群落は，海浜の風衝岩礫地や，山地の崩壊性斜

面などの木本類の侵入繁茂するピとのできない厳しい環境条件の下に生育しているが，市内では

まだ確認されていない。

　川崎市内の二次草原としてのシバ群落は，今圓得られた植生調査資料に基づき，以下の3つの

群落にまとめられた。

　　　i）　シバ群落

　　　　Zo〃8εαゴαpoπεcα・Gesellschaft（Tab．40）

　市内のゴルフ場，浄水場，公園，学校などでは，シバを移植，播種し，その後施肥，定期的刈

入，租土入れなどの一定の管理の下にシバ草地を維持している。これらはシバを群落区分種とす

るシバ群落にまとめられた。シバ群落の植生高は10cmと低く，植被率は50～90％と管理状態に

より大きな開きがでている。また出現種数は3種前後と構成種はきわめて単純で，カーペット状



94

　　　　　Fig．56　農道周辺にみられるスズメノヒエーシバ群落（多摩区黒川）。

　　　　　姦宴）α伽η3彦11〃め8アg∫∫．Zoッ5ゴαブ砂。πfごα，Gesellscha圭t（Tama－ku，　Kurokawa）．

に生育するシバと疎生するスギナ，ヤハズエンドウ等がこの群落を特徴づけている。

　　　ii）スズメノヒエーシバ群落

　　　　Pα8PαZ麗”1孟ゐ㍑π6θr9εε轄Zo〃8εα．ノαpoπεcα・Gesellschafも　（Tab．41）

　多摩区黒川の農道上や，中原区上平間の堤防上にはスズメノヒエーシバ群落が道に沿って帯状

に見られる。この群落の植生高は10～50cmと刈取頻度や踏圧により異なるが，植被率は80％と



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　95

高い値を示している。出現種数は15種内外で，植被率50％以上で優占するシバと，高常在度で出

現するオオバコ，ヤハズソウ，スズメノヒエ，カゼクサ，シバスゲなどの構成種により二三づけ

られている。

　スズメノヒエーシバ群落は，チドメグサ，キンエノコロなどを区：分種とするチドメグサ下位群

落と，それらの種群を含まない典型下位群落に下位区分される。チドメグサ下位群落は農道上の

やや富養な適潤性立地に，典型下位群落は堤防上の貧養な乾性立地に見られた。

　　　iii）スズメノヤリーシバ群落

　　　　LπzπZαcαP動α彦α一Zo〃sεαノαpoπε¢α一Gesellscha£t（Tab．41）

　スズメノヤリーシバ群落は多摩区：菅の水田地帯の畦道に生育し，先に述べたスズメノヒエーシ

バ群落に比較して，刈取頻度は高いが踏輩Eはより少なく，水分条件がより恵まれた立地に見られ

る。この群落の植生高は20cmと低く，植三度は80％内外と高い値を示している。また出現種数

は11～14種で，植被率30％程度で生育するシバと，高い常在度で出現するスズメノヤリ，ハルジ

オン，ミミナグサなどの構成種により特微づけられている。

　スズメノヤリーシバ群落はシ胃ツメクサ，ススキ，カラスノエンドウなどの区分種群を持つシ

ロツメクサ下位群落と，オオチドメ，チゴザサなどの区分種群を持つオオチドメ下位群落とに下

位区分される。このうち，シロツメクサ下位群落は吟興性立地に生育するのに対して，オオチド

メ下位群落は弱湿性の富養な立地に生育している。

　　14）オニウシノケグサ群落（外来牧草播種地）

　　　刃θ伽。ααr研伽αcθα・Wiesen（Tab，42）

　新設された鉄道や道路の面や造成地の斜面にはイネ科草本植物を主とした種子の吹きつけがさ

れて緑化がはかられている。

　1970年代の初期まではシナダレスズメガヤ（weeping　love　grass）が広く使われた。シナダレ

スズメガヤは南アフリカ原産の多年生草本植物で120cmにもおよぶ草丈となり長い葉をもって

叢生する。

　1970年代の後半からはオニウシノケグサ（tall　fescu）が多く使用されるようになった。オニウ

シノケグサは草丈180cmにもなる大形の牧草で，茎は春季に束生し，初期の土どめの効果が大

きい。

　川崎市内各地の造成のり面にみられるオニウシノケグサ群落は牧草の種子に混入されているウ

シノヶグサ，シロツメクサ，アカツメクサなどによる外来の牧草から構成される。造成後2～3

年の新しい斜面に生育するオニウシノケグサ群落では1年生草本植物が多く，出現種数も限定さ

れている。造成後7～10年を経過したのり面では，後から補植されたオニウシノケグサが群落の

縁や崩壊部に侵入する。さらにヤマツツジ，ツルウメモドキなどの木本植物が侵入する。また時
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Laufende　Nr．：

Datum　d．　Aufnahme：

Exposition　l

Neigung（Q）：

Gr6Be　d．　Probeflache（mxm）：

Hδhe　d．　Vegetat三〇n（cm）：

Deckung　d．　Vegetat玉on（％）：

Artenzah1：

Tab．42　オニウシノケグサ群落

　勘伽。ααプz〃24伽‘8α一Wiesen

　　　　調査番号
　　　　調査年月日

方　　　　位

傾　　　　斜

調査面積
植　生　高
植　被　　率

出現罪数

1

，79

4

2

S

20

3×3

30

80

8

2

’79

4

2

S

20

4×3

40

80

11

3　　4
，79　，79

4　　4
2　　18

W　　－
15　　一

3x38x10
25　　20

80　　70

12　　18

Ausgesate　Arten：

　命5翻6ααη‘π読ηαぐθα

　恥∫’Z‘0α0η加α

　Eプα91『05オ∫∫α〃刀z4Zα

　1乃・のz∫τ‘〃〃砂8アzs

　箔ガb〃〃πρプα’oη∫8

Beglei亡er：

　E7ゴ9ε2ηノz‘απαぬノz∫f5

　Mf∫oαπ〃1z‘55ゴノz81z∫∫5

　0θπo〃エθノーα　6’8πηf∫

　乃ゼ9θプ07z　5z‘ηzα〃’62z5∫5

　迎6∫o配α5如5611ガπ0

　50π61LZ‘50Z8プα68麗5

品種植物

　オニウシノケグサ

　ウシノケグサ

　シナタレスズメガヤ

　シロツメクサ

　アカツメクサ

随伴種

　ヒメムカシヨモギ

　ススキ

　アレチマツヨイ

　オオアレチノギク

　ァズマネザサ

　ノゲシ

十。2

1・2

　●

2・2

2・2

浄。2

十・2

　●

　●

　●

　●

4。4　　4。4　　1●2

・　　1・2　　十

・　　1。2　4・4

十　　十　　　。

●　　　　　　　　●　　　　　　　　◎

　●

　o

十

十

十

÷・2

十

2・2

十・2

十。2

2・2

十

●

2・2

●

十

十

●

出現一回の種Au6erdem　je　einInal　in　Lfd．　Nr．1：メ17≠61／3∫5ぬρノカz‘砂∫ヨモギ1・1，ηz痂α〃zうガ∫6z‘あα’z〃π

　ヌカキビ十，in　2：yoκη4αブ妙。／z’6αオニタビラコ十，　Gη4》1LαZ∫z‘η3ノ砂。η沈αオニタビラコ十，＆如7』∫α

　汐f万漉5エノコμグサ十，Dβ姥ψ3910〃岬窃βカモガヤ十，β読π3ノ〉りπゐ5αアメリカセンダングサ十，

　in　3：ムπ4プ（少ogo2～δ紹7グb読‘∫　ウシクサ1・1，　Clzθノz（功。♂∫脚ηα〃zろro5fo∫46∫アリタソウ十，　in　4：

　1韓5‘θノ「’α∫Jor∫6瑚4αフジ十・2，乃487層α万αZo伽如クズ十，五8功64伐αゐガcoZo7尋Lα6zμ亟）♂fαヤマハギ十，

　Rlzo4048π漉りπ々αθη4ゾ診痒ヤマツツジート，乃砂9αZαブψo痂‘αヒメハギ十，　Vfδz∠rη％刀z　4伽如頗173ガマズ

　ミ十，山骨おノ妙。π記αロウゾリナ十，C8Zα伽認5α曹玩‘認α‘μ∫ツルウメモドキ十，」馳θ2廊4θπ如如ニガナ

　十，Bθr61z6η磁フ’80θηzo∫αクマヤナギ＋，　RILZ‘5ノαuα7～f侃ヌルデ＋，　Coη～z‘5加α‘1砂04α　クマノミズキ

　十・L喀粥々’麗ノηo玩硲”b読4ノπイボタノキ十。

調査地　Fundorte：1～3：Kurokawa，　Tama－ku多摩区黒川

　　　　　　　　4：Ikuta，　Tama－ku多摩区生田

にはクズが優占して，数年のうちにクズ群落に置き換えられる場合もある。

　オニウシノケグサ群落などの外来牧草吹きつけ地がその後の遷移の進行によって他の群落に変

わる速さはのり面の土質，傾斜度，隣接群落，水分条件などに影響される。傾斜度の大きい尾根

部では進行がおそく，関東β一ム質の勾配のゆるいのり面では数年にしてアズマネザサーススキ

群集に遷移が進行する。
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　　15）カラムシ群落（下縁群落）およびクズ群落（つる植物群落）

　　βoθ方ηzεrεαπ功。πoπjoεα髄Gesellschaft（Saumgese蔓lsc擬aft）　u・P郡θrαrεαZoδα彦α・Gesellschaξt

　　（1iane皿reic歴e　Pfla皿zengese蓋璽scha蚕t）（Tab．43）

　土壌がやや湿性で富養な沼縁では，つる植物が旺盛に生長し，低木を含まないマント群落を形

成する。つる植物はススキ草原の中や垣根の縁などに芽生えると，茎を自由に伸長させ支持物に

からみつき，一帯をまたたくまに占有する。ことにクズの生活力はめざましい。

　ヤブツバキクラス域のつる植物の群落はクズーカナムグラ群集にまとめられている（宮脇1967）。

群集標微種は区：分種としてヤブガラシ，カナムグラ，クズがあげられ，主な構成種は好窒素性の

植物群である。

　川崎市においては，このようなクズーカナムグラ群集に類似した植分のほかに，カラムシの優

占する植分が認められた。今回は前老をクズ群落，後者をカラムシ群落としてまとめておく。

　カラムシ群落はカラムシとセンニンソウによってクズ群落から区分される。カラムシはアズマ

ネザサと混生して90％の植被率で繁茂し，0．5～0．6mの群落を形成している。群落内にはセイヨ

ウタンポポ，ノビル，イノコズチ，ジャノヒゲなどが生育し，嵐現種数は11～12になっている。

　クズ群落はクズとカナムグラによって区：分される群落である。クズ群落はウシハコベ，ホトケ

ノザ，アキノエノコログサで区分される下位群落とススキ，ネコハギ，ヤマハギで区分される下

位群落に細分される。

　ウシハコベ等で区分される下位群落は一年生で好窒素性の植物が多く，区分種をのぞく構成種

がカラムシ群落と共通している。ススキ等で区：分される下位群落は乾生の多年生草本植物を多く

含んでいる。前老は後者に比べて高さが1mと低いことも考えると，遷移の初期の段踏であると

考えられる。

　　16）ヨモギクラス（路傍雑草群落）Artemis圭etea　priRcipis

　　　（Wegrandgesellschaften）

　　i）スギナーヨモギ群落およびメヒシバーヨモギ群落

　　　　Eg麗ε8θ伽παroθπ8θ一一r’θ’π∫8εαρrεπeβP8・Gese藍翼schaft　und　Oερ」加rεαα68ceπ♂θη8・

　　　　4rfθ7πε8εαρ伽e¢P8・Gesellschaft（Tab．49）

　路傍や空地に生育する雑草群落のうちヨモギで特徴づけられる群落はスギナーヨモギ群落とメ

ヒシバーヨモギ群落にまとめられる。

　スギナーヨモギ群落はヨモギの二藍率が10％以上と高く，スギナ，コヒルガオ，カモジグサ，

イヌガラシで区分される。ヨモギクラスの区分種は他にはヤブガラシが混生するが耕地雑草のハ

ルジオン，ヒメジョオン，ハハコグサもみられる。生育地はやや湿生で耕地の周囲などの肥沃地

に見られる。

　メヒシバーヨモギ群落は主として市街地にみられる。ヨモギの被度は季節によって変化が大き
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髪写

・矯。
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　　　Fig．57　セイタカアワダチソウ群落は土壌撹乱の跡地でいちはやく生育をはじめる

　　　　　　（川崎区殿町）。

　　　Zuerst　breitet　sich　dle　30〃ぬgoα屠∬f／7zα．Gesellscha±t　auf　den　Landgewin恥ngsflachen

　　　aus（Kawasak玉一ku，　To鷺。瑚achi）．

く夏：季に最大となる。群落区分種にはセイタカアワダチソウ，イヌムギ，セイヨウタンポポ，オ

オアレチノギク，コマツヨイグサなどの帰化植物が多く含まれる。秋から春にかけては冬緑性の

イヌムギやナガバグサの軽度が高く群落の季観が大きく変化する。メヒシバーヨモギ群落の生育

地には市街地の中にあって常に生活廃棄物や産業廃棄物などが堆積し，さらには土壌擁乱や土壌

汚染，踏圧などのあらゆる人為影響が強く作用している。こうした人為作用は群落を不安定にし，

群落の構造や出現種の数や種類に影響を与えている。

　スギナーヨモギ群落およびメヒシバーヨモギ群落は路傍生の雑草群落としてヨモギクラスに所

属される。

　　　ii）　セイタカアワダチソウ群落

　　　　　80Zεdαgo　αZfε8sε刑α噌Gesellschaft　（Tab．45）

　セイタカアワダチソウの優占する群落は造成地，河川敷，耕作放棄地などに広くみられ，最近

次第に増加の傾向にある。セイタカアワダチソウは地下部から他の植物の発芽や生長を抑制する

シス・デヒドロ・マトリカリア・エステルを分泌するとされ，そのために他の植物を次第に駆逐

して優占群落を形成するといわれる（小林，沼田，大賀1972）。
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Laufende　Nr．：

Datum　d．　Au魚ahme：

Gr6βe　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetat玉on（％）：

Artenzahl：

Tah　45　セイタカアワダチソウ群i落

　30左4α90αZ彦ガ∬乞ηzα一Gesellschaft

　　　　　　　調査番号
　　　　　　　調査年月日

調査面積
植　　生　　高

下　　被　　率

出　喧嘩数

1

79

2

4

15

200

90

12

Trennart　d。　Gesellschaft　l

　50あ4α9’oα漉∬∫ノノ～α

Begleiter：

　Eプ199α［o刀5μ〃zαケ8／z3ご∫

　Aア僧彦6〃3ガ5∫αがかπαψ∫

　Rめ％5’プ卯漁‘∫

　0θ1zoオ1z8プα腕8ππご∫

　助0プ060ZZ硲プ漉読5

　Tゐ読ご伽〃z如〃zθノz5βvar．1礎oZ8z‘α‘ノπ

　E万98roπ6απα（勿z5∫∫

　yf6∫ααπ9’z‘5置’ノ罐α

　αrα5孟加ノzgZo〃zθプα‘z4〃多

　乃2ψ8プ伽q頭π附加var．ん。θノz忽∫

　Cα紹認μ‘厩♂α

調査地Fundort：，

群落区分種

　セイタカアワダチソウ

随伴種

　オオアレチノギク

　ヨモギ

　カジイチゴ

　アレチマツヨイグサ

　不スミノオ

　アキカラマツ

　ヒメムカシヨモギ

　ヤハズエンドウ

　オランダミミナグサ

　チガヤ

　コウボウシバ

Kawasaki．ku，　Tonomachl川崎区殿町

4・4

3・3

1。2

1・1

十・2

十

十

十

十

十

十

十

　川崎区の河川敷の植分から得られた資料ではセイタカアワダチソウの地上部が枯れたあとヘオ

オアレチノギクの根生葉が生育して2層群落をつくっている。ヨモギ，カジイチゴ，ネズミノオ，

チガヤ，コウボウシバなどが混生しているが群落最盛期にはセイタカアワダチソウが2磁をこす

草丈となって優占種となる。

　　17）剛毛クサーオオバコ群集およびカワラスゲーオオバコ群集

　　　　Eragrostio　ferrug隻neae“Plan重aginetum　asiaticae　u．　Carici

　　　　incisae＿plai乳taginetum　as三a重icae（Tab．48）

　路上のたえず踏みつけられるという環境のもとに生育する草本植物群落はカゼクサーオオバコ

群集およびカワラスゲーオオバコ群集としてまとめられた。

　人口密集地の市内ではオオバコで特微づけられる踏跡群落は市内いたるところでみられる。河

川敷のグラウンド，堤防上の道，運動場，公園，農道，庭園，耕地が主な生育地である。裸地に

接した植物の生存ぎりぎりのきびしい環境にあって踏みつけに抵抗力をもった接地植物から構成

され，出現種数も5～10種と少ない。

　カゼクサーオオパコ群集はオオバコ，ナガバグサ，アキメヒシバ，スズメノカタビラなどから
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構成され，踏圧によって土壌が固結した向陽立地に生じる。堤防上の道，グラウンド，農道など

に広く見られる群落である。

　シロツメクサ亜群集は使用度のやや低いグラウンドや公園内などに生育する。シロツメクサは

ほふく枝で地表を被い，踏みつけに抵抗して生育する。

　踏みつけが更に強くなるとオヒシバ亜群集となり立地や地形の微少な凹凸に応じてニワホコリ，

クサイ，マメグンバイナズナなどが混生する。農道などのやや富養な立地にはオオイヌノフグリ，

ハコベ，イヌタデ，ヨモギなどの好窒素性植物の混生するオオイヌノフグリ亜群集が生育する。

　丘陵地の樹林下などの農道にはカワラスゲやクサイで特門づけられるカワラスゲー岡田バコ群

集が生育する。丘陵地の農道や自動車の通らない巾のせまい道は踏みつけの程度もやや弱く，出

現冊数もやや多くなる。川崎市のカワラスゲーオオバコ群集のうちキンミズヒキ，ドクダミ，イ

ヌタデ，アズマネザサで区分されるキンミズヒキ亜群集は土壌水分の多い立地に生育する下位単

位である。

　オオバコで標徴される踏み跡群落は踏圧の程度の強弱のほかに土壌の粒度，水分条件，日照な

どのきわめてわずかな差によって種構成が変化する人為植生の典型とされる（MiyawakU964）。

踏みつけの度合が著しくなるとグラウンドの中央部のように裸地となるし，減少すれぽ他の路傍

植物群落に置き換えられる。

　下弓クサー山山バコ群集とカワラスゲーオオバコ群集の上級単位はミチヤナギ群団，オオバコ

オーダー，オオバコクラスにまとめられている。

　　18）ベニバナボロギクーダンドボ目当ク群集

　　　Crassocepka韮。　crepidio童虚is－Erechもite重um　hieracifo1童ae（Tab，49）

　森林を伐採した跡地には残存低木林や草本群落がみられる。ベニバナボロギクーダンドボロギ

ク群集は，秋季に開花結実するダンドボロギクおよびベニバナボロギクによって特徴づけられる

群落である。

　川崎布ではスギ，ヒノキ，サワラなどの針葉樹植林は少なくそれらが皆伐される機会はきわめ

て稀である。伐跡群落は主としてクヌギーコナラ群集あるいは他の落葉樹林などの伐採跡地で観

察される。

　川崎市の伐跡群落の種組成はダンドボロギク，ノガリヤス，イヌシデ，ヤマツツジ，シラヤマ

ギク，オカトラノオなどから構成される。高木の伐採による窒素分の急増した立地に，急激に被

度を増したノガリヤス，シラヤマギク，アキノキリンソウ，オカトラノオなどの草本植物と共に

一年生のダンドボロギクが高い被度で生育する。クヌギーコナラ群集の伐採地では同時にコナラ，

エゴノキ，カマツカ，ガマズミ，クリ，イヌシデなどの再生した萌芽が高常在度で生育する。これら

は1株から10～25本もそう生し，1年めに高さが2斑にも生長する場合もある。また伐跡地には

林縁部で生育していたマント群落の構成種も侵入して出現種数が50種にも及ぶ群落が普通である。
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Fig．58宅地造成の目的で皆伐された跡に生育するベニバナボロギクーダンドボロ

　　　ギク群集。二二市内ではベニバナボロギクの三度は低い（多摩区）。

Eine　der　typischen　Kahlschlaggesellschafte蔦，　die　Crassocephalo　crepidi◎idisρ

£rechtitetum　hieracifoliae　w装chstaufdenkahlgeschlagene亘Flachen壬琶rneue

Wohnsiedlungen（Tama・ku）．

　クサギ，ヌルデ，タラノキ，コウゾ，ヒメカンスゲなどで区分されるクサギ亜群集は林縁から

侵入した低木マント群落の構成種で特微づけられる。クヌギーコナラ群集の皆伐期が春から夏の

場合には萌芽再生力が著しく低下して回復がおくれる。またクヌギーコナラ林の伐採期がおくれ

て25～30年の樹令になると萌芽再生力が弱まり，クヌギーコナラ群集への翻復が悪いとされてい

る。このような条件下ではダンドボ陰欝クの難度が高くなり3～4年はベニバナボロギクーダン

ドボロギク群集が存続する。モミジイチゴ，サワフタギ，ヤマザクラなどで区分されるモミジイ

チゴ亜群集ではダンドボ凝聚クの被度は比較的低く，二次林の構成種の被度が高い。伐採の翌年

にはダンドボロギクは消滅してモミジイチゴーコナラ群落などの萌芽低木林期に移行するものと

みられる。さらに5年以内にはクヌギーコナラ群集若令林に回復するものと考察される。

　ベニバナボロギクーダンドボロギク群集は大阪府から発表されたが（宮脇他1966），川崎市で

はベニバナボロギクの侵入がおそく，1977年頃になってから路傍などに散見されるようになった。

伐跡地での生育はまだ観察されていない。

　ベニバナボロギクーダンドボロギク群集は好窒素性の一年生草本植物で特徴づけられシロザク

ラスにまとめられる。
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　　19）ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落

　　　Erεger②πcα泥α♂θπ8εs・Erε9θroπ8珈πα’rθπsε8魯Gese至ischaft（Tab．50）

　耕作放棄地の雑草群落はヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落としてまとめられた。

　ヒメムカシヨモギ，オオアレチノギク，ハルジオン，ヒメジョオンなどのムカシヨモギ属の植

物で特微づけられる群落で，他に耕地雑草群落の構成種を混生する。これらの越年生の草本植物

は元来雑草として比較的低い被度で生育していた種群である。耕作，除草がされなくなると急速

に三門率が高くなり，ついには180Cmに達する高茎の草本群落となる。

　ヘビイチゴ，アゼスゲ，セリ，スカシタゴボウなどで区分される下位群落は水田の耕作跡にみ

られた。沖積地でも砂礫層上にある水田は排水がよいため，耕作放棄をして湛水されなくなると

土壌は乾き，水分条件は畑とほぼ同じになる。最も立地が乾燥した水田放棄地の雑草群落として

ノミノフスマーケキツネノボタン群集の構成種も混生する。

　特別な区分種をもたない下位群落は畑の耕作放棄地に生育する。放棄後の年数に対応して次第

に出現種数が多くなり，やがては木本植物が侵入するようになる。

　　20）カラスビシャクーニシキソウ群集

　　　P隻nell隻。　teτnaもae・猛uphoτbietu恥　pseudo・cha三naesyce（Tab，51）

　川崎市内の沖積地や丘陵上の耕作畑地には畑作植物と共に，好窒素性の短期一年生草本植物か

らなるいわゆる畑地雑草群落がみられる。これらの草本植物群落はカラスビシャクーニシキソウ

群集にまとめられた。

　耕作畑にはむぎ類，まめ類，多種にわたる疏菜類が栽培され，きわめて集約的な管理が行われ

ている。耕起，播種，中耕，消毒，施肥，除草などの管理が年に2，3回も繰り返されることも

ある。このような環境にあって発芽，生長，成熟が速く，種子生産が多くて，脱粒性が高く，切

断，乾燥に抵抗力の大きい種が耕作畑雑草群落の主な構成種となる。

　川崎市の畑地雑草群落はハコベ，カタバミ，オオイヌノフグリ，シロザ，ノゲシ，オニノゲシなど

のシロザクラス，ツユクサオーダーの種群を有する。群集標徴種のカラスビシャク，ニシキソウ

に欠けるが，周辺域の植生調査資料と比較してカラスビシャクーニシキソウ群集にまとめられた。

この群集は生育地の自然環境条件やとくに人為的な管理状況によって種構成に種々の変化を示す。

　ミミナグサ，ナズナ，ノミノフスマなどで区：分される下位群落は丘陵上の黒ボク土壌の適湿地

に生育する。この群落の生育地へは多量の肥料が施され，しかもきわめて集約的な管理のもとに

疏菜栽培が行なわれている。水分条件は適湿である。

　ツメクサ，イヌタデ，ツユクサ，ヒルガオなどで区：分される下位群落は沖積地に接した段丘上

や丘陵の山足部でやや湿った立地にみられる。肥沃な土壌ではあるが，管理状況はやや粗放であ

り，調査時には一時的に休耕状態の所もあった。

　ヒメムカシヨモギ，ノボロギク，ホトケノザ，オランダミミナグサで区分された下位群落は丘
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　　　Fig．59　畑地，果樹園などの耕作地に生育するカラスビシャクーニシキソウ群集

　　　　　　　（高津区）。

　　AuiAcke鶏，i漁Obstgarte且u．a．wachsendePinellio　ternatae．Euphorbietum

　　pseudochamaesyceae（Takatsu－ku）．

陵上の平織地あるいは沖積地の砂地にあって立地はやや乾燥している。コニシキソウ，ザクロソ

ウ，アキメヒシバなどで区分される群落は丘：陵上の二次林に囲まれた山畑にみられ，アズマネザ

サが混生し，構成種も18～25種と増加している。

　市内の畑地は近郊農地の特色が強く，集約的な管理の下にあり，雑草群落はその管理の状況に

対応して生育する。川崎市の調査区での平均出現種数は13種で，全国515調査区の平均出現種数

18種と比較するとやや少ないといえる（M玉yawaki　1969）。

　　21）落葉果樹園（ナシ，クリ）

　　　　Soml臓ergτ髄ne　Obstgarten（Tab，52）

　川崎市内には，かなり大規模なナシ園と，イチジク，モモ，カキ，クリなどの果樹園が散在す

る。イチジク，ナシ，モモの果樹園は主として多摩川沿いの沖積地にあり，クリ園は多摩丘陵の

山足部などに配分される。これらの果樹園から得られた植生調査資料はTab，52にまとめられた。

　果樹園の雑草植物群落は，オニノゲシ，ホトケノザ，スズメノテッポウなどのカラスビシャク

ーニシキソウ群集の構成種を含む。さらに上級単位のシロザクラスの標微種や区分種が比較的高

い常在度で嵐現する。
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Fig．60　川崎市の沖積地に耕作されている果樹園。旧い農家にはシラカシやケヤキ

　　　を主とする屋敷林がみられる。

　Obstgarten　in　der　Alluvialebene，　Stadt　Kawasakis．　Bei　den　Bauernh益usern　stehe鷺

　Hofwalder　mit　Qμ8κ螂’2り’プ5勿α⑳Z如，　Z珍Zた。τα58ププ砿αu．　a．

Fig、61　クリ園は園内の管理が粗放で，雑草群落の種数が多い（多摩区：栗木）。

In　einer　Cα5彦αη6αo弓θηαオα一Pflanzung　habe且s玉ch　verschie（玉ene　Unkrautgesellschaften

ausgebreltet（Kuriki，　Tama－kの．
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Fig、62工場や住宅に囲まれて現在でも残っているイチジクの果樹園の畑地雑草群

　　　落（川崎区）。

Heute皿och　erhaltener　Obstgarten　m玉t澱α45‘α万。αzwischen　den　Fabrikgebauden　und

Wohnsiedlungen（Klawasaki－ku）．

　果樹園は管理の状態によって雑草群落の出現種々が著しく異なる。調査番号の1，2は人家の

庭園に続いた果樹園で，耕作，施肥，消毒，除草などがきわめて集約的に行なわれているため雑

草群落の植被率も低く，出現種数も10種以下である。調査番号3のイチジクの果樹園は市街地の

真中にあって，かつての「大師いちじく」の名残りをとどめている果樹園である。カタバミ，ヒ

メムカシヨモギ，ヒメジョオン，コオニタビラコ，セイヨウタンポポなどで区分される下位群落

は主としてナシ，クリ園でみられた。これらの果樹園には疏菜畑と同じような肥料が施されてい

て，雑草群落には好窒素性植物が出現している。

　丘陵地のクリ園は肥料は施されるが除草回数が少ない上に，耕起もされない所がある。ここで

はササガヤ，ジャノヒゲ，ムラサキケマン，オオジシバリなどの多年生草本植物で区分される下

位群落がみられ出現種数も30種以上となる。

　明治時代以後，川崎市が近郊農業地帯であった昭和初期まではナシをはじめとする果樹園は市

内に広く分布していた。しかし工業用地や住宅地におされて果樹園は次第に北上し，さらに沖積

地から丘陵地へと移っている。管理面では畑と同じ，あるいはそれ以上に集約的であり，耕作管

理に適応した雑草群落がみられる。
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　22）　ヰ直栽園雑i草：群落

　　　Unkrautgesdlsc致aften虚er　Baumsc蓋ule（Tab．51）

　川崎市がかつて近郊農業地帯だった頃は植栽樹木の供給地となっていた。戦前では「馬絹の枝

物」と称される高津区丘陵部の花木類が知られていたが，昭和30年代には川崎北部の住宅地の植

木需要の増加で多摩区丘陵地の植木の生産が増加した。川崎地域における主な栽培樹種はツツジ

類（3LO％），サツキ（13．4％），カイヅカイブキ（12．8傷），ジンチョウゲ（3．4％），ツバキ（6．3

％）などであった。現在では同一樹種を一斉に育てる育蕾圃は比較的限られていて，多くは市場

から仕入れた種々の苗を一時的に仮植えをした苗圃が多い。

　苗圃の雑草群落は除草が集約的に行われてしかも過栄養状態にあるため畑地の雑草群落と同じ

ような種組成を示す。シロザクラスの種群としてノゲシ，オオイヌノフグリ，ホトケノザ，ハハ

コグサ，タチイヌノフグリ，カタバミなどが生育し，他にヨモギクラスの種も混生する。

　多くの苗圃で，耕起，除草，消毒，施肥がきわめて集約的に行われていて畑地よりも雑草の種

数や被度が少い場合もある。

　23）　埋立地雑草群落（東扇島の雑草群落）

　　　Km“tige　PまlanzengeseUschafte餓au£der　L孤dgewinnungsfl銭che（Higashi－Ogishima）

　東扇島は，人為的に新生されて間もない埋立地であるため，そこに生育する植物群落の多くは

先駆的な群落である。しかも群落構成種の多くは，隣接地域からの偶性種が一時的に侵入して，

発達しており，特徴的な種組成をもつ植分は少ない。したがって，埋立地の植物群落は多くの場

合，代償植生として考えられるものである。

　東扇島には塩沼地，砂丘，耕作地などと共通した植物群落がみられる◎種組成の比較により以

下にのべる植生単位：が記録された。

　海岸の埋立地である東扇島は，全般的に平坦で広大な土地であり，土壌状態は，丘陵地から運

ばれたくく山回”，海底から吸上げられ微砂を主とする粘質土などが混在しているため，植生の発

達は緩慢である。しかし，埋立が完成されて数年を経た現在，この人為的に造成された立地にも

各種の植物群落が生育しはじめている。

　埋立地は一般的には各種の未分解の廃棄物や海底土砂が混合し，平坦化されているが，その後

の降水や風の影響により微地形的な差が生じ，植物もそれに対応して，共存したり，すみわけた

りしながら，生育域を確保している。

　東扇島の場合は埋立工事が完成されて数年経ているため，植生の発達は1年生草本植物草地か

ら，多年生草原までの，初期的な植物群落が生育している。これらの植分は荒原状を呈するもの

が多く，所によって密生した草原状となっている。構成種の多くは帰化樋物である。

　海底からの土砂が堆積され，わずかながら凹状地となって，常に滞水がみられる場所には低湿

地植生の種であるヨシ，ガマ等が風散布によって，いち早く侵入している。さらにその周辺部は
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灘1

　　　Fig．63吹上砂土による埋立てが菓子湾の各所で進められている。

王Rden　Rohren　wird　Schlick　vom　Gτund　der　Bucht　von　Tokyo　in　die　Landgewln恥ngs．

flachen　gepumpt．

塩沼地に生育するウシオツメクサが，カーペット状の群落を形成している。また，ほとんど残留

塩分が流失し，しかも當養な泥地は，河辺に多く生育するホウキギク，ギシギシなどが生育し，

高茎の比較的密生した群落を形成している。

　主として塩分を含まないいわゆるく夏山土”といわれる一般的な土壌の部分は，含有する砂の多

寡によって生育する植生も異なっている。砂を多く混在する乾生な土壌上で，しかも風による表

層土の移動のはげしい立地には，砂丘に広く生育するコウボウシバが斑紋状の群落を形成してい

る。しかし，大部分の平坦地は多かれ少なかれ，粘土や砂が混在した状態にあり，そこにはヒメ

ムカシヨモギ，オオアレチノギク，ケアリタソウ，イヌビエなどの路傍生雑草が生育している。

これらの中性立地に生育する草本植物ははじめ幾度が低い斑紋状の群落形態をとるが，次第に密

生し，連続した草原を形成することになる。ギョウギシバ，チガヤ，ヤマアワなどは立地が安定

するに従い生育範鵬を広げる種である。さらに安定した立地には一般にススキが繁茂するように

なるが，東扇島埋立地ではススキ草原はまだ見られない。

　常緑広葉樹を主とする環境保全林形成のため，畑土が客土された場所には好窒素性の草ホ植物

による耕作地雑草群落が形成され，埋立地の他の植物群落とはきわめて異なっている。
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　Flg．64埋立地の荒原状地に生育するアリタソウ，ホウキギク，メヒシバなど。

Auf　den　neuen　Landgew膿nungsflachen　kommen　sparllch　elnjar王ge　Pflanzen　wle　Dzg磁ησ

α4568羅εη∫，ノ15孟8r∫㍑うぬ彦μ5uavor

　　　i）　ウラギク群落

　　　　　．4s孟θr岩rゆoZ加〃レGese韮lschaft（Tab　53）

　ウラキク群落は，まだ塩分が残留する泥土上に生育する数種の1～越年生草本植物で構成され

る群落である。群落高は生育最適期で高さ1～15風内外に達し，疎生し，時に密生した群落を

形成する。群落構成種はきわめて少なく，群落区分種のウラギクをはじめ，ヨシ，ヒ聯繋ェリ，

ウシオツメクサなど2～9種で構成される。ウシオツメクサとヒエカエリは高さ20c磁内外て，

二つの群落階層のうち下層を構成する。

　ウラギクは，北半球に広く分布する塩沼地植物群落（ウラキククラス）の代表的な植物であり，

わが国においても，北懸道をはじめとする塩沼地植物群落に高い常在度て禺現している。東扇島

の場合は襲来懇懇植生の構成種を欠いているため，ウラギク1種だけの出現によって自然植生の

塩叢叢植生と麗しとはいい難い。しかし，その生育地である埋立地の土壌になお多量の塩分か残

存していることを指標する点て注目すべき群落である。
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Nr．　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme：

GrδBe　d．　Pr◎beflache（裏n　x　m）：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

　Tab．53　ウラギク群落
　／15’82一かψoZ謡ノルGesellschaft

調査番号　　　i　1　2
　　　　　　　　　　調　査　年　月　　臼　　　　　　　　1　　，78　　〃

　　　　　　　　　13
　　　　　　　　　13G
　　　　　　　　　｝24

調査面積　　i××
　　　　　　　　　i　3　3

植生高　16080
驚現今壷＿i翌

3　4
〃　　〃

2　15
X　　×

3　3
80　70

50　70

4　4

5　6　7　8　9　10
〃　　’78　，78　’78　’78　’78

　　3　4　3　3　3
　　31　　1　　31　　30　　31

2　3　2　1　2　3
X　　×　　×　　X　　×　　×

2　10　3　5　3　5
20　　70　　70　　80　　40　　10

80　　20　　50　　70　　80　　40

55711910
Trennarten　d．　Gesellschaft：

　五∫診8ブか甲ψoZガπ2π

　乃らψogoη〆を‘9：α竃

Trennart　d．　Untereinheit：

　助87gz447［ごα223α万刀α

TreRnarte弧　d．　Unterei獄heit；

　E♂8μ3f2z8　fπ4ゴ‘α

　Gπ砂んα疏〃π姫7z8

　／1∫’α一∫㍑6認α彦zご5

　Clzεη砂。読1ρπαη3bη）5foノ漉5

　乃層∫9’θ7ηノzoαπα漉π5ゴ5

Begleiter：

　迎zrα9ηz露β5αz‘∫〃αz∫5

　Ec1励。‘1zZoαo亀μ∫一89αZZ歪

　5θノ～θ‘∫o妙z49α万∫

　Cんθη（ψo読z〃ηαあオ4ノノz

　Clz8π（ψ04伽η3　gZαz‘ごπノη

　A8γ05渉！5α乃α

　ルπ～α〃π漉6ん0君0ηZ’1707’Z‘Zη

　（：iy，8彫5ρoら’5彦α61疋yo5

　Rπη3θ灘ノ砂。πfoα

　qy刀0冨0π4α6らノZo2z

　％ααη2躍α

　30η61z～ψ∫oZ82一α6θz6∫

群落区分種

　ウラギク

　ヒエガエリ

下．位単位区分種

　ウシナツメクサ

下位単位区分種

　オヒシバ

　ハハコグサ

　ホウキギク

　ケアリタソウ

　ヒメムカシヨモギ

随伴種

　ヨシ

　イヌビエ

　ノボロギク

　シμザ

　ウラジロアカザ

　コヌカグサ

　オオクサキビ

　イガガヤツリ

　ギシギシ

　ギョウギシバ

　スズメノカタビラ

　ノゲシ

3・34●43・34・4　十　 2・23●33。4　十十・2
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　　　ii）　ウシオツメクサ群落

　　　　　＆ρergπZαrεα蹴αr加α一GeseHsch3fも（Tab．54）

　ウシオツメクサは本来，北海道や爽北地方の海岸沿いの低湿地にわずかに生育していたが，東

京湾の埋立が開始され，塩分が残留する窪地が広く形成されてから帰化しはじめ，急速に繁殖し

て，現在，関東地方の海岸付近に埋立地の路傍，グランド，河口周辺などに広く分布するように

なった。

　ウシオツメクサ群落は，ウシオツメクサ1種によって構成され，時にヒエガエリ，イガガヤツ

リ，アリタソウなどを随伴種として疎生する。ウシオツメクサは高さ20cm内外で密生するため，



エ10

Fig．65埋立地の微凹地には塩分が残留し，その周辺にウシオツメクサ群落やウラ

　　　　ギク群落が生育する。

Landgewinnungsflache，　wo　der　Salzgehalt　noch　hoch　ist，　wachst　die碑》87欝‘Zα万αη’α万7zα一

Gesellschaft．

群落形態はあたかも緑のカーペットを敷きつめたように見える。

　ウシオツメクサ群落の生育地は，ウラギク群落に接し，更に塩分含量の少ない，湿った泥土上

に見られる。時に，海岸岸壁に接した海水の飛沫をあびる場所にも出現する。

　群落の生育期は3～4月が最盛期であるが，年間を通じ，緑色を保っている。
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N工．d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme：

T如．54　ウシオツメクサ群落

乏沙6／g招αノブαノ〃αノカ～α．Gesellschaft

調査番号
調査年月日

Gr6Be　d．　Probefl銭che（m×m）：調

H6he〔L　Vegetation（cm）二

Deckung　d．　Vegetation（％）：植

Artenzahl：

　　査颪積

植生の高さ
　　　被　　貸

出　現種紙
Trennaften　d．　Gesellschaft；

　5♪β1二9～廊ア¶～αノ〃α1鞠加α

Trennarten　d．　Untere玉nheiten：

　rbら少090ノ～ノを‘9αα：

　Clzβ7～砂04～～‘η露9♂α～4cz〃〃

Begleiter：

　C1～6ノ～（ψ0識〃μα〃’∂rO∫～0～ぬ5

　Cンρ8ノ’z’∫ρ・ら’∫オα‘1弓，・∫

　E2η97り5’～∫ρoα80～6θ5

　搬rα99ノノ諺θ3αμ∫’プαzゴ∫

　D’9～如7’ガαα4∫68ノπ18ノ～5

　乏15忽ノ・∫～めz4α‘π∫

　R㈲～oπブ妙。／zfαご∫

　Z）∫9話α7略如加。♂α∫ご召ノ～∫

　Rη～∫α〃～漉。ん。君。〃～解。ηθ〃

群落区分種

　ウシオツメクサ

　下位単位区分種

　ヒエガエ夢

　ウラジロアカザ

随伴種

　ケアリタソウ

　イガガヤツリ

　コスズメガヤ

　ヨシ

　メヒシバ

　ホウキギク

　ギシギシ

　アキメヒシバ

　オオクサキビ

1　　2　　　3　　　4　　　5　　　6　　7　　　8　　　9　　10　　】ユ　　】．2　　！3

’78　’78　’78　’78　’78　’78　，78　’78　’78　’78　’78　，78　’78
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1　　1

5　2
70　60

ユ　1

3333333329　　30　　29　　29　　29　　3ユ　　30　　30

1　　2　L5　 3　　1　　1　　1　　1
×　　　X　　　X　　　X　　　×　　　X　　　×　　　X

122115117105150505010
70　　65　　40　　70　　70　　60　　85　　98

22245422

3　4　4
30　1　1
2　　1　3
×　　×　　×

2　2　4
7　5　10
90　40　30

2　4　5
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調査地Fundorte：Klawasa1くi．ku｝｛igashi．Ogishima川崎区東扇島
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　　　iii）　ガマ群落

　　　　　　丁〃p1乙αZα‘ガoZεα．Gese1韮sc蓋af亡（Tab．55）

　一見平坦と思われる埋立地でも，わずかに凹状となり，しかも排水不良な土性をもつ立地が形

成されている。水位！0～20cm内外の滞水地にはガマ属植物による挺水草本植物群落がみられる。

ガマ属にはコガマ，ヒメガマ，ガマの3種がみられ，この3種によって群落が形成される。

　ガマ属植物は，きわめて軽い種子を多量セこ生産する。したがって，このような埋立地において

も，多量の種子が風で運搬され，適当な湿気をもつ裸の泥土上に容易に群落を形成することがで

きる。

　ガマ群落は一般に高さ2m内外であり，共存種はきわめて少なく，イヌビエ，オオイヌタデな

どの湿地性の干上った泥土上に1年生草本植物がわずかに生育する。

　東扇島においてコガマーガマ群落の占有する面積はそれ程広くはない。ヨシ群落に接し，各地

に斑紋状に点在している。
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　Fig．66　水の停滞する微凹地のガマ群落（川崎区東扇島）。

乃ψ1～01鷹ゲbZ～α．Gesellschaft　im　Stauwasser　des　Flussess　Tamagawa．

　　　iv）　ヨシ群落

　　　　　Pんrασ而オθ8α腐8オrα1ε8・Gese茎lsc鼓a墾t（Tab．56）

　埋立地の各地の蕪蒸地で停滞水でおおわれる低湿地の周辺部に，ヨシの草原が点在している。

ヨシは高さ1．5m内外に達し，生育状態は悪く，比較的まばらに生育する。群落区分種は少なく，

ヨシ1種で区分される場合が多く，他にチチコグサモドキ，ヒメムカシヨモギ，ノゲシなどの路

傍生の草本植物が低幾度で伴生するにすぎない。

　ヨシは生育立地範囲のきわめて広い植物で，池沼周辺の低1刷也を中心に，低層湿原を形成する。

時に河口付近の塩沼地や，高層湿原の周辺部にも出耳翼する。埋立地や，水田放棄地にも比較的早

く侵入定着する。しかも，一旦定着した個体は地下茎で繁茂し水位の変動や，d壌の水分含有：霧：

の変化によってただちに枯死することは少ない。

　海岸に近い沖積低地のヨシ草原は，自然状態であれぽカサスゲ，ウキヤガラ，アゼスゲなどを

伴うが，埋立地のヨシ群落では低層湿原構成種とは三園係の路傍生の値物が混生しているのが特

徴的である。
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Nr．　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme；

Gr6Be　d．　Pr・beflache（m　x　m）：

H6he（しVegetation（cm）＝

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

　Tab。55　ガマ群落

塀）肋Z腐彦鈎たα・Gesellschaft

調査番　号
調査年月日

調査面積

植生の高さ
植　　被　　率

出現種数
Trennart　d．　Gesellschaft：

　乃ψ乃α磁の伽

Tfe鷺照rten　d．　Unterei且heiten：

　恥1～αα1～9κ∫雄α

　〆1∫’θノ・耀6μzα齪∫

　1〃ψ8翅α‘ツZゼ72謝‘αvar．ゐ・θノ～ノ9’～

　7》1zα07噌’8刀孟読∫

　妬2～ゴα〃μ4∫ご加‘o〃～ゲZoプz切z

　Eご1珈oc乃Zoαc〃ご∫一9：α1々

Begleiter＝

　％4ygOη2〃ノ凄2～0405Z‘ノη

　搬zθz〃μρ7厩8刀∫β

　話1z砂θα4η∠∫αθ9～‘α々∫

群落区分種

　ガマ

下位単位区分種

　ヒメガマ

　ホウキギク

　チガヤ

　コガマ

　オオクサキビ

　イヌビエ

随伴種

　オオイヌタデ

　オオアワガエリ

　スズメノテッポウ

1　　2　　3　　4　　　5
，78　　　’78　　　，78　　　，78　　　’78

3　　3　　4　　3　　3
29　　　29　　　　1　　　　30　　　　31

4　　4　　1　　1　　io
×　　　　×　　　　X　　　　×　　　　X

8　　6　　3　　3　　玉0
150　　　150　　　100　　　玉20　　　i20

60　　　60　　　　10　　　80　　　80

4　　4　　　4　　　2　　　4

6

’78

3

31

5
×

8

120

80

4

調査地　Fundort：Higashi－Ogishlma（川崎区東扇島）

4●4　　3・3　　　・　　　4・4　　2・2　　4・4

2●2　　1．2　　1●2　　　。　　　　・

1・2　　1。2　　十　　　・　　　・

1・1　　1・2　　　…

●　　　　・　　　　・　　　3。3　　4●4

。　　　…　　　　　　　　　1。2

0　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●

。　　十・2

・　　十

〇　　　　　　　　　〇

◆

十

2・2

一ト。2

十・2

●

　　　v）　ナガバギシギシーギシギシ群落

　　　　　1～ω配εκノ偽poηjc配ε．Rπ〃星θκcrε8pπε．Gese叢lschaft（Tab．57）

　ギシギシ属植物は，沖積低地にあって，河辺の水ぎわ，水田のあぜ，過窒素化された排水溝，

人工草地などの特殊な立地に生育する裏面素性の植物である。

　なかでも，都市河川の下流部で富養化が進んだ低湿地には，ギシギシをはじめ，帰化植物のナ

ガバギシギシ，アレチギシギシ，エゾノギシギシなどが共存し，しばしぼ密生した草原を形成し

ている。

　東扇島の埋立地では，滞水地付近にギシギシがわずかに点在しているのを見ることがあるが，

局地的には排水溝にそって，帯状にギシギシ群落が見られる。群落構成種は，群落名にあげた両

種の他に，ホウキギクの植被が高く，またヒエガエリもギシギシと同程度の植被をもっている。

　ギシギシの生育状態は，薩接，間接に立地の富養化を指標としているが，東扇島における立地

の富養化はこの群落の生育状態を見る限り，あまり進んでいない。
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F量g．67　ヨシが優黒し他にオオイヌタデ，ホウキギクを混生する埋立後3年の群落

　　　　（川崎区東扇島）。

3Jahre　nach　der　Lancigewinnung　d・miniert　scl｝on飾ug1競8∫ζ‘～’∫’ノ泌∫∫mit∫bら，goノ～～〃〃

2～oゴ。∫～f〃z，A5彦θr∫～め～‘♂α‘z’∫u．　a．（Higashi－Og1shima＞

　　　vi）　コマツヨイゲサーコスズメガや群落

　　　　　Oeπo霊んθrα‘αcごπ護αfα一五lrαρro8だ8　poα80∫dθs－Gesellschaft　（Tab．58）

　細礫をまじえた保水力に欠ける砂質土壌によって形成され，盛夏には比較的乾燥する平坦地に

コマツヨイグサーコスズメガや群落が生育している。この群落は，群落名にあげた両種によって

他から区分されるが，植被率は低く，まぼらに生育している。群落高も低く20～30cm内外であ

る。出現総数は3～8種であるが，適湿立地で構成種が増加し，17～18種内外となる。主な構成

種にはメヒシバ，ケアリタソウ，ヒメムカシヨモギ，コマツヨイグサ，イガガヤツリなどがあげ

られる。

　群落名にあげられたコスズメガヤは，河川ぞいの埋立地などにもしばしば出現し，また路上植

生の構攻種ともなっている。またコマツヨイグサは海岸砂丘にしぼしぼ繊現している。したがっ

て両種とも耐乾｛生に富むことが特徴的である。

　コマッヨイグサーコスズメガや群落は東扇島の南寄りの平坦地に比較的まとまって現在生育し

ている。



115

Nr，　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme＝

Tab．57　ナガバギシギシーギシギシ群落

R！〃濫ατノ‘ψωzfα‘∫一＆〃〃θκα’∫砂己φ5－Gesellschaft

　　　　　　　調査番号
　　　　　　　調査年月概

Gr6Be　d．　Probeflache（in×m）：

H6he　d，　Vegetatlon（cm）＝

Deckung　d。　Vegetation（％）＝

Artenzahl：

調査面積
植生の高さ
植　　被　　率

出　現種数

丁囎照鍵即納◎自鍍｝1敏9楓動．　　　　　　　群落区分種

　R乏〃肥露ノψ0π∫αぼ　　　　　　　　　　　　　ギシギシ

　盈槻θ¢α’砂～‘∫　　　　　　　　　　　　　　ナガパギシギシ

　∫b妙ogoπ戸磐α即　　　　　　　　　　　　　ヒエガエリ

　Ro痒勿α～ノκ♂～cα　　　　　　　　　　　　　　イヌガラシ

壌9！頭壁i、　　　　　　　　　　　　　随伴種
　A5館ノ’∫～めμ♂α如∫　　　　　　　　　　　　　　　ホウキギク

　30Jf4αgoα臨∬～〃～α　　　　　　　　　　　　　　セイタカアワダチソウ

　（bψ6rμ51ウ。砂5如‘1姻。∫　　　　　　　　　　　　イガガヤツリ

　鰹ぴα9〃諺β∫α榔力uZ～∫　　　　　　　　　　　　ヨシ

　R侃～〃～αぬ∬5‘8あ1U微5　　　　　　　　　　　　タガラシ

調査地Fundort：Kawasald－1轍，　Higashi－Ogishima　川1碕≧区東扇島。

1　　　2　　　3
，78　　　　　，78　　　　　，78

4　　　　4　　　　4

1　　　　1　　　　1

2×4　　 2×4　　 2x3

80　　　50　　　30

75　　　90　　　80

6　　　8　　　7

3．3　　　　2・2　　　　2●2

十　　　1・2　　2・2

3・4　　　　3・3　　　　1．2

1・2　　　1・2　　　・

3●3　　　　2・2　　　　3。3

十・2　　　・　　　十

　・　　　十　　　　十

　。　　　　十　　　　十

　・　　　十　　　　・

　　　vii）ギョウギシバ群落

　　　　　　C〃πodoπdαcf〃Zoπ．Gesellschaft（Tab，59）

　コマツヨイグサーコスズメガや群落域の所々にギョウギシバが斑紋状に生育し，ギョウギシバ

群落を形成している。ギョウギシバ群落はギョウギシバと，わずかな植被率で出現するネジバナ

によって他の群落から区分された。

　ギョウギシバ群落は6～7種で構成されるが，ギョウギシバの植被は常に群落の大部分をおお

っている。群落全体は芝生状を量し低平な，カーペット状の群落形態をとる。ツメクサ，ヒメム

カシヨモギなどのコマツヨイグサーコスズメガや群落との共存種も多い。

　ギョウギシバ群落の生育地は，コマツヨイグサーコスズメガや群落の土壌状態と類似し，これ

よりさらに細礫が多く，しかも安定した場所に見られる。東京湾の他の埋立地にもしばしぼ出現

している。

　埋立地以外のギョウギシバの生育地は，海岸の砂質地，ため池の周辺の冠水地などであるが，

生育地の立地要求の巾が広く，特定の群集はまだ記録されていない。

　　vii量）　メヒシバーイヌビエ群落

　　　　　Dεφ施rεαα｛」ε¢θπdθπ8，Ec配πoeんZoαcrπ8．gα∫，」一Gesellsckaft（Tab．52）

埋立地の大都分をしめる，主として細砂を含む比較的乾性な立地には1年生草本植物を主とし
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Laufen（玉e　N1．：

Datum　d．　Aufnah狙e：

Gr6Be　d。　Pmbeflache（m×m）＝

H6he　d．　Krautschlcht－1（m）：

Deckung　d．　Klτautschicht－1（％）：

H6he　d．　Krautschicllt－2（cm）：

Deckung　d．　Krautschicht－2（％）：

Deckung　d．　Moosschicht（％）；

Artenzahl＝

Tab．59　ギョウギシバ群落

qyπ040π　4ααμoπ・Gesellschaft

　　　　　調査番号
　　　　　調査年月日

調査颪積
草本第1層の高さ

草本第1層植被率

草本第2層の高さ

草本第2層植被率

酵苔田植被率

出現種数
Trennarten　d．　Gesel互schaft：

　qy／zO40π4αC妙ZO／z

　5》7層∫7層απ蔽θ3∫初θノz5∫5

Trennaτten　d．｛Jntereinheiten：

エ）ゆ如ゼαα4∫68π4θη∫

拓7zガα‘刀3読01LO診。〃zゲZoη‘〃’

E61zど刀oc1LZoαα曾z‘5・9αZ友

E万96ノー。ηぐαπαゴ8η∫ゴ5

5α9カzαブ砂。πゴ6α

孟5‘θプ5～めz‘zα旗∫

群落区分種

　ギョウギシバ

　ネジバナ

群落区分種

　メヒシバ

　オオクサキビ

　イヌビエ

　ヒメムカシヨモギ

　ツメクサ

　ホウキギク

Begleiter：　　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　8飢60加ημ嬉αガ∫　　　　　　　　　　　　ノボロギク

　58如擁αρα躍4吻5cα　　　　　　　　　　　　　コツブキンエノコロ

　E万gθノ侃sp。　　　　　　　　　　　　　　　ムカシヨモギ属の1種

　Gπ砂1～α伽‘〃ψ躍拠己紹麗ノπ　　　　　　　　　　　チチコグサモドキ

　迎απ頗goα5fα‘此α　　　　　　　　　　　　　オオバコ

　0θπo疏θプαZαoガπ∫α‘α　　　　　　　　　　　　コマツヨイグサ

　MOSS　SPP．　　　　　　　　　　　　　　　　コケ類

調査地Fundort：Kawasaki－ku，　Higashi・Ogishima川崎区東扇島。

K2

K2

K2

K2

K2

K2

K2

K1

K2

K2

K2

K2

K2

K2

K2

M

1　　　2　　　3　　　4

’78　　　　78　　　　78　　　　78

3　　3　　3　　3
31　　　30　　　　29　　　　31

2×3　2x2　2×2　2×2

一　　 一　　　一　　　1

一　　一　　一　　30
0．2　　0．25　　　0，3　　　0．2

90　　　　85　　　　90　　　　80

－　　60　　60　　70

6　　6　　　6　　　9

4●4　　5G5　　5・5　　5●5

・　　　・　　十　　　十

1。2　　…

浄　　　…

十　　　…

・　　1・1　　1・2　十・2

。　　十・2　　十　　十・2

…　　　　　　　　　3。3

・　　十．2　　　●　　　1・1

■

o

o

十

十

●

3。3

●

十

●

●

●

1・！

3・3

十

÷

●

●

●

●

4・3

た先駆植物群落が見られる。この群落はメヒシバ，イヌビエ，ノゲシによって区分されるが，そ

れらの種の結びつきは必ずしも強くはない。群落内には他にチチコグサモドキ，アリタソウ，シ

ロザ，ヒメムカシヨモギ，コマツヨイグサなどが共存し，9～20種で構成され疎生した群落を形

成している。

　メヒシバーイヌビエ群落はいくつかの下位群落に区分が可能である。そのうち，やや湿生立地

で，比較的栄養塩類に富んだ立地ではオオクサキビによって区分される下位群落が識別できる。

　メヒシバーイヌビエ群落は扇島以外の埋立地にも見られ，人為的影響による掩乱地，土壌の未

発達な立地などに特微的に分布している。
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ヴ野瀦＾

m纏輪黙認．

　灘雛

講、

Fig．68　チガヤ，ヨシ，ホウキギクなどが生育する3年を経過した埋：立地（川崎市

　　　　東扇島）。

　　Neulandgewlnnu燕gsHache　nach　3　Jahren　mit　I〃～♪8”α彦α《yZ〃π1万。αvar．ん。θπピ9ガ，

　　矛ソη「α9〃～㍑85αμ∫ご1層αZ～∫，ノ菰5㍑1’3〃∂z‘Z召甜∫und　andere　P｛lanzen（Higashi・Ogishima）．

　　　ix）　チガヤ群落

　　　　　加pθrα施。μεηdrεcαvar．1ヒ。θπεgεε一Gesellschaft（Tab．60）

　埋立」也内において塩分の含有量が少なく，しかも地下水位の湖い低湿地をのぞく中生立地には，

しばしぽチガヤが密生した群落を形成する。チガヤ群落はチガヤ1種によって他から区分される

が，殆んどの場合，チガヤ1種が濁難度で幽現し，密生した草原を形成する。

　群落構成種はチガヤの他にチチコグサモドキ，ホウキギク，ノゲシ，ヒメムカシヨモギ，ギシ

ギシなどが出現するが，いずれも植被率は低い。

　チガヤは，南方系のイネ科植物であり，東南アジアを中心に母種が分布している。1ヨ本列島に

おけるチガヤは自然状態では河辺の冠水1也沿海地の乾生立地に生育し，代償植生域では，主と

して耕作放棄畑に出現する。埋立地においても，比較的普遍的に見られ，東京湾の埋立地ではし

ばしぼヤマアワと共存している。

　チガヤ群落は，遷移が進むに従ってススキ草原に移行するのが一般的である。
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　　　　　Tab．60　チガヤ群落
Z〃ψθプα彦α（ヅピπ4ノ欄∫cαvaLゐ。θπ∫8・∫∫一Gesellschaft

Nr。　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme：

Gr6Be　d．　Probeflache（m×m）：

H6he　d．　Kτautschlcht（cm）：

Deckung　d，　Krautsch｝cl敦t（％）：

Deckung　d。　Moosschicht（％）：

Artenzahl：

調i査番号
調査年月日

調査三二
草本層の高さ

草本層植被訓
点：苔層の植被率

出現加数
Trennart　d．　Gesellschaft

　乃ノψ8ノ’α診α《吻z41』此αvaLん・θπ∫9∬

Tτennarten　d．　Untαeinheiten：

　D19露αプ♂ζzσζ呑。6π4θ2z5

　E♂θZ‘∫ぎη8ゼπ4fcα

　E‘1z∫πoo配。αoプzる∫・9’αZ々

　姦π∫α〃π漉61ZO診0〃3ψloη‘〃3

　Rz‘ηz8∬ノ妙。πどα‘5

　A∫診87－5π∂～4α彦z‘∫

　Eフ闇α9ノ層0∫〃∫ρ0α80ゴ4θ5

　E7闇∫98roπ6απα漉π∫∫5

　30ノκ1銘‘∫oZθ1一αC6μ5

　06πo〃zθ7一αZαc加ゴα孟α

Begleiter；

　Gπ＠加zゴμ〃zμ‘ゆ巴‘ノで～〃π

　3α9加αブψo～z～6α

　Eノρピ9θノ層。ノ～　　5z‘’ノ～α彦チ．θノ35f∫

　C，ψ8η‘∫汐。砂∫ψα改yo5

　50距4αgoα漉∬カπα

群落区分種

　チガヤ

下位単位区分種

　メヒシバ

　オヒシバ

　イヌビエ

　オオクサキビ

　ギシギシ

　ホウキギク

　コスズメガヤ

　ヒメムカシヨモギ

　ノゲシ

　コマツヨイグサ

随伴種

　チチコグサモドキ

　ツメクサ

　オオアレチノギク

　イガガヤツリ

　セイタカアワダチソウ

1　　　2　　　3

’78　　　’78　　　’78

3　　3　　3
31　　29　　29

3　　L5　　3
×　　　　×　　　　×

8　　5　　5
30　　80　　70

80　　95　　90

！0　　一一　　一

11　　7　　9

4　　5　　6
’78　　　’78　　　，78

3　　3　　3
29　　29　　29

5　　　4　　　3
×　　　　×　　　　×

5　　4　　10
玉20　　　　60　　　120

78　　90　　98
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

6　　13　　8

4◎5　　5・5　　5・5　　5・5　　5唇5　　5・5

1・2

1・2

1・2

1・2

●

o

o

●

●

●

十

÷

十

●

●
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調査地　Fundort：Kawasaki－ku，　Higashi－Ogishima川il奇区東扇島

x）植栽地の雑草群落（オオイヌノフグリーコハ調べ群落）（Tab．61）

　　URkrautgese墾scha｛t　der　Auffors£u烈ge賑（7eroηεcαP8rεεcα一8fθπαrεαηLθ（灘α一Geselischaft）

　埋立地は，1年生や多年生の雑草による，荒涼とした景観を示すが，一回分では，環境保全林

形成のための植栽が開始されている。埋立地の土壌は，未熟ですぐ高木林を支える程の立地能力

はそなえてはいない。したがって，保全林形成には有機質に當んだ土壌の客土が必須条件となる。

　扇島における客土地にはオランダミミナグサ，コハコベ，オニタビラコ，オニノゲシ，ナズナ，

ノミノフスマなどの耕作地雑草が生育し，埋立地の群落とはやや異なった種構成をもっている。
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Tab。64塩沼地草本植物群落総合常在度表

Ubersichtstabelle　der　Salzwiesengesellschaften

1＝　A5オεプ’1ψoZぎz〃π一Gesellschaft

　a：Typische｛Jntereinheit

　b：E♂α‘5∫ノ～βカ～砒α一Untereinhelt

2：助8／lgz磁加ノ〃α1ぜπα一Gesellschaft

　a：Typische　Unteエeinheit

　b：1㍉ちゲ）ogoπプを‘gαω一Untefeinheit

ウラギク群落

典r型下位単．位

　オヒシバ下位単位

ウシオツメクサ群落

典型下位単位

　ヒエガエリ下位単位

Nr．　d．　Gesellschafteinhe玉ten」

Zahl　d．　Aufnahme：

Mitllere　Artenzahl：

群　落記　号
調　査　区　数

平均出現種数

Trennaτten　d，　Gesellschaft：

　・4∫如”アψoZ加ノ’

　のθrgwzα万α〃多αノゴπ‘墨

　ぞb⑭ogoπカ‘9α謬

Tエennarten　d．　Untereinheiten：

群落区分種及び下位単位区分種

　　　　ウラギク

　　　　ウシオツメクサ

　　　　ヒエガエリ

　　　下位単．位区分種

　Gη砂1～読～‘ηみρz‘ψz‘1』α〃π

　E♂θz‘∫f／z8　f／z漉。α

　オ鉱6プ5zめz4α‘z‘5

　Cゐωz〔ψo読～〃παηz6プ。ε∫o∫48∫

　E万967ρ07～cαノ～α漉π5ど∫

Begleite工1

　軌プα9〃漉85α～45∫”αz～∫

　＆π86∫o襯♂9α’弓～5

　EclzカzoclzZoαcη‘∫一9αZZガ

　C1～8ノ～（ψo♂加π9♂α♂‘α‘〃z

　qy少θノρ～4∫ρoζy∫孟αc1Lツ。∫

　αzθη砂04如μαZうμ1〃

　Pb4ygoπz〃ノリ砂。πぬ‘∫

　姦ノZ∫α〃μ読0ん0孟ωπ解0ノ縛Z〃μ

　Eクπ8γ05オf5♪0αω∫46∫

　エ）’9鉱α万αα456θノκ♂εノz5

　u．a．

　チチコグサモドキ

　オヒシバ

　ホウキギク

　ケアリタソウ

　ヒメムカシヨモギ

随伴種

　ヨシ

　ノボロギク

　イヌビエ

　ウラジロアカザ

　イガガヤツリ

　シロザ

　ギシギシ

　オオクサキビ

　コスズメガヤ

　メヒシハ

　以下略
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植栽地は，施肥や散水などが行なわれるため植物の生育にはきわめて恵まれた条件にある。した

がって好窒素性の畑地雑草群落の構成種が，生育することになる。群落構成種数はきわめて多く，

一調i査区二当り15～40種が記録されている。

　24）　耕作放棄水田雑：草群落（サヤヌカゲサ群落，チゴザサ群落及びiヨシーミゾソバ

　　　馨落）

　　　】3rachreisfe短一Unkτ3utgesel妻scぬaf士en　（五θθr8εα　8α〃αηπゐα一Gese塁星schaft，　18αoん㍑θ

　　　σZo60sα一Gese三董schaft　u・Pゐrασ7π髭θ8α配8frαZε8－Po‘〃goππ〃ε〃あππ6θrg莇囎Gese至lschaft）

布内には耕作を放棄した水田が種々の形でとり残されている。耕起，湛水，除草などの葉約的
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　Fig．69　水田耕作放棄地に生育するチゴザサ群落（多摩区長尾）。

Auf　brachen　Reisfel（lem　wachst　die　I∫αビ1〃～8　g！o∂o∫ご1．Gesellschaft（Tal罰a－ku）．

な管理が行われなくなると，まず土壌中の養分を多量に吸収する好窒素性の1年生草本植物が一

時的に著しく繁茂する。放棄後数年を経て立地の潜在自然植生を示す種群に置き換えられていく。

　排水の良い沖積地の乾田では料1作放棄畑雑草群落と同じヒメムカシヨモギーオオアレチノギク

群落が生育することもある。サヤヌカグサ群落は放棄後！0数年を経過した水田で湧水池近くの低

水温の立地でみられる。サヤヌカグサが優験し他にミゾソバ，ヌメリグサ，アキノウナギツカミな

どの湿生植物から構成される。またこの群落には市内で稀少種となったミズニラが混生している。

　チゴザサ群落は耕作中止難聴垂Fを経過した水田にみられるものでチゴザサの臆度がきわめて高

く，他にセリ，アキノウナギツカミ，ミゾソバなどが混生する。水位は1～3cmであり，群落

は常に湛水の状態にあり，土壌は灰色グライ土壌である。この群落は数年後にはヨシが侵入して

チゴザサーヨシ群落になるものとみられる。

　ヨシーミゾソバ群落はヨシの被度が高く第1層を占め，その下に草丈の低い草本植物を伴って

2層群落を形成している。放棄後5年以上を経過した水田跡に生育するもので幽現種数もやや多

くな：る。ヒカゲイノコズチ，ヒメジョオン，コメナモミで区分される下位単位は湛水することが

なく地下水位がやや低い立地にみられる。ヨシが濃度5で優黙し，第2層は貧弱である。スギナ，

スカシタゴボウ，アメリカセンダングサなどで下蝕二区分される植分は地下水位が前者にくらべて

高い。
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　　　　　　Fig．70　ウリカワーコナギ群集で代表される水田雑草群落（多摩区）。

　　Eine　repτasentative　Relsfeld．Unkrautgesellschaft　ist　das　Saglttaτio－Monochorietum

　　（Tama・ku）．

　人口のちゅう密な川崎市でをよ水田の耕作が放棄されると直ちに埋立てて住宅や工業用地に転／…1ヨ

されることが多い。また耕俘調整地も他に転作されることが多く，長い年月にわたって放棄され

た水田跡地は比較的少ない。一般に耕f乍が中亘二されると湛水されなくなって騒騒地は乾燥する。

　水田放棄地にハンノキが生育するようになるまでには少なくとも10年以上が経過した後とみな

される。

　　25）　ウりカワー噸ナギ群集およびノミノフスマーケキツネノボタン群集

　　　　Sag童ttario一瓢。難oc熱orietum　u．　Std呈ar皇。－Ranu装culet翌磁

　　　　ca凝toniensis（Tab．66，67）

　丘陵の谷戸や河川沿いの沖積地の水田は秋から春にかけては排水し休耕される。4月の中，下

旬から耕起を始め，湛水して植えつけた後，中耕，除草，施肥，排水，収穫とわずか半年のうち

に集中的に管理される。水田は冬，春季の乾燥期と夏，秋季のイネの育つ時期との水分条件によ

って異なった雑草群落が生育する。

　湛水期の水田雑草群落はコナギ，ウリカワを細微種および区分種としてウリカワーコナギ群集

としてまとめられた。ウリカワーコナギ群殊はイネが被度80～90％で生育している水田で除草や

中耕などの防除を強く受けながらも次々と発ヨニし，あるいは地下3くで繁茂を続け群落が持続する。
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ウリカワーコナギ群集はイネが刈りとられて，水田が排水された後11月の初旬までは持続する。

　ウリカワーコナギ群集は特別な区分種をもたない典型亜群集とアゼナ，ヤノネグサ，イチョウ

ウキゴケでIX分されるアゼナil巨群集とに下位区分された。

　典型彊群集の生育地では土壌は主として灰色グライ土壌で排水がやや不良な立地である。アゼ

ナ亜群集は灰色低地土壌の立地であり，冬季の排水時には乾燥する。

　！！月も半ば過ぎると水田は次第に乾燥してきて，冬緑の越年生草本類が発芽し雑草群落が形成

される。スズメノカタビラ，タネツケバナ，ノミノフスマ，コオニタビラコ，ケキツネノボタン，

カズノコグサなどの．三三素性の草本植物から構成されノミノフスマーケキツネノボタン群集と規

定される。本群集は広く本州の春季水田雑草群落あるいは休耕地雑草群落として知られる。夏季

のウリカワーコナギ群集が集約的な人為管理を受けるのに比べて春季のノミノフスマーケキツネ

ノボタソ群集はほとんど．放遣されたまま，生育を続ける。春に気湿があがると急速に生長をして，

開花結実し，多数の種子を生産し，その．種子は耕起の時に土蜘こ埋没される。

　ノミノフスマーケキツネノボタン群集はウナギツカミ亜群集とスズメノカタビラ亙臣群集に区分

される。ウナギツカミ！1巨群集は多摩区岡上で記録された群落で，グライニヒ壌上の冬季も地下水位

の高い立地にみられる。スズメノカタビラ亜群集は主として灰色グライ土壌で冬季により乾燥す

る立地に生育する。

　ウリカワーコナギ群集は植物社会学的にイネータイヌビエ群団，カヤツリグサータイヌビエオ

ーダー，イネクラスに所属する。ノミノフスマーケキツネノボタン群集はスズメノテッポウ群団，

タウコギオーダー，タウコギクラスに所属する。同一の場所を異ったクラスの2群集が季節によ

ってすみわけている特異な例である。

　　26）植栽地（マテバシイ，ヒラドツツジなど）

　　　　Au蚕forstURgeR　（Pα8απεα　α」㏄髭8，　RんαJo｛9θπdroπsp．　u。　a。）

　最近の緑の街づくりの要求にこたえて，市内の小公園，街路，用水路やコニ場跡などに植樹が行

われている。これらの小規模なグリーンベルトでは多くの三三30～50cmの盛⊥をして高木から

低木にいたる種々の樹木が植栽されている。種類については市の木ツバキ，帯の花ツツジなどの

花木を中心として，外来種も含めて多．種多様な種が選定されている。市街地の児童小公園で20種，

グリーンベルトで25種が記録されている。樹種の選定については葵二上あるいは管理上の配慮が

払われているが立地の潜在自然植生の構成種が考慮されているとは言いがたい（Tab．68）。

　街路樹としてはスズカケノキ，シダレヤナギ，ユリノキ，イチョウ，ツバキ類，クロマツ，サ

クラ類，アオギリ，キョウチクトウ，ナンキンハゼ，シンジュ，トチノキ，ケヤキなどが主に植．

えられている。川崎駅周辺ではやブツバキクラス構成種のマテバシイの街路樹は生育が良好であ

り，スズカケノキは根張りが著しく悪い。
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　　　　　Tab．68　現在のグリーンペルー・および小公園の植栽の一例。

Ein　Beispiel　der　vorhan（lenen　Arten　in　gr通nem　GUrtei　und　kleinem王）ark（Stadt豪くawasaki）．

グリーンベル】・　Gr甑er　G批tel 小　公 Klelner　Park

Baumschicht：　　　　　高木
　ゐ∫ガ048”‘か。ノ～甜Zψ塗ノ’α　　ユリノキ

　硬y万6α7フめ㍑　　　　　　　ヤマモモ

　擁6ε1’∂～‘8偲ぞ万α耀fη～　　　　トウカエデ

　Rz∫α〃∫α6♂雇お　　　　　　　マテバシイ

　τ励～〃フη〃〃．α測α伽勉　　　　サンゴジ．L

　7を〃¶〃∫か08〃πα8ひP〃〃～α刀納87書α　モッコク

Strauchschicht＝

　R1～妙1～ゴ01ψ∫5　z〃〃ゐ8〃α君α

　騒を’oぞZα1ZOπ8刀∫’∫

　　φ
　5θノ’～∬αゴ砂07～ノ‘α

　R110‘ZOOセ〃4ノ¶0ノ～0ノノ～Z〃’α∫αたか

R1～0404〔ノノ～41’oノ～〃’αc1’oノ～α∫z〃π

Rゐ0‘104（ηZ諭・0πゼノZど～αでノ〃

万bノ’ミy〃～～α∫z俗ρβノ～5α

λ菰α♂κ∫ゐαZ♂∫απα

五変y1”6αノ”‘ゐ1’α

ノ1～‘α‘ど，αノ‘ψo〃た‘z

Cαノ〃8”αノ妙。ノ～∫cα

C1～α8ノ～o〃～‘廊5宴）8ぐ’05α

Mαgノ～01ぬZμzγZo7u

Z）妙1～ノ～80‘♂07η

L∫9～．戚η〃π々‘‘～ゴ～〃〃

。α〃zo〃‘エ∫α∫αノ～9～’α

αzπ♂6ノ～’αノα∫〃～∫ノ～o磁ノ∫f．

　9ノ曝α〃躍μoノ鴇

理yζかα〃9ごα〃zαα僧砂妙〃α

Q配1’α‘5汐ん綴yノ’α80∫‘Z8∫

低木

　シャリンバイ

　タニウツギ

　バクチ沼ウゲ

　オオムラサキ

巾；Breit　1．5m×120m

ヒラドツツジ

サツキツツジ

レソギョウ

ハナカイドウ

ヤマモモ

アオキ

オトメツバキ

ボケ

モクレン

ジソチョウゲ

トウ不ズミモチ

サザソカ

クチナシ

アジサイ

ウバメガン

Baumschicht：

　Roゐf刀～αρ∫θμ60・αεα6fα

　」診〃～ψ8ノブ’∫ごみ’ノz8ノ～廊

　勘～’Zπ∫o召ア闇。躍ノ～8η5な

　Fカブ〃～αノ～α∫∫〃ψz8ぼ

　ル∫α〃∫α84π11∫

　C8ζかz‘∫ζた。ゴα1・α

　鐸αオαノ～Z‘∫0ノゴ8刀孟αZf∫

Strauchschichむ

　」含〃zψ8η‘∫6んカ～θη∫’∫

　ノニ影8がα9伽π4耀。ノ’α

　一Eπ02～ツ〃沼∫ゴ砂。ノ～fぐα

　Cα〃～〃∫αゴ妙01～ゴαz

　E1ゴ0み0’7＝yαブ妙0加‘α

　c”η‘∫ノ～α置5～‘♂α’d‘～’

　憾ρ1～α〃‘〃～〃～θαψ81層ζτ

　山’αめαノ‘4）o／zκζ～

　Cα〃～〃～αブ‘ψo〃1‘了～

　5α〃記δα～≧yZoノ～～αz

　八をノ・々f〃，～ノ～‘澄（翼ノ〃

　Hy‘1プα〃9即〃～α‘，ノ‘砂1り〃α

　Qz’βノ‘α’∫ρ1111らη’α8016♂8∫

　P漉0砂0フ費♂〃〃’oZ7’1¶α

ilj；Breit　20m　x　18m

高木
　ニセアカシヤ

　カイヅカイブキ

　カロリナポプラ

　アオギリ

　マテバシイ

　ヒマラヤスギ

　スズカケノキ

低木
　カイヅカイブキ

　アベリア

　マサキ

　ヤブツバキ

　ビワ

　ナツミカン

　ムクノキ

　アオキ

　オトメツバキ

　シダレヤナギ

　キョウチクトウ

　アジサイ

　ウバメガシ

　トベラ

　　　27）住宅地の植生

　　　　　Vegetation　de懇S圭e甫海底ge鼓

　人口密度が10，000人／km2にもおよぶ人口密集地にあっては住宅地に連続した構栽地を確保す

ることが著しく困難になっている。川崎区から中原区にいたるたる約15kmの長さの沖積地には

緑の植栽をもつ住宅地がきわめて少ない。

　スダジイ四域の屋敷林は幸区の鶴見川の7中積地で調査された（Tab．78）。古い農家の北側と西

側を被って防風機能を保っていたものとみられる。高木町は夏緑広葉樹のケヤキが・優占するが璽

高木層以下にはアラカシ，ヤブツバキ，ヤブニッケイ，モチノキ，シュロなどのヤブツバキクラ

スの種が優勢な生育を示す。林床は時に資材置場や塵芥投棄場となるために雑草が侵入している。
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　　Fig．71住宅には屋敷林など緑の多い地域もみられる（幸区南加瀬）。

Auch　in　den　Siediungen　glbt　es　noch　natumahe　Wal（ler，　wie　z．　B．　hier　bei　einem

Shinto－Schreln（Saiwai－ku，　Minami－Kase）．

　調査されたこの屋敷林では枝打ちなどの管理は全くされず，群落の自然の生長にまかされたま

ま，長い年月にわたって持続している。

　シラカシを主な構成種とする屋敷林は主として多摩区で観察された。総合常在度表（Tab。71）

に示されるようにシラカシ群集ケヤキ亜群集と典型亜群集に対応する種組成を示す。これらの麗

敷林ではやブツパキクラスの構成種もまた高い常在度で生育している。

　シラカシを主な構成種とする屋敷林は主として丘陵足都の傾斜地であり，いわゆる擬家の裏山

の景観を示す。畿内にはときに自家用のスギ，ヒノキなどの植栽もされ，モウソウチク林へと続

く場合もある。多くの場合，林内の植物は下刈り，枝打ち，せんていなどをされることなく放置

されたままの状態で群落が持続している。

　祉寺林の緑は川il奇市ではきわめて貧弱である◎市内236の神社仏閣のうち森林とみなされる三

分をもつのは49社寺でその保有率は21％と神奈川県下では最も低い（宮脇，藤闘，鈴木1979）。

またこの中で，保全をはかるべき鹸もすぐれた社寺林（Aランク）とされたのは，わずかに1社

で，それに次ぐBランクがわずかに4社寺であった。

2．土　壌　調　査

1980年2月！31三1，神奈川県川ll缶1丁川崎区東扇島埋立地およびその周辺において土壌断面調査が
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　Fig，72　東高根付近の民家の屋敷林。シラカシやケヤキが家の周囲に植えられてい

　　　　　る（多摩区）。

E1n　Bauemhaus三m　Gebiet　des　potentiellen　naturlichen　Quercetum　myrsinae士ohae

ist　von　einem壬｛ofwald　m三t　Q～‘β7℃～ピ∫〃～，ワ苫ガ1～α4bZ1‘～und　Z6Z々‘♪て，α5θア實’αumgeben（Tama－ku）．

実施された。断面は東扇島において3地点，多摩川河辺にて1地点，さらに小丘陵地の夢見ケ崎

では1地点がそれぞれ調査された。

　｛調査地点の選定にぱ，東扇臨埋立地の植生．遷移段1藩が重：視された。まず最も遷移段階の初期に

含められるコマツヨイグサーコスズメガや群落の七壌断面カミ，そして東扇島埋立地において鼓も

植生遷移の進んだ段階に含められるヨシ群落の土壌謝1面が，その典型的な植分において調査され

た。さらにコマツヨイグサーコスズメガや群落と，ヨシ群落の遷移段階の中位に含められるチガ

ヤ群落の⊥壌断面が東扇島において調査された。島外では，多摩川の溝辺に自然1蓬生として生育

するヨシ群落の二1二壌懇懇が，東扇島のヨシ群落の⊥壌断面との比較のために調｛査された。般後に，

東扇島の潜在自然植生と考えられるイノデ～タブノキ群集に最も種組成li勺に近似したミズキ群落

（イノデーータブノキ群集の代償群落）の土壌断面が1髪現ケ崎の丘陵斜面において調査された。

　これらの調査結果によると，東扇島においては竣藻埋立にともなう搬入燈材の粒径組成の違い

によって，植生遷移段階が異なっている。コマツヨイグサーコスズメガや群落，チガヤ群落，ヨ

シ群落の川頁位で，搬入母材の粒径組成は，より細粒となり粕土含有量も増大する傾向がみられる。

また土性の細粒化にともない，根圏もコマツヨイグサーコスズメガや鮮落の5cm，チガヤ群落

の15cm，　ヨシ群落の50cm以上と深さが増大し，根量も増大している。ヨシ群落の⊥壌断面で
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は，搬入母材が軽埴⊥と重粘な＝と性であるため，斑鉄が豊窟に形成され，頻繁な飽水状態を示竣

している。

　多摩川河辺のヨシ群落の土壌断画は，東扇島地区内のヨシ群落の土壌断面よりもさらに還元傾

向が強く，硫化鉄によると思われる黒斑が形成されている。

　ミズキ群落の土壌断薦は，代表的な適潤性黄褐色森林土の1斯面形態を示している。腐植は穏や

かに深さ80cm余りまで浸透し団粒状構造は極めてよく発達している。

　これらの土壌断面調査結果から環境保全林形成を考察すると，東扇島地区内においては，まず

現在の地下水位（地表面より深さ約40cm）を低下させるために排水が行なわれなけれぽならな

い。そしてコマツヨイグサーコスズメガや群落やチガヤ群落などの生育する砂土系列の搬入母材

堆積地においては，保水力，保肥力の向上の為に壌土系列の土性をもつ客土が必要と考えられる。

またヨシ群落やガマ群落などの生育する埴土系列の搬入撮材堆積地には，砂土（または壌土）系

列の土性をもつ客土によって重粘性，過度の滞水性と乾燥時の土粒の固結性が緩和されることが

前提と考えられる。



断面1，

未熟土

母材料：海底砂

採取地：神奈川県川崎市川崎区東扇島

海抜高14m

地形：海岸埋立平坦地

：方　位：

傾　斜：

植生：コマツヨイグサーコスズメガや群落

断面記載

H一（A）0．3～1．5cm，黒色（10YR2／1）主に

　　　酵苔類による腐植に頗る冨む，細円礫

　　　（径2～3mm）を含む，粗砂（径0．6㎜内

　　　外）に頗る富む砂土，構造なし，軟，潤，

　　　細根に頗る窟む，下層との境界は明。

IC　　5cm，鈍い黄褐色（10YR4／3），腐植に

　　　乏し，細円礫（径2～4韮㎜）を含む，粗

　　　砂（径0．6～0．81B皿内外）に頗る富む砂

　　　土，砂粒表而に弱度の腐植による汚染を

　　　認む，単粒状，糧，潤，細根を含む，下

　　　層との境界は判。

皿C　50cm十，鈍い黄褐色（10YR5／3），腐植

　　　に乏し，細門礫（径2～5㎜）に富む，

　　　粗砂（径1mm内外）に頗る富む砂土，単

　　　粒状，籟，潤なるも地表面より深さ43cm

　　　に地下水位，根を含まず。
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Fig．74　土壌断面1上の植生断面図
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断面2．

未熟土

州材料：海底砂

採取地：神奈川県川崎市川1崎区東扇島

海抜高14m

地形：海岸埋立平坦地

方　位：一

傾　斜＝一

丁　生：チガヤ群落

断面記載

H　　O．5c旧，黒色（7。5YR2／1），主に蘇苔類

　　　による1磯植聴聞に堆積，粗砂（径0．5n㎜

　　　内外）に潤む，細根に富む，下摺との境

　　　界は明。

（B）一C　6cm，鈍い黄褐色（10YR4／3），腐植

　　　を含む，理無し，糧砂（径0．5置li弼1内外）

　　　に頗る富む砂土，単粒状，懸，潤，チガ

　　　やの地下茎（径4nm1内外）に富み，細根

　　　を含む，下層との境界は判。

IC　　gcm，灰黄褐色（10YR4／2），腐植に乏

　　　し，礫無し，糧砂（径0．51㎜内外）に頗

　　　る富む壌質砂土で，シルトを主とする鈍

　　　い黄褐色（10YR4／3）の軟土塊（径20～

　　　25mm）を含む，単粒状，やや軟，湿，チ

　　　ガヤの細根を含む，下層との境界は朋。

皿C

盟C

0．8cm，径2～5Hm1の細門礫層。

40cm＋，灰黄褐色（10YR4／2），腐植に

乏し，礫無し，粗砂（径0．1～1翼皿）に

頗る富む砂土，単粒状，霧，湿なるも地

表面より深さ40cmに地下水位，上部に細

根あり。

H

！B）一C

IC

欝ア懲
且C

皿C

20：

30’

409

『／1’，／．：　』ぎ・

10YR％

1．

2．

3．

ごの

20

10

o

Fig．75　土壌断面2

　　Bodenprofil－2

i『ぐ地下水位

　Fig．76土壌断面2の植生断面
　Vegetationsprofil　zum　BQdenprofi1－2

コマツヨイグサ　0例。訪。プαZαo∫ηf鷹α

チガヤ　1〃ψθrα如曜Z初みf‘αvar．肋8ηfgガ

チチコグサモドキ　0π4ρゐα読‘Zπρκψ描8～イノμ



断面3．

灰色低地土

母材料：海底砂泥

採取地：神奈川県川崎市川崎区東扇島

海抜高：4m

地　形：海岸埋立平坦地

方　位：一

傾　斜：一

植生＝ヨシ群落

断面記載：

L　　4cm，ヨシの枯葉，糧に堆積，下都に繊

　　　維状腐朽葉を認む。

（A）一Bgi　lO（8～23）cm，オリーブ黒色（5

　　　Y3／1），主に細根に沿ってうん管状の褐

　　　色（7．5YR4／4）の斑紋（水酸化第二鉄）

　　　に頗る富む，腐植に寓む，礫無し，軽埴

　　　土，カベ状，軟，湿，ヨシの地下茎（径

　　　20～301㎜）に富み，細根に富む，下層と

　　　の境界は明なるも波状を呈す。

Bg

（B）一C

20Cm暗灰黄色（2，5Y4／2），主に細中

根に沿ってうん管状の（7．5YR4／4）褐

色の斑紋（水酸化第二鉄）に頗る密む。

腐植を含む，礫無し，軽埴土，カベ状，

軟，湿，ヨシの地下茎（径20㎜前後）を

倉み，細中根に富む，下層との境界は

判。

　20cm十，暗灰黄色（2．5Y4／2），腐植

に乏し，礫無し，軽埴土，カベ状，軟，

多湿なるも地蓑面から37c肛の深さに地下

水位，細中根を含む。

L．

（A）一Bgi

Bgil

（B）一C
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断面4。

灰色低地土

母材料：河成水積砂泥

採取地：神奈州県川崎市川i崎区中瀬

海抜高：1m

地形：河辺平坦地

方　位：一

傾　斜：一

植　生：ヨシ群落

断面記載：

L

IAg

HB

4c皿，ヨシ枯葉および桿，粗に堆積。

17cm，オリーブ黒色（5Y3／2），うん管

状の青黒色（10BG1。7／1）の斑紋（硫

化鉄）に頗る富む。主に細中根に沿って

うん管状の赤褐色（5YR4／6）の斑紋

（水酸化第二鉄）に窟む，腐植に畜む，

礫無し，重埴土，上部に粗砂を含む，カ

ベ状，軟，湿，ヨシの地下茎（径2～3

cのに頗る富み，細・中根に富む，硫化

水素臭あり，下層との境界は明。

40cm÷，オリーブ黒色（10Y3／1）腐植

を含む，礫無し，砂壌土，下部にむかっ

て粗砂の含蟄が漸変的に増加，構造は特

に認められない，軟，湿なるも地裟面よ

り37cmに地下水位，ヨシの細・中根に富

み，太根を含む，硫化水素臭あり。
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Vegetationsprofil　zum　Bodenprofil－4
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断面5．

適潤性黄褐色森林ヨニ

母材料：王紀層，砂岩，泥岩

採取地：神奈川県川崎市幸1茎：夢見ケ崎

海抜高：30m

地形：丘陵地，凹状斜面

方　位：NW

傾　斜；2GO

植　生：ミズキ群落

懸厩記載

L

A11

A12

B1

B2

C

十～4c日1　ミズキ，ムクノキの落葉，粗

に堆積。

15cm，黒褐色（7．5YR2／2），腐植に富

む，礫無し，壌土，よく発達した団粒構

造に頗る富む，軟，潤，細根に頗る富

み，中根を含む，下麟との境界は判。

45Cm，極賭褐色（7，5YR2／3），腐植に

冨む，壌土，団粒状構造に富む，軟，潤，

細根に富み中太根を含む，下層との境界

は判。

10cm，黒褐色（7．5YR3／2），腐植にや

や富む，礫無し，砂壌土，塊状構造を含

む，軟，潤，細根を含む，下層との境界

は明

12cm，暗褐色（10YR3／3，5），腐植を含

む，細円山あり，砂壌土，構造は特に認

められない，軟，潤，中根を含む，下層

との境界は判。

25c用＋，鈍い黄褐色（10YR4．5／4），腐

植に乏し，細円礫を含む，壌質砂土，特

に構造は認められない，軟，潤，根は無

し。
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3。植生図　Vege毛ationskarte

　〔1〕　川崎周辺現存植生図（1：／00000）

　現実に存在する植生がどのように配分されているかを地形上に表わした現存植生図は，棄扇島

を中心とする半径30km圏について1乍成された。1：100000の縮尺の地形図上に描かれた現存

植生図は東京湾をはさんで，その両側にわたり，首都圏の中心部を占めてユ都2県にわたってい

る。包含される都市は以下に示されている。

　神奈川県　川崎，横浜，横須賀，三浦，鎌倉，逗子，藤沢，大和，網模原の各市，葉山町など

　策京都　束：京都区部，町田，府中，稲城，南多摩，調布，三鷹，小金井の各市など

　千葉県千葉，市川，木更津，寵津，γ1亨原の各市など

1：100000の縮尺では稀少群落が表されないおそれがあり，自然植生に関しては実在のポイン

；・にやX拡大して表された。また群落複合体については，現存する地域にまとめた形で表された。

　人間が自然に対して多大な影響を与えている川崎地域の植生図はほとんど代償植生図となる。

しかも市街化が進展している地域では，植生図は多くの場合が住宅や工場地の灰色でぬりつぶさ

れた植生図となった。環境保全の資料とするためには，布街地内の植物群落は狭い繭積のものも

記録された。

　（a）　植生概観

　川崎市東扇島を中心とする30km圏地域は東京，横浜をはじめその周縁部まで含み，古く先土

器時代から人間が住みつき，その結果摘生は長い間様々な人為的干渉を受けてきた。とくに弥生

時代以降，農耕生活が定着してからは原植生の破駿は急速に進み，古墳時代には高台のため屠住

に適さなかった武蔵野台地も焼畑によって開かれ，大部分の自然植生が失われたと考えられる。

また，この地帯は江戸時代以降，日本の中枢都市として急激な都市化が進み，今日では日本最：大

の住宅，工場の密集地帯となっている。首都圏の急激な拡大に伴って近郊農村地帯にも開発が進

み，自然植生に隈らずコナラ林，ススキ草原などの代償植生までも含めた自然の変形，破壊が続

いている。

　調査地域の大部分をおおっていたと考えられる常緑広葉樹林は現在では，古い集落の間に点在

する社寺林，屋敷林や台地斜面妖などにごくわずかに残存するにすぎない。観音崎，鎌倉市，逗

子甫，富津市の一部など沿岸部を中心としてスダジイ，タブノキの優占する林分が残っている。

同じような森林植生は内陸の武蔵野台地などの台地面にはほとんどみられず，農塚の屋敷林とし

て作られたシラカシ，ケヤキなどの優占する林分が，自然に近い森林植生とみなされている。ま

た，逗子，鎌倉付近の崩壊性の強い急斜面には，ケヤキ，イロハモミジを主とする自然の夏緑広

葉樹林がみられる。

　臨海部や河川ぞいの低湿地には，常緑広葉樹林は成立せず，特殊な立地条件に対応した各種の
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自然植生がみられる。

　三浦半島の観音崎から油壷にかけての海岸断崖地には強い風衝に耐えるマサキ，トベラなどに

よって構成される低木林が発達し，その前面には自然のススキ草原が広がっている。また，富津

1岬の砂浜にはケカモノハシ，コウボウムギなどの砂丘植生がみられる。東京湾爾岸では臨海部の

埋め立て，造成によって，砂浜はほとんど失われ，わずかに三浦半島の長浜に，海水浴などの人

為的掩乱を受けて貧化した立地がみられるのみである。

　小櫃川河口の塩沼地には，ナガミノオニシバ，シオクグなどが生育している。

　江戸川，荒川，多摩川などの河辺の低湿地には中流部にオギ，下流部にヨシの優占する草原が

断続的に広がっている。特に江戸川左岸の河口には広大なヨシ草原が発達している。多摩川中流

の河川敷にはイヌコリヤナギの疎林や，一部にクヌギ林が生育している。これらの河川の後背湿

地に広く分布していたと考えられるハンノキ林は，今日では川崎市の生田緑地にごく小禰積で残

存するにすぎない。

（b）　凡例解説

　1　自然植生　Na三日he　VegetatiOR

　　1）　イノデータブ群集

　　　　Polysticho・Perseetum　thunberg量i

　川崎市周辺域のイノデータブ群集は主として沖積低地とそれに続く台地縁に現存植生がみられ

る。

　川崎30km圏内には広大な沖積地が広がっているがそこは，居催地として利用され，残存する

イノデータブ群集の面積は限られている。台地や丘陵の崖地下部で，崖錐地の土壌がやや厚い場

所がイノデータブ群集の生育地である。このような場所は多く適湿地である。

　川崎市は粥の大半が多摩川，鶴見川の沖積地であるがイノデータブ群集の現存植生は，まった

く見出すことができない。横浜市では，南部の台地下部に点在するが面積は限られている。南区，

中区などの社寺林のなかに自然度の高いイノデータブ群集の小さな林分がいくつかみられる。

　逗子市，藤沢市，鎌倉市には台地が発達していて，その縁に狭い帯状に連続している林分もある。

しかし11100000の植生図には表されない場合が多い。

　三浦市，横須賀市では台地，丘陵のすそ部にイノデータブ群集が点在している。三浦半島のイ

ノデータブ群集はやX人手がはいっている林分である。

　東京都の沖積地ではイノデータブ群集は浜離宮に復元された現存植生がみられる。

　2）　ホソバカナワラビースダジイ舞集

　　　Arachniodo。CastaRopsieもu凱siebold圭i

ホソバカナワラビースダジイ群集は横浜市をほぼ北限生育地とする常緑広葉樹林である幽
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　現存植生は横浜甫金沢区や逗子市神武寺でわずかな面積の林分が知られている。ホソバカナワ

ラビースダジイ群集の生育地は台地や丘陵のテラス状地や崖錐地などである。本群落の現存植生

域は後述のヤブコウジースダジイ群集域に比較してきわめて限定されていて，下総半島が生育北

限域とされている。横浜市金沢区では海岸埋立てによって，植物群落の存続がおびやかされてい

る現状にある。

　　3）　マサキートベラ群集

　　　　EuO鷺ymo・PittOSporetum・もobira

　海岸の常緑低木樹林のマサキートベラ群集は，東京湾の海風の強くあたる海岸断崖を本来の生

育地とする。

　マサキーi・ベラ群集の現存植生は川崎30km圏では東京湾沿いの海岸から数100mの内陸まで

生育している。東京湾の西側では，横浜甫金沢区から，横須賀市，三浦市の沿海部に現存する。

横浜市中北部から川崎市，東京都にかけての海岸は主として埋立てによる人工：海岸であり，現存

植生はみられない。マサキートベラ群集は海岸部の最もきびしい自然条件下に成立している低木

群落であるが，最近では，湾岸で種々の人工的な改変が進行するにつれて高木のクロマツが枯死

して群落の衰退が現われている。

　　4）ヤブ：コウジースダジイ群集

　　　　Ardis董。鱒Castanops隻etu瓢　sieboldii

　ヤブコウジースダジイ群集の現存林分は調査地域の沿岸音［1全域にわたって小面積ながら点在し

ている。植分は主として台地肩都や斜面に生育している。ヤブコウジースダジイ群集の残存する

傾斜地はかなり急であり，地図上では多くの場合，線状に示されている。全般に，ヤブコウジー

スダジイ群集の残存爾積はきわめて小さく三：100000の地形図上にはわずかに点として示され

る場合が多い。ややまとまった面積の林分が残存するのは，東京都の自然教育園，皇居，赤坂な

どである。都内ではこの他に池上，五反田，王子，藏白，高輪などにヤブコウジースダジイ群集

の樹林が散見される。これらの林分の中にはきびしい都市環境の中で適切な保護対策がとられて

いるものもある。

　川崎市沿海部では，ヤブコウジースダジィ群集の発達する台地が少なく，しかも開発が進んだ

ために，見るべきものはほとんど無い。

　横浜市では臨海部に台地がせまり，その肩部の植生が比較的よく保存されているためにヤブコ

ウジースダジイ群集の林分が点状に残っている。南区，中区などに主な残存群落が散見される。

　三浦地区では，鎌倉市，逗子市沼間，構須：賀市浦賀，三浦市などにかなり広い範囲にわたって

ヤブコウジースダジイ群集が点在している。

　ヤブ。コウジースダジイ群集が生育するのはいずれも海岸から10km程度までの範鵬である。最
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も内陸にみられるのは王子で，隅田川河；コから！6kmの地区にみられる。

　　5）　シラカシ群集

　　　　Quercet賢m三ny罫s隻nae｛oli農e

　シラカシ群集は関東地方の内陸部で沖積地の自然堤防上や丘陵および台地に発達する常緑広葉

樹林である。

　シラカシ群集の現存植生は，主として多摩丘陵と武蔵野台地および千葉県の両総台地にみられ

る。これらの丘陵や台地は地形の起伏もゆるやかで，単くから人々のあらゆる土地利用がすすめ

られていた地域である。したがってシラカシ群集の大部分は姿を消してしまっている。多摩丘陵

では人家の裏山，神社仏閣などの社寺林，あるいは谷戸奥などに点々と残されているにすぎない。

特に沖積地の自然堤防あとなどの林分は少ない。特殊な例としては，東京都の明治神宮の森は人

工的に形成された森林で，植林後60年あまりを経過した現在では自然林のシラカシ群集とほぼ同

じ種組成と林相を示している（宮脇，奥田，井上1980）。この事実は，シラカシ群集による緑の

環境創造の可能性を示している。

　川崎地域では，シラカシ群集の自然林とはいえないが，種組成および群落構造がシラカシ群集

にかなり類似した自然に近い林分（Natumahe　Vegetation）は小面積で屋敷林などの形態で広篤

臨にわたって生育している。

　　6）　イρハモミジーケヤキ群集

　　　　Arceri－Zelkoveもum　serratae

　イロハモミジーケヤキ群集は傾斜の急なV字状渓谷の斜月iに生育する夏緑広葉樹林である。関

東地方南部ではイロハモミジーケヤキ群集の発達するような渓谷は比較的少ない。三浦半島の山

地の中で池子火砕岩層の浸食谷に典型的に発達している。その他には，横浜市金沢区，逗子市，

鎌倉市などのいわゆる上総謄群を基盤とする地域の平地などに点々と生育地が現存する。イロハ

モミジーケヤキ群集は春季から秋季にかけて美しい景観を呈する植生であり，また崖地などのい

わゆる弱い自然の保全上重要視される。

　　7）　コクサギーケヤキ騨集

　　　　Or量xo・Zelkovetum　serraもae

　台地や丘陵が浸食によって平坦になった所ヘイ1”行土が堆積したような肥沃地に生育する夏緑広

葉樹林のコクサギーケヤキ群集の現存林分は主として川崎市内にみられる。多摩川支流の三沢川，

平瀬川など小河川の縁セこ帳のせまい帯状の群落として3か研が知られている。川崎衛高津区にあ

った1群落（宮脇・藤間1974Nよその後，開拓されて畑となっている。本群集は川崎30km圏内

では1haにも満たない現存生育地をもつ稀少群落である。群集の解明以来（！974），　Hも浅く，
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相三川，多摩川の流域ではさらに新しい生育地の記録が期待される。同時にまたコクサギーケヤ

キ群集の生育地は人の居住域と密着した立地にあり，河川改修，道路建設，宅地開発などに際し

て破壊されるおそれが大きい。

　　8）　タチヤナギ群集　他（ヤナギ林）

　　　　Salicetum　subfr3gilis　u．a（Sa蓋ix・W註lder）

　この凡例に含まれるのは低湿地に生育するヤナギ属を霊とする夏緑林である。イヌコリヤナギ

群集，タチヤナギ群集などの低木林とコゴメヤナギ群落などの高木林とがある。川崎周辺域では

高木林にまで発達することは比較的少ない。多摩川は連続した砂利採取やくり返されるブG戯水な

どにより，中，下流部にはヤナギ林の発達する立地が少ない。わずかにイヌコリヤナギ群集の低

木林が，中州の上流側などに生育をはじめるが，持続して大きな群落となることは少なく，洪水

のたびに破壊される。沖積地内では東京都の自然教育園などのジャヤナギ群集は今日では稀少群

落である。

　　9）　オニスゲーハンノキ群集　他

　　　　Ca罫ciδick隻ns量i－Aluetum　japon量cae縁．a．

　オニスゲーハンノキ群集は水湿地に生育するハンノキを主とした夏緑広葉樹林である。元来，

丘陵内の開析谷の水湿地に広く分亦していたものと考えられるが水田の開墾にしたがって姿を消

し，現存植生はきわめて少ない。川崎地域では川崎市内の多摩区に2か所だけが知られている。

両方の面積を合わせても10アールに満たない。オニスゲーハンノキ群集の現存植生は，丘陵内の

樹枝状のせまい谷戸部にあり，酸化鉄を含んだ湧水が2～5cmの深さで群落をうるおしている。

　水田の耕作放棄あとにはハンノキの幼樹が生えてくるがオニスゲーハンノキ群集に発達するま

でにはかなりの年月を要するものとみられる。

　　10）ウラギククラス他（塩沼植生）

　　　　Asteretea　tripoli茎u．　a．（Salzwiese陰gese董lschaften）

　ウラギククラス，オカヒジキクラス，カワツルモクラス，シオクグ群集，ホソバノハマアカザ

ーハママツナ群集などがこの凡例に包含される。

　川崎周辺域の塩生植生は主として河口部の泥質地に現存している。多摩州，江戸川，小櫃川な

どの河口の流水の影響の比較的少ない塩沼湿地がウラギククラスなどの現存生育地となっている。

塩分濃度，三二の性状，冠水時間の長短などの環境条件に苅応して種々の群落が生育している。

また，埋立地では，砂土吹上後1～3年を経過した場所で，塩分が基質に残っている場所にも塩

沼植生の現存している植分がみられる。

　ウラギククラスの生育地は海岸埋立てや流路の変化などによって年々変化している。
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　11）コウボウシバ群落

　　　0αrθ苫P麗7π認α一Gesellschaft

砂の安定した砂丘地や埋立地にみられる。現存植生地は多摩川の河口部に知られている。

　　12）ボタンボウフウ比湿（海岸断崖地植生）

　　　Peucedan隻。総japonicae（K茸stenfelsvegetation）

　海岸断崖地に生育する多年生草本植物群落のイソギクーハチジョウススキ群集はボタンボウフ

ウ群団として現存植生図上に示される。典型的なイソギクーハチジョウススキ群集のほかにオニ

ヤブソテツーラセイタソウ群落やイソヤマテンツキ群集などが含まれる。

　東京湾の西岸ではボタンボウフウ群団は横須賀市以南にみられ，典型的なイソギクーハチジョ

ウススキ群集は三浦市内で発達している。海岸断崖地で基盤の岩石が露出しているきわめてきび

しい条件のもとに生育している。群落の広がり方は，かなり点在的であり群落の面積も100m2以

下と狭小である。したがって1：100000の縮尺の図上には，ほとんど表されない。

　　13）ハマボウフウクラス（砂丘植生）

　　　G｝ehnietea　littoral童s

　砂の移動のはげしい砂丘の草本植物群落はハマボウフウクラスにまとめて現存植生図上に表わ

された。この凡例にまとめられた群落は以下のものである。

　　オカヒジキ群落　　　　　　　　　　　　　　　ハマエンヂウ群落

　　ハマグルマーコウボウムギ群集　　　　　　ギョウギシバ群落

　　ハマグルマーオニシバ群集　　　　　　　　　　コウボウシバ群落

　東京湾の西岸では砂丘の発達が貧弱であり，広い範隙こわたる砂丘草原植生の発達は見られな

い。金田湾沿いにハマグルマーコウボウムギ群集が現存し，他にコウボウシバ群落などの小群落

が点在する。

　東京湾の東岸部では寓話の砂洲に広大なハマボウフウクラスの植生が発達している。

　　14）オギーヨシ群団他（河辺植生）

　　　Miscantho－Pkragmit童on　japonicae　u・a・（Flu島aue隷一Vegetation）

　オギーヨシ群団に代表される河辺冠水草原はきわめて多種の草本植物群落が包含される。川崎

市域の現存植生図には以下の群落がまとめて表記された（宮脇他1972）。

　1　繧生イグサクラスIsoeto・Nanojunceteaに対応する一年生草本植物

群落

　　a　アゼナ群団Lindemion　procumbe溢is（標微種；アゼナ，ヒデリコ，トキン

　　　ソウ，タカサブロウ）
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　　1．　アゼi・ウガラシ群集　Va且dellietum　angusdfoliae（：櫟微種：アゼトウガ

　　　ラシ）

∬　タウコギクラスBideatietea　tr圭partitea，タウコギオーダーBidentetaha

　tripartiti（．標三種：オオイヌタデ，スカシタゴボウ，サナエタデ，ボン｝・クタデ，アキ

　ノ1ラアラ昌ギツブフミ）

　a　スズメノテッポウ群団AIopecurion　amurensis（標徴種：スズメノテッポウ，

　　カズノコグサ，タネツケバナ）

　　2．　カズノコグサーカワジサ群集Beckmannio・Veronicetum　undulatae

　　　　（：漂微種：カワジ→ナ）

　も　オオクサキビーアメリカセンダングサ群団　Panico－Bidention　froadosae

　　（標微種および識別種：アメリカセンダングサ，イヌビエ，オオクサキビ）

　　3．　ミゾソバ群集Polygonetum　thunbergii（標微．種および識別種：ミゾソバ，

　　　ケイヌビエ）

　　4．　オオクサキビーヤナギタデ群集Panico－Polygonetum　hydropiperis

　　　（標徴種：ヤナギタデ）

　　5．　コアカザーオオオナモミ群集Chenopodio－Xanthietum　strumarii（標

　　　徴種：コァカザ，オオオナモミ）

　　6．　アキノエノコログサーコセンダングサ群集Setario－Bide煎ietum　pilosae

　　　（標徴種：コセンダングサ）

皿　オォバコォ＿ダーPlantaginetaha　asiaticae（1票．微種：オオバコ，オヒシバ，

　ツメクサ）

　a　カモジグサーギシギシ群団Agropyro－Rumicion　japonicae（標徴種：ギ

　　シギシ，ヨメナ，オヘビイチゴ，カモジグサ）

　　7．　ナガバギシギシーギシギシ群集RumicetuIn　crispo－laponici（標微種およ

　　　び識別種：ナガバギシギシ，アレチギシギシ，エゾノギシギシ）

W　ヨモギクラスArtemisietea　pr拠cipis，ヨモギオーダーArtemisietalia

　principis（標徴種：ヨモギ）

　a　カワラバハコーヨモギ群団Anaphalio－Artemision　pdRcipis（標微種：

　　カワラバハコ，アレチマツヨイグサ，カワラヨモギ，メドハギ）

　　8．　マルバヤハズソウーカワラノギク群集Kummerov玉。－Asteretum　kanto－

　　　niensis（：標微種および識別種：カワラノギク，ムラサキエノコログサ，マルバヤハ

　　　ズソウ，　コセンダングサ）

　　9．　カワラヨモギーカワラサイコ群集Artemi＄lo－Potentilletum　chillensis

　　（標徴種および識別種：カワラサイコ，ヘラオオバコ）
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　V　ヨシクラスPhragmitetea，ヨシオーダーPhragmitetaha（漂徴種：ヨシ）

　　a　セリークサヨシ群団Oenantllo　javallicae－Phalaridion（標徴種：セリ）

　　10．セリークサヨシ群集Oenantho－Phalaridetum　arundinaceae（標微

　　　　種：クサヨシ）

　　11．　ツルヨシ群集Phragmite£um　japonicae（標三種：ツルヨシ）

　　b　オギーヨシ群団Miscaatho－Phragmidoa　japoRicae（標微種：オギ，ウ

　　　キヤガラ，マコモ）

　　12。オギ群集Miscanthetum　sacchariflori（標二種：オギ）

　これらの河辺冠水草本植物群落の現存植生は多摩川，荒川などの大河川をはじめとして中小河

川の流路，用水路あるいは貯水池の縁などに広く分布している。分布は広籟1！目にわたるが禰積は

せまく帯状に配列されることが多い。

　立地は洪水などでたえず撹乱されることもあって帰化植物が混生する群落が増大する中で在来

種のマルバヤハズソウーカワラノギク群集は稀少価値がある。

　　15）ウキヤガラーマコモ群集　他（ヨシクラス）

　　　　Sciτpo　f｝uviatihs・ZizaRietum｝atifoliae

　ウキヤガラーマコモ群集は河川下流部の流れのゆるやかな水辺や湖沼の周辺部などに生育する

抽水植物群落である。

　川崎闇辺地域では，ゆるやかな河流や大形の湖沼が少ないためにウキヤガラーマコモ群集の現

存面積はきわめて小さい。逗子布田越川の下流，江戸川河口部，小糸川流域などに点在する。貯

水池では酒水植物の発達が貯水効果を減じるためにつねに刈りとられ，発達がよくない。

　　16）コウ半クサクラスおよびヒルムシロクラス

　　　Lem烈etea　U．　POtamOgetOnetea

　コウキクサクラスの現存植生は主に水田などの富養な水域に6月から8月にかけてみられる。

また，時には多摩川の流水縁の水が縛滞している場所や富養な貯水池にも生育している。川崎市

ではアオウキクサーサンショウモ群集が生育する水田が数か所みられる。これらの浮水植物群落

は面積がきわめてせまく，1：100000の縮尺の植生図上には翌乏されていない。

　農業用水などで水底に礫の堆積している所にはヤナギモ群落のような沈水植物群落が生育する。

ヤナギモ群落は川崎市，府中布からの報告がある。横浜市金沢区にはヒシ群落がみられる。これ

らの水生植物群落はいずれも面積がせまいために鱒万分の！の植生図上に表されないことが多い。
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1［　代償植生　Ersatzgesellschafもen

　　17）シロダモーアオキ君拳落：Nεo配8θαεθrεcεα・1知。πδαノαpo痂。α・Gesellschaft

　シロダモーアオキ群落は主として，イノデータブノキ群集域に二次的に発達した常緑広葉樹林

である。群落の高さは13mにも達し，高木第2層にシロダモが優冠して密閉した林冠を形成する。

生育地は横浜市，逗子市などの谷部から山腹にかけての緩傾斜地である。

　　18）ヤブコウジースダジイ群集萌芽林

　　　　Verj極ngteSekund註罫ew註lderdes　Arδisio－Castanopsieも畦m　siebo1δii

　本来はヤブコウジースダジイ群集の森林が生育する土地であっても土壌条件に恵まれない露岩

の多い尾根部で，しかも人為的な作用を受ける場所にはヤブコウジースダジイ萌芽林が生育する。

萌芽林のスダジイは叢生し，樹高は6～10mと低い。亜高木層はスダジイが優占し林冠を密閉す

る場合が多い。林床にはひ陰性の常緑植物がみられる。

　川崎周辺地域ではやブコウジースダジイ群集萌芽林の現存植生は逗子衛の池子沼間地域に知ら

れている。生育する面積はごく限られている。

　　19）クヌギーコナラ群集　他（夏緑広葉樹二次林）

　　　　Q臓erceもum－accutissi孤。－serratae　u．　a．（Sommergr蕨neLaubw註lder）

　クヌギーコナラ群集は丘陵地台地上に広く生育する夏緑広葉樹林である。

　クヌギーコナラ群集は多摩丘陵，武蔵野台地などを広く被っている。自然植生および代償植生

を通して，叢も広い面積をもつ森林植生といえる。

　クヌギーコナラ群集はスダジイータブ林域にはみられず，シラカシ群集域に発達する群集とさ

れる。しかし，両者の境界部でもクヌギーコナラ群集が配分されている。

　　20）ハゼノキーカラスザンショウ群落およびミズキ群落

　　　　Rん郡8　sωccedαπθα帥」Frα9αrαα〃απ〃Loεdθ8－Gese1蛋sckaft　und　Oorπ毘s　coπfroo8r8α一Gesellschaft

　ハゼノキーカラスザンショウ群落は高木層にカラスザンショウ，ハゼノキなどの羽状複：葉の夏

緑広葉樹が優占する群落高10m前後の森林群落である。林内にはシロダモ，アオキ，キチジョウ

ソウ，アスカイノデなどのイノデ類をはじめ多数の常緑植物が繁茂し平均出現種数は48種と豊富

な構成巨群が生育している。立地は斜面下部や山腹の感状地などの適潤～弱湿性崩積土に限られ

ている。

　調査地域内におけるハゼノキーカラスザンショウ群落の分布は横須賀市太田和，衣笠町，大楠

山，葉艮［1町などの三浦半島のほぼ全域と，鎌倉布，富津市の沿海部にみられる。

　ハゼノキーカラスザンショウ群落は種組成的にイノデータブノキ群集の代償群落の1つと考え

られる。
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　ミズキ群落は主として沿海地域のシイータブ林域に二次林的セこ発達している。川崎市では台地

や丘陵の崖地に数か所現存植生がみられる。横浜市では保土ケ谷区の台地下部や緩い傾斜地に樹

高約7mの小樹林が散在する。ここのミズキ群落はクロボク土壌の上に生育しており，下草刈り，

落葉かき等が行われ，クヌギーコナラ群集と同様な管理が行なわれている。逗子司写内や横浜市南

部のミズキ群落は台地の急斜面の露岩地等に生育していて，樹高も19mに達する高木林である。

夏緑広葉樹林としては川崎30km圏では比較的面積は限られている。ミズキ群落は千葉地区から

は資料が得られなかった。

　　2Dマテバシイ植林

　　　　Pαsαπεα　e¢置π琵s麟Forst

　マテバシイ植林は三浦半島の横須賀市に現存する。丘陵や台地の斜醐に8～10mで比較的樹高

の低い密生した樹林をつくるが，その面積は狭小である。

　マテバシイの植林地はその利用などからみても沿岸部の温暖な地域に限定されるようである。

最近，マテバシイの強壮な性質を利用して街路樹あるいは公園緑化樹木として使われているが，

植林としての群落形成は少ない。

　　22）スギ，ヒノキ植林

　　　　Or〃pfo7πθrεαノαpoπεcα，　C九α7παθc〃Pω’εs　oわ’配sα一Forst

　スギやヒノキは最も有用な樹木として立地条件が許すかぎり広く植栽されている。川崎周辺区

域における植栽地は比較的・1・規模であり数10ヘクタールに及ぶような植林地は少ない。

　多摩丘陵地内では針葉樹の植林はきわめて小規模で，谷頭や丘陵鳥山に点々と杢i三育するに過ぎ

ない。三浦半島地域ではスギーヒノキ植林地は葡積もややまとまったものがみられる。温暖な気

候に助けられて林床植物の種類も多く，植生高の高い群落が見られる。

　　23）ク日マツ植林

　　　　P加π8孟加επδθrρε」・For航

　クロマツは近年まで有用材として広く植栽されており，川崎周辺域では，内陸都にいたるまで

植林地が点在している。これら内陸部のクロマツ林は爾積はせまく丘陵や台地上に現存する。ま

た特別な例としてはゴルフ場の中にクロマツ植林がみられる場合もかなり多い。

　広い面積をもつクロマツ林は海岸部に多く横須賀市，三浦衛，鎌倉市，藤沢市などには植栽お

よび半自然のクロマツ林が帯状に配分されている。

　24）アカマツ植林

　　　PεππS　4θπ8ε1『ZOrα輔Forst

アカマツは有用針葉樹の中でもきびしい立地で生育できる種であり，各地の荒廃地等にも広く
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植栽されていた樹種である。

　川崎周辺地域では，市街地を除いた各地区にアカマツ植林が現存していた。しかし現存林分は

限られている。内陸部では多摩丘陵の尾根部などに植林地が見られた。

　　25）オオシマザクラ，ヤマザクラ植林

　　　　」Prππ麗8　Zαππθ8εαπα，　Pr配ππSノα㎜α8α髭冴rα・Forst

　オオシマザクラ植林は製炭が盛んに行われた三浦半島中部などをこ現存する。最も広いのは大楠

山の山腹部付近である。木炭材として高く評価されたオオシマザクラを主とする夏緑広葉樹林で，

オニシバリーコナラ群集などと隣接している。

　　26）モウソウチク，マダケ群落

　　　　P1己〃〃osfαcん〃8んθ♂θroc〃cJαf．、ρ郡6θscεπ8，　Pゐ〃π08オα¢ん〃8δαηめ麗80掘θs・Bestand

　モウソウチクやマダケは有用な三三として古くから広く利用されてきた。そのためにモウソウ

チク林やマダケ林は川崎周辺地域セこも市街」也を除いては広く現存植分がみられる。

　横浜市港北区，緑区などには，近郊農業としてたけのこ生塵用のモウソウチク林がかなり広い

面積で点在する。川崎市では丘陵下部の集落の裂山などに小面積の林分力え点在する。

　モウソウチク林，マダケ林の生育地は，基盤となる地層の上に土壌が厚く被った適湿地である。

　　27）メダケ群落

　　　　Pεεεoδ護αsε麗8　sj7ηoπεε御GeseUschaft

　メダケは地下茎を伸ばすのに排水良好な適湿ないしやや湿性立地を好み，小河川縁や海岸崖地

などに密生した群落をつくる。

　内陸部では河川改修などのために小河川沿いのメダケ群落はほとんどみられなくなってしまっ

ている。1：100000の現存繊生図に表されるほどの｝面積をもつメダケ群落はきわめて少ない。

沿岸部では，三浦半島のメダケ林は小河川沿いの過湿地や土壌の厚く積った崖地などに密生した

群落がみられる。三浦半島南部では防風の機能ももっこの群落は帯状に配列されている。

　　28）アズマネザザーススキ群集

　　　　Ar騒ndinaτio・MiscaRthetum　sinensis

　アズマネザサーススキ群集は関東以北のヤブツバキクラスに広く発達する高茎の草本群落であ

る。アズマネザサーススキ群集は川崎市周辺地域で最も一般的で，かつ広い三三を占めている草

本群落である。市街地を除いた各地で沖積地の空地，丘陵，台地の斜面部，河川の堤防，海岸の

断崖地，道路，鉄道ののり面などに分布している。また最近，耕作を中止した田畑，数年を経過

した造成地などにもアズマネザサーススキ群集がみられる。
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　　29）チガヤ群落

　　　　加Pθrα加e〃伽drεcαvar・ん。θη」ρεε・Gese韮lsckaft

　チガヤ群落は耕作が中止されて放棄された畑地や草刈が頻繁に行われる草地などに見ることが

できる。この群落の小さな植分は農村部では点々と小面積で現存するが，いずれも現存植生図上

に．表わされるほどの獅積を占めていない。

　多摩川，鶴見川および江戸川などの大河川の堤防はコンクリートで固められ，草地部分は1年

に5回以上も草刈りをされる。そのため，アズマネザサや低木などが生育困難となり，チガヤ群

落が帯状に配列している。

　　3のシバ群団（：ゴルフ場を含む）

　　　　Zoysion　japo烈icae（Rase益inkl・Gol窒一P至…itze）

　シバ草地は自然には海岸の崖下などに群落をつくる。また丘陵地の農道などにも半自然のシバ

群落が生育する。しかし，最も広い面積をしめるのはゴルフ場であり，その他にも公園地や庭園

地にも生育地がある。自然および半自然のシバ群落は現存植生図に表わされるほどの而積はない。

ゴルフ場は広大なシバ群落の現存植生生育地であり集約的な管理によって群落が持続される。公

園地，庭園，あるいは野球場などの施設にもまとまった面積のシバ群落がみられる。

　　31）iヨモギ群落

　　　　ムrfe而8」αprεπC¢PS・Gesel】sc擬afも

　都市周辺では土壌は常に人為的な影響下にあって，撹乱されたり，有機物の供給を受けて富栄

養になったりする。またごみ投棄，刈り取り，火入れ，踏みつけなどによる植物への影響も持続

的に与えられる。ヨモギ群落としてまとめられる植生はこのような都市周辺で，住宅や工場の空

地，鉄道沿線や河岸堤防，農道わきなどで生育する。

　川崎周辺では横浜，川崎，東：京の沖積低地部に広く点在している。富岡埋立地，東京湾15号埋

立地，大井ふ頭などには埋立地のほぼ全面をおおうほどの広い面積で生育している。埋立地では

セイタカアワダチソウを混生するヨモギ群落がみられた。

　　32）クズーカナムグラ群集（マント群落）

　　　　PUerar童。　lObatae－HU皿u蓋etU猟ScaRδenS　U．a・（Ma蔦te重geSellSChaften）

　クズーカナムグラ群集，ヤブガラシ群落，トコロ群落などいわゆるマント群落は1つの凡例と

してまとめられた。

　クズーカナムグラ群集などは多くの場合，林縁部などに帯状に生育している。林縁部のマント

群落は現存植生図上には表されなかった。

　広い面積のクズーカナムグラ群集は造成地，道路や鉄道ののり面などの土壌を携乱されたあと
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に生育する。蝿予後，数年後にクズが一回目蔓延した群落がつくられる。このほかにも横浜市内

の耕作放棄をした畑地にはクズのきわめて優占するマント群落が配分される。

　　33）べニバナボ日ギクーダンドボ山ギク群集（伐り跡群落）

　　　　Crassocepha監um　crep隻dioides一£rechit圭tes　hieraci£01ia・Ass．

　　　　（Ka難lschlaggesellsc蓑a麦t）

　森林を皆伐した跡に生育する伐跡群落は帰化植物の優占するベニバナボロギクーダンドボロギ

ク群集に代表される植物群落の凡例にまとめられた。

　川崎周辺域では三跡群落はベニバナボロギクのほとんど混生しないダンドボロギク群落やシラ

ヤマギク群落などが知られている。クヌ四一コナラ群集の伐採跡地は多くの場合，シラヤマギク

ーコナラ群落などの萌芽林となる場合が多い。二：ヒ地造成を目的とした皆伐は時期をかまわずに行

なわれるのでダンドボロギク，ベニバナボロギクが優占する群落となる。川崎市周辺では比較的

少なく，川崎市多摩区にわずかに現存していた。ベユバナボロギクーダンドボロギク群集は存続

する期間が短かく，数年のうちに他の群落にかわり，あるいは造成される場含が多い。

　　34）イヌビエーオオクサキビ群落

　　　　Ecゐεπoc～oα　crμ8鱒9απε騨Pαπεcπηε　｛泥。ん。ご。〃寵1「Zor麗ηzのGesellschaft

　埋立地などの固結した未熟土の上に生育している！年生草本雑草群落であり，塊立後数年の立

地にみられる。

　川崎周辺域には埋立地がきわめて広い面積を占めており，工場などの産業地として利用される

までイヌビエー催眠クサキビ群落で代表される埋立地雑草群落の生育地となる。

　　35）メヒシバーエノコログサ群落

　　　　0ε9εfαrεααd8eθπdθπ8・Sθオαrεα〃εrεdε8－Gesel艮schaft

　メヒシバーエノコログサ群落は人：為的な掩乱が行なわれているような立地にみられる1年生草

本植物群落である。メヒシバーエノコログサ群落は砂質の貧養な土地に生育し，その立地はしぼ

しぼ乾燥し固結する。

　主な現存植生域は千葉県側の海岸埋立地であるQ

　　36）オニウシノケゲサ群落　他（外来牧草吹付け地，牧草地など）

　　　アθ8fπcααrππ｛涜πα¢θα卿GeseUsc｝蓋a歪t　u．　a．（Durck　Spritzveyfahrell　mit

　　　ausl琶RdischeR　Gr苞se蔦anges翫e　Fl義chen，　Klunst・Wiesen　u．　a．）

　オニウシノケグサ群落，シナダレスズメガや群落，ネズミムギ群落などの外来イネ科植物群落

の現存植生は調査した各地域にみられた。その主なものは，河川の堤防，道路ののり面，鉄道の
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のり面，新しい造成地の斜面などである。これらは，いずれの場合も比較的幅のせまい斜面を線

状に被っているために，　1：100000の縮尺の現存植生図上にはきわめてわずかしか示されてい

ないことになる。

　シナダレスズメガや群落は播種されてから10年も経ない問に，アズマネザサーススキ群集，あ

るいはクズーカナムグラ群集へと遷移が進行し，そのために，現存植生は遷移途上の群落が少な

くない。

　　37）カラスビシャクーニシキソウ群集（耕作畑地雑草群落）

　　　　P圭ne董lia　terl塾a重a●EUp量塾Orbia　pSeUdOChamaeSyCe鱒ASS．

　　　　（Acker－UIlkrautgesellschafも）

　畑地の雑草群落はすべてカラスビシャクーニシキソウ群集の凡例にまとめられた。調査地域内

に広く配分されている。市街地区域を除く沖積地にも山」也にも分布し，面積もかなりまとまって

いる。

　なお常緑果樹園，落葉果樹園，苗圃がこの群集に包含されている。

　　38）議ブナグサーヨシ群落

　　　　丑r仇orαエ。π配8pi伽8・Pゐγα9瞬fe3α騒sかα‘ε8・Gese玉玉schaft

　水田の耕作が中止された跡にはコブナグサーヨシ群落およびアシボソ群落が生育する。コブナ

グサーヨシ群落は耕作放棄後も立地の水位がなお保持されている場合に多くみられ，州崎や横浜

市の丘陵地に点在する。ミゾソバーアシボソ群落は耕作放棄後，湛水をしなくなった場所に生育

している。

　　39）ウリカワーコナギ群集（水田雑草群落）

　　　　Sagittar皇。・Mo難ochorietum（Reisfelδ・Unkra翌tgesel叢schaft）

　水田雑草群落のウリカワーコナギ群集は川崎周辺地域の市街地を除く各地にわたって広く配分

されている。鶴見川や多摩川の沖積地にはまとまった面積のウリカワーコナギ群集が現存する。

丘陵内の開析谷に樹枝状の形でウリカワーコナギ群集が分布している。

狙　その他

　　Sonstiges

　40）公園・環境保全林・苗圃などの植栽地

　　　Parkanlagen，　Umwe蒐tschutzw益lder，　Baumscレulen腱．　a．　bepfia狙zte　Fl銭chen

植栽地の凡例には都市公園，工場などの保全林などがまとめて図示された。都市の中のグリー
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ンベルト，児童公園，小公園などは多くの場合亜高木や低木をまぼらに髄えて，その樹下は各種

の活動に利用される。小公園など面積はきわめて小さい植栽地である。最近の環境条例などに基

づく環境保全林は大工場の構内等に数か所が図示される。広大な工場地の面積に比較して狭小で

ある。環境保全林は沿岸部の埋立地などに新設された工揚地内に現存域があるQ

　これらの植栽地は州崎周辺域では分布が少なく面積もせまい。

　　41）緑の多い住宅地

　　　　An　Gr極n艶chen　reiche　S隻eδlu恥gen

　川崎周辺地域で最も而積の広いのは住宅地および緑の多い住宅地である。緑の多い住宅地とし

て表されたのは高木がかなり多く植栽されている住宅地あるいは屋敷林をもつ集落である。1：

100000の植生図上では／」・公園やグリーンベルトなども緑の多い住宅地の凡例に含められた。

　　42）住宅地および市街地

　　　　Siedlu狼gen，　F蓋ecken

　住宅地および商業地などの市街地がこの凡例にまとめられる。東京都の中心部を含む調査地域

内では住宅地および市街地が最も広い面積を占める。

　江戸川放水路から鶴見川にいたる沿岸部低地には特に市街地が広範闘にわたって連続している。

これら低平地の市街地では狭い土地に建造物が密集する場合が多い。しかも都心部では建造物の

高層化がすすみ，稠密な人口集中がうかがわれる。沖積低地で飽和状態となった市街地は各河川

沿いに広がり，さらには台地上，丘陵上へと連続的にのびている。これら市街地では前述（P．23）

の特殊な都市環境に大きな影響を受けている。

　　43）工場地

　　　　Fabr隻ken

　工場地の凡例には工場用地として利用されている土地の外に資材羅場，モータープール，操車

場，港湾設備等が含められる。川崎周辺地域では，これら二［：場用地は主として沿岸地帯に偏って

いる。工場用地は植物群落の上からみれぽ，現在のところほとんど無植生地に近く，局地的に雑

草が生育しているに過ぎない。

　現代の機械による土地造成はきわめて大規模に行われ，台地や丘陵を大幅にけずりとってなら

されていく。そのために表土はもとより，地形までが大きく変容されている。したがって造成地

は無植生の工場用地と類似する点がある。大規模な土地造成地は海岸の埋立地，横浜南部にみら

れる。
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　　44）造成地・埋立地

　　　　Neuba鰭s七e茎1e獄，　Ne職e　ha皿dgewinnungsfl註cken

　沿岸部の海中砂土の吹上げによって造成された埋立地および大型機械によって表土を動かされ

た造成地がこの凡例にまとめられた。砂土吹き上げ後，臼が浅く，植物群落が見られない埋立地

は富岡埋立地，大黒埋立地，東扇島の東部，豊洲ふ頭，江戸川区埋立地，袖ケ浦埋立地などに広

い面積を占めている。

　これらの埋立地は現在無植生でも砂土吹上後数年のうちに植物の生育が可能となり，立地に応

じた草本植物群落が成立するQ

　内陸部での大規模な造成地は，ふつう台地や丘陵の地形を変容して進行する。横浜市内の丘陵

部に広い面積の造成地が目立つ。

　　45）自然裸地

　　　　Na毛種rlich　vegetatious隻ose飛　F磁che薮

　自然条件がきびしいために植物の生育ができない無植生地は自然裸地として図示される。川崎

周辺域では海岸の砂洲および河川の砂礫地に自然裸地がみられた。

　富津岬の先端は典型的な砂i嚇が第一海塗にむかって伸びている。この砂畷；は海流の影響で常に

砂が内湾側で堆積し，湾の南側では侵食されて立地は不安定であり，植物が生育できず自然の裸

地となっている。

　多摩川一ド流部の東京都側には東京湾の干満によって冠水する砂洲があり，ここも自然裸地とな

っている。

　その他，外海に面した砂丘の最前端で，砂の移動が激しい立地にも自然裸地が分布する。相模

湾の鮫島などの岩礁も自然裸地である。

　　46）開放水域

　　　　Offene　Wasseτfl琶che駐

　河川の流路，貯水池，用水，海域などが開放水域として表わされる。1：100000では小河川

や用水などは細かすぎて地図上に表わすことができなかった。

　砂土吹上によって灘立てが進行中の海域は地形図上の表示にしたがい，水域として表わされて

いる。

〔2〕　川崎周辺植生自然度図（！：100000）

川崎周辺圏30kmの植を1毒1然度はp．154の凡例に示されているg
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　Tab．69調査地域内
Vegetationskundliche　Ubersicht　auf

群 落　名　Na搬e　d．　Gese工1schafεen 主　　　　要

ヤブコウジースダジイ群集 スダジイ、モチノキ、ピサカキ、アカガシ、

ホソバカナワラビースダジイ群集 スダジイ、アカガシ、イヌマキ、テイカカズラ、

イノデータブ群集 タブ．ノキ、シロダモ、ヤブニッケイ、アオキ、

シラカシ群集 シラカシ、ケヤキ、アオキ、イヌガヤ、

マサキートベラ群集 マルバ．ノシャリンパイ、トベラ、マサキ、

ヤブツバキクラス域 イロハモミジーケヤキ群集 ケヤキ、イロハモミジ、ウラジロガシ、

自然植生 コクサギーケヤキ群集 ケヤキ、ミズキ、アプラチャン．、ムクノキ、

オニスゲーハンノキ群集 ハンノキ、イボタノ’キ、．ノイバラ、オニスゲ、

Na樋rhche イヌコリヤナギ群集他 イヌコリヤナギ、タチヤナギ、コゴメヤナギ、

Vegetation ハマボウフウクラス 十字シバ、コウボウムギ、ハマグルマ、

vom ウラギククラス他 ウラギク、シオクグ、アイアシ、

Came貝ietea イソギクーハチジョウススキ群集他（ボタンボウフウ群懇〉 ハチジョウ．ススキ、ボタンボウフウ、
｝apomcae｝ オギーヨシ群鑓 オギ、ヨシ、スギナ、クサヨシ、ノウルシ、
Gebiet

ウキヤガラーマコモ群集 マコモ、ヨシ、ウキヤガラ、カンガレイ、

コウキクサクラス、ヒルムシロクラス コウキクサ、アオウキクサ、ウキクサ、

オニシバリーコナラ群集 コナラ、アカメガシワ、イヌビワ、

クヌギーコナラ群集 コナラ、　クヌギ、　イヌシデ、エゴノキ、

シロダモーアオキ群落 シロダモ、アオキ、ヤブラン．、ベニシダ、

ミズキ群落 ミズキ、ヤブデマリ、ハナイカダ、ウツギ、

ハゼノキーカラスザンショウ群落 ヵラスザンショウ、ハゼ、ケヤキ・、

ヌルデ群落他（低木マント群落） ヌルデ、クサギ、ハコネウツギ、ハゼノキ、

メダケ群落 メダケ、イヌビワ、タブノキ、スイカズラ、

ヤブッバキクラス域 クズーカナムグラ群集 クズ、カナムグラ、アキ・．ノノゲシ、

代償植生 アズマネザサーススキ群集他 ススキ、アズマネザザ、トダシバ、

シバ群落 シバ、　ヒメヤブラン、ハイメドハギ、

Ersatzgesellschaften セイタカアワダチソウーオオアワダチソウ群落 セイタカアワダチソウ、オォアワダチソウ、

vom ヨモギ群落 ヨモギ、チカラシバ、アレチマツヨイグサ、

Ca　me　l　l　i　e　t　e　a カゼクサーオオバコ群集 オオバコ、カゼクサ、アキメヒシバ、オヒシバ、

japonicae一 ベニバナボ配送クーダンドボロギク群集 ベニバナボ二等ク、ヤクシソウ、タケユグサ、
Gebiet

ヒメムカシヨモ会心オオアレチノギク群落 オオアレチ．ノギク、ヒメムカシヨモギ、

カラスビシャクーニシキ・ソウ：群集 ハコベ、．ノゲシ、ホトケノザ、イヌビユ、

コブナグサーヨシ群落他 ヨシ、チゴザサ、コブナグサ、セリ、アシボソ、

ウリカワーコナギ群集他 コナギ、ウリカワ、セ弓、ホシクサ、イボクサ、

イヌビエ一箇オクサキビ群落他 メヒシバ、オヒシバ、イヌビエ、オオクサキビ、

マテバシイ植林 マテバシイ

クスノキ植林 クスノキ

クロマツ植林 クロマツ

植栽地
アカマツ植林 アカマツ

スギ、ヒノキ植林 スギ、ヒノキ
Forste　u， オオシマザクラ植林 オオシマザクラ
Bepflanzte

マダケ、モウソウチク植林 マダケ、モウソウチク
Fi謹chen

果：樹醤、茶畑、苗圃 カキ、クリ、ブドウ、ナシ、チャ．ノキ、

外来イネ科牧草播種地・ オニウシノケグサ、シナダレスズメガヤ、
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の　植生概要
dem　unteysuchten　Gebiet

構 成 種 Wichtige　Arten

テイカカズラ、ベニシダ、ヤブコウジ

フウトウカズラ、ジュズネノキ、ホソバカナワラビ

ヤツデ、イノデ、キチジョウソウ、オオバジャノヒゲ

ナンテン、シニロ、カプダチジャノヒゲ、ヤマイタチシダ

ヒメユズリハ、オオバイボタ、オニヤブソテツ、ツワブキ

シロダモ、イヌガヤ、アオキ、オオパノイノモトソウ、ヤブソテツ

ミツバウツギ、コクサギ、イチリンソウ、ニリンソウ

ミヤマシラスゲ、白シ、サヤヌカグサ

カキドオシ、コモチマンネングサ、クサヨシ

ハマボウフウ、ハマヒルガオ、ハマニガナ、．ケカモノハシ

ホソバノハマアカザ、ホコガタアカザ、ウシオツメクサ

ヒゲスゲ、イソギク、ハマカンゾウ、タイトゴメ、ラセイタソウ

セリ、ヨモギ、ヤブガラシ

ヒメガマ

ヒシ、ヤナギモ、エビモ

オオシマザクラ、ハゼノキ、スダジイ

ヤマコウパシ、コゴメウツギ、アズマネザサ、シラヤマギク、ケスゲ

カプダチジャノヒゲ

アオキ、クマワラビ、オオバジャノヒゲ、イヌショウマ

タブノキ、シロダモ、アオキ、キチジョウソウ、イノデ

カラスザンシ・ヨウ、キブシ、タラノキ、ニワトコ

ヘクソカズラ、ツルウメモドキ・

ヘクソカズラ、ノブドウ、ヤブガラシ、ヨモギ、カモジグサ

ミツバツチグリ、ニガナ、チガヤ、イタドり

チドメグサ、カゼクサ、シロツメクサ

ヨモギ、トダシバ、ヘクソカズラ、ヤプガラシ

コセンダングサ、エノコログサ　ケアリタソウ

メヒシバ、クサイ

ヒヨドリバナ、ダンドポロギク、オトコエシ

ヒメジョオン、ハルジオン

カラスビシャク、カタバミ、カヤツリグサ、メヒシバ

サヤヌカグサ、ムツオレグサ、ミゾソバ

ケイヌビエ、スズメノテッポウ、カズノコグサ

オオイヌタデ、シロザ、アキノエノコログサ

ホソムギ、カモガヤ、オオアワガエり

三主歪な分布地R。。ptfund・rte

皇居、鎌倉市長谷、扇ケ谷

逗子市神武寺、富津市竹岡、富山町岩井

浜離宮、観音崎、鎌倉市

川崎市高津区、町珊市野保田町、高座郡綾瀬町

葉山町長者ケ崎、逗子市ノ」寸平

逗子市池子、鎌倉市

用騎市多摩区、高津区

川崎市生田緑地

多摩川

富津岬、横須賀市津久井浜’

多摩糾、小櫃川河口付近

葉山町長者ケ崎、観音崎

多摩川

江戸川、小糸川河口付近

川崎市、府中市、横浜言｛f金沢区

、鎌倉市、逗子市、葉山町

川崎市丁寧区、稲城市、横浜市戸塚区、金沢区

逗子市池子、横須賀市大楠出

横浜市金沢区

横須賀市太田和衣笠町、大楠山、葉山町

横浜市磯子磁、葉山晦、横須賀市田浦町他

州須賀市太田和

横須賀市大矢部町、鎌倉市二階堂他

葉山町宝金山、　横二頁賀市立石

　　各ゴルフ場、羽田空港、横浜市金沢区夏島町

東京都世田谷区給田、江戸川区新田

逗子市池子、横須賀市衣笠町他（随所）

多摩川、荒川河川敷のグランド地

逗子市沼間他

下記の畑耕作地帯の一部

高座郡綾瀬町、横浜市緑区、戸塚区他

下記の水田地帯の一．一部

横浜市緑区、町田市野保田町、富津市、木更津他

．東京湾臨海埋立地

横須賀市池田町、富津市二問塚

横浜市保土ケ谷区

鎌倉市極楽寺、相模平野、座間衛、大和宵、富津蝉

町田帯成瀬他

逗子市森戸1畦周辺こ横浜市緑区、旭区

葉山町堀内、二子山．横須賀四大楠山

横須．賀市阿部倉町、横浜市β塚区、緑区

稲城市、横浜市緑区

横須賀市大矢部町などの造成地法面
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Tab．70植生自然度図凡例　Legende　des　Na紺rlichkeitgrades　der　Vegetation

植生自然度
Nat敬lich，
keitsgrad　der
VegetatiQn

X

　概　　　　要

Vegetationsformen

自然草原

　現存植生図凡例適応群落
Erlautertmgen　zur　Karte
‘‘ mat琶rlichkeitsgrad　der
Vegetation”u。　Gesellschaften

ハマボウフウクラス

ウラギククラス

ボタソボウフウクラス

オギ一五シ群団

ウキヤガラーマコモ群集他
コウキクサクラス，ヒルムシロク
　ラス

鋳

Bemerkunge且

考

自然植生のうち単層の植物群

落を形成する植分

自然林（極相林ま

たはそれに近い群

落構成を示す天然

林）

ヤブコウジースダジイ群集

ホソバカナワラビースダジイ群集

イノデータブ群集

マサキートベラ群集

シラカシ群集

イロハモミジーケヤキ群集

オニスゲーハソノキ群集

イヌコリヤナギ群集他（ヤナギ林）

自然植生のうち多層の植物群

落を形成する軍職

二次林（自然林に

近い林分）

ヤブコウジースダジイ群集萌芽林

シロダモーアオキ群落

覇　　　二次林 ク・ギー・ナラ群集　　　1
一口ノキーカラスザンショウ群落1
　及びミズキ群落
オオシマザクラ植林

造林地

V 　二次草原（草丈の1
　高い草原）

w 脹灘）鰍の

m

皿

農耕地（樹園地）

（緑の多い住宅地）

農耕地（水田・畑

地）空地

1 甫街地
造成地

マテバシイ植林

スギ，ヒノキ植林

クロマツ植林

アカマツ植林

モウソウチク，マダケ林

メダケ群落

アズマネザサーススキ群集

チガヤーススキ群落

クズーカナムグラ群集

シバ群団
カゼクサーオオバコ群集

常緑果樹園
茶園
公園，環境保金林
苗圃などの植栽地

ウリカワーコナギ群集
イヌビエーオオクサキビ群落
オニウシノケグサ群落地

市街地
造成地
工場地

代償植生であっても，特に自

然植生に近い言分

一般に二次林とよばれる代償

植生二分

常緑針葉樹，落葉針葉樹，常

緑広葉樹等の植林

丈の高い多年生草原

丈の低い多年生草原

樹園選分

水田，畑地などの耕作地。
緑の多い佐宅地（緑被率60％
以上）一年生雑草群落

無植生地や植生がほとんど発
達していない立地
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　今圃の調査対象地域の大部分は低植生自然度地域がきわめて広く東京湾沿岸をおおっている。

　植生自然度X及び】Xの地域は自然植生分布域として環境保全林・環境保全緑地としてのモデル

ケースとなるだけではなく，自然環境診断の指標とされる。植生自然度Xは河辺，海岸砂丘，海

岸岩壁などに細く帯状にみられる。植生自然度D（地域は爾積が狭いため植生図上では点在するに

すぎない。

　植生自然度鴨とWの地域は放置されることにより自然林に移行することもでき，また人間の影

響に対しある程度耐久度があるため自然公園への利用などに適する。植生自然度図一ヒでは，狭い

面積ながら内陸部や植生自然度1～皿地域に接してみられる。

　植生自然度V【地域はWとM駈地域と同じ程度に自然度の高い地域もあり一概に雷えないが，楠林

あるいは造林地ということでまとめられている。内陸部に広い面積を占めている。

　植生自然度V地域は人為的影響に対し，∬～】Vと同程度に強い。したがって開発の場に利用さ

れたりレクリエーション地域として使われることが多い。広い而積で広がる地域はないが，自然

度1，L通の地域に接してみられる◎

　植生自然度W地域は，代償植生として考える際に面積が狭いが縮尺1：100000の植生1台然度

図上にはゴルフ場などのまとまった而積の半分が示されている。

　植生自然度皿，頁地域は，1地域についで川崎周辺30km地域ではもっとも広い而積を占めて

いる。台地上や沖積地が∬，画地域で示される。

　植生自然度1地域は東京・川崎・横浜の大部分を占め，さらに東京湾沿岸は1地域で占められ

る。川崎周辺30km圏がいかに人為的影響が強く加えられている地域か理解される。

　〔3〕　川崎市現存植生図（！：30000）

　1971年目作成された現存植生図（1：30000）と比較して1978年の現存植生図は（1：30000）

以下の点で大きな違いがみられる。まず，川崎市北西部の丘陵地での変化で，二次林，ススキ草

原，ウリカワーコナギ群集，クズーカナムグラ群集などの植生域が少なくなり，それに代って住

宅地および造成地の面積が拡大されている。

　1971年の時点では川崎市高津区に広大な造成地が分布していたが現在では高津区及び多摩区の

奥にまで及んでいる。

A　自然植生　Nat聾rl呈che　VegetatioR

　沖積低地となだらかな丘陵地からなる川崎市は古くから人間の定住の場となっていたために自

然植生の残存穂分はきわめて少ない。特に森林自然植生は著しく少なく全市域の1／100にも満た

ない。多摩川河辺の自然草原にも最近は人為的影響が強く及び自然植生域が狭められてきている。
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植生図の上では自然植生が実際よりやや面積を広く表記されている。

　　1）　ヤブ：コウジースダジイ群集

　　　　Arδis蚤。－Castanopsietum　siebold量i

　沿岸部…帯が沖積低地で占められている川崎市内ではやブコウジースダジイ群集の潜在自然植

生域は下末音台地だけに限定されている。現存植生は海岸から4．5km内陸へはいった幸区に2

か所と海岸から7．5kmはいった中原区に1か所の林分がある。いずれも下末吉台地の斜面に生

育しており，林分の画積は，500m2程度の狭いものである。群集生育地はローム層が比較的厚く，

第3紀層やその一ヒの砂礫願が露渇することはない。市内のヤブコウジースダジイ群集はいずれも

アカガシで区分されるアカガシ亜群集と判定されるが，時にはシラカシを混生することもある。

幸区にある林分は7，8世紀につくられたという白山古墳に連なる台地にあってよく保存がはか

られている。

　　2）　シラカシ群集ケヤキ亜群集

　　　　Quercetum　myrsinaefoiiae，　Subass．　vo無Zelkova　serrata

　シラカシ群集ケヤキ亜群集は沖積地の旧自然堤防上と多摩丘陵の斜画に現存する。沖積地では

海岸（埋立前の大師河原）から約7km内陸へはいった中原区の春日神社社叢がシラカシ群集ケ

や荊1琶群集である。この林内は市内の沖積低地の潜在自然植生を考察する際の重：要な鍵である。

沖積低地の古い集落には屋敷林としてケヤキの混生するシラカシの木立はあるがいずれも面積，

構成種，階層構造などが自然植生とする条件に足りない。

　丘陵地のシラカシ群集ケヤキ亜群集は中原区ジ・1二田（海岸から約6km）以北に点々と現存植分

がみられる。特にまとまっているのは東名高速道路が低地から丘陵にかかるあたりで，標高差25

mの丘陵北面にひろがっている。ケヤキ亜群集はシラカシ群集の3つの亜群集のうち最も広い植

生域が観察された。

　　3）　シラカシ群集　典型亜群集

　　　　Quercet猛芝nmyrsi筑aefol量ae，嬰ypisc数eSubass．

　シラカシ群集典型亜群集の潜在植生域は，川崎市内では多摩丘陵の地域であり，丘陵上や斜面

にある。現存植生は多摩区長尾にかなりまとまった林分があり，神奈川県の天然記念物に指定さ

れている。小谷戸の反対側には私有地内にもシラカシ群集典型琵巨群集があって両方をあわせると

現存林分の面積は約4haにおよぶ。

　関東地方ではシラカシ群集典型亜群集の林分は比較的少ないが，それは典型飛群集の立地が早

くから醐発されていたためと考えられている。丘陵の平坦爾はローーム脳も厚くその上に形成され

た土壌は深い。畏尾の土壌断面では，表層に6cmの落葉腰が観察され，その下にA，　Bl轡あわ
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せて60cmから70cmのクロボク土壌がみられた。

　　4）　シラカシ群集モミ亜群集

　　　　Quercetum烈yrs巌aefol隻ae，　Subass．　vo汎Abies　firma

　シラカシ群集モミ亜群集の潜在自然植生域は丘陵の尾根部や急斜面である。現存植生の山分は

多摩区：の丘陵地に点在している。多くの場合，本四群集はクヌギーコナラ群集やアカマツ植林に

隣接して，きわめて小面積で帯状の群落となっている。

　シラカシ群集モミ亜群集は区分種のモミは禽用木であって戦中，戦後に盛んに伐採が行なわれ

た。またここ10数年来，尾根上のモミの高木の枯死がめだっている。そのためにモミ亜群集の判

定はモミのほかにアラカシ，ネジキ，ヤマツツジ，チゴユリなどが区分種となる。モミ玉1巨群集の

植生域では立川ローム層や多摩ローム層がうすく下部の砂礫層や第3紀の露｝」：1がしぼしぼ観察さ

れる。そのために潜在立地は，やや乾燥し土壌層の浅い多摩区の尾根部などにみられる。

　　5）　コクサギーケヤキ群集

　　　　Orixo－Ze韮kovetum　serraもae

　コクサギーケヤキ群集の存在は1960年代から提示されていた。しかし，群落の実体が組成表と

共に示されたのは1974年である。コクサギーケヤキ群集は相観的にはシラカシ群集ケヤキ亜群集

に類似している。したがって群落の最盛期（4月から5月）の短期間に植生調査をすることによ

って群集を判定することが必要である。

　コクサギーケヤキ群集の現存植生は多摩区黒川の三沢川上流と多摩区長尾，高津区初山の小谷

頭にみられた。これらの林分は古くからの人為的影響によって面積はせぽめられ，構成種にも他

群落からの混入がみられる。植生域の立地は崩壌したローム層の混じた黒ボク＝1：壌で適湿ないし

はやや湿潤である。

　　6）　オ漏スゲーハンノキ群集

　　　　Carici・Alnetum　japonicae

　関東地方における湿生ハンノキ林は各地から点々と報じられていたが，近年オニスゲーハンノ

キ群集としてまとめられた（奥田1978）。本来の植生域は丘陵内の谷戸の低湿地あるいは貯水池

の辺縁部である。潜在自然植生域は水田の適地であって弥生時代から開発されていたために残存

林分はきわめて少ない。

　川崎市内の現存林分は多摩区生田に2か所が見られる。丘陵の小支谷の谷頭湧水部分から下方

へ幅約8m，長さ30mほどのきわめて小さな群落で，現存植生図上ではやや広く表されている。

オニスゲーハンノキ群集の残存林分は水位が高く一ト1cm～一7cmほどで・・ンノキの根元はつね

に湧水に浸されている。この植生域は湧水中の酸化鉄の含有鍛が多く，水田として利用できなか
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つた谷戸てある。

　　ア）　ヤナギ林（イヌコりヤナギ群集他）

　　　　SαZjκ一B亘scheu。Whlder（Salicetum三ntegrae　u．a．）

　同辺のイヌコリヤナギ群集およひタチヤナキ’群集などかこのm落に含まれる。多摩川には丸了

橋より士流に中州か発蔑しているか，ヤナキ低木林はこの中州の辺縁や砂礫の士1聾した流路縁に

きわめて小磯秋て点在する。多くの易合，中州の．卜流に面した砂礫堆積物の上に20～30mZの三

角形をした群落を形成する。地図」コには実際よりも両懸を幾分広くして裁されている。

　近年，多1熱川の流量は乎常時をまきわめて少ないか，それても2，3年に1回は洪水位に辻する

出水かある（Flg　83）。出水後には砂州の形は大幅に変わり，申にはまったく姿を消してしまう

群落もある。そのためにイヌコリヤナギ群身、などの低木域は数年を嗣IUIとして常に変化している。

　　8）　オギ群集他（冠水植物群落）

　　　Misca難thet獄職sacchariflor壼　u・a（Auenvegetat玉on）

冠水植物群落としてまとめて三三植生図1に表わされたのは以ドの群落てある。すなわちカズ

ノコグサ一山ワサソ群集，ミソソバ群象，オオクサキヒーヤナキタテ群集，コアカサーオオオナ

　　　　　　　　Fig　83洪水時の劉孚川。オキ措集域か冠水する。

Tamagawa　be1｝lochwasser．　Unter　Wasser　stehendes　Mlscanthetum　saccharlflQrI
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∫鋲＿屍

　　　　　　Fig．84　多摩川河1＝1の塩押1三湿地に生育するウラギククラス（州崎区）。

　　Gut　entwickelte　Vegetation　der　Asteretea　triI）011ian　der　Man（lung　des　Tamagawa

　　（Kawasald－ku）．

モミ群集，アキノエノコログサーコセンダングサ群集，ナガバギシギシ一難シギシ群集，セリー

クサヨシ群集，オギ群集，サンカクイ群落，コウキヤガラ群落，コガマ群落，ヨシ群落などであ

る（富脇・奥田1972）。これらの草本植物群落は多1挙川，鶴見川その他の小河川の流路辺に群落

複合体として帯状に配分されている。また扇、島の埋立地の塩分の低い水湿地にはヨシを主とする

群落やナガバギシギシーギシギシ群集も分布している。

　　g）　ウラギククラス（塩沼地植生）

　　　　Asteretba　t　r三poli呈u・a・（SalzwiesengeseHschafteR）

　ウラギククラスとしてまとめられたのはシオクグ群集，アイアシ群集，ホソバノハマアカザー

ウラギク群落，ウシオツメクサ群落などである。

　塩沼植物群落の現存植生域は多摩川河口部の川崎区中ll￥｛と殿町および東扇島の新しく埋立てら

れた地域に点在している。多摩川は中原区丸子橋までは海水の干満がみられるが，塩沼植生が見

られるのは現在の河口（羽田側の河；コ）から約5．5kmの地点までである。塩沼植物群落の配分

は河流のわずかな変化や水質の変化などによって年々変化している。埋立地では微【旦i地には水が

たまっていつまでも塩分が残留するがそのまわりにドーナツ形にウシオツメクサ群落が，その外

郷にウラギク群落が配分されているg
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　　10）コウキクサクラス，ヒルムシロクラス他（開放：水域植物群落）

　　　　　Lem猟ete＆，　PoもamogetoRetea　u．　a．（Wasse叩f藍anzen・Gesel董scぬafte塾）

　胴放水域植物落として以下の植物群落がまとめられた。アオウキクサーサソショウモ群集，ク

ロモ群落，ヤナギモ群落などである。これらの植物群落が生育しているのは多摩川の流路（多摩

区菅などのミズヒキモ群落），二ヵ領用水（多摩区登戸のセキショウモ群落，多摩区久地のミズ

ヒキモ群落），水田（主として多摩区，高津区，アオウキクサーサンショウモ群集）などである。

多くの場合，これらの群落は10m2にも満たないせまいものであり，地図上への表現は困難であ

り，数か所に代表的に表されている。

　市域金体の連続的な水質の汚濁によって開放水域の植生域は次第にせばめられている。

　　月）コウボウシバ群落他（砂丘植生）

　　　　0αrθκ、ρ麗〃漉α・Gesellschaft（D血nenvegetatioR）

　コウボウシバ群落は三浦半島などでは砂丘後背平坦地で砂の動きがおさまった場所でみられ，

ギョウギシバ群落も砂の固結した人為的影響の多い砂浜に生育している。

　川崎市内のコウボウシバ群落とギョウギシバ群落は多摩川河口音【1（川崎区殿町）と東扇島にき

わめて狭い面積の現存植生域をもっている。東扇島では吹上砂土が間結した砂土の上にコウボウ

シバ群落がみられる。コウボウシバの他にオヒシバなどを混生した群落である。多摩川河口の有

機物の少ない砂土が堆積した上に帯状に生育している。川崎〒1了には延長11．55kmの海岸がある

が，これらはすべて入工海岸であり，鉄とコンクリートで境界されていて，自然の海岸植生の成

立は期待できない。

B　代償植生ErsatzgesellschafteR

　　12）アラカシ群落

　　　　Qπero麗Sρ’απCα一Gese董ISC数aft

　アラカシ群落は多摩区菅の丘陵地に現存植生が数か所見られる。アラカシ群落の生育地は丘陵

の急斜面あるいは尾根部である。ここはローム層がうすくて基盤の第3紀層の生田砂層が露出し

ている場合が多い。アラカシ群落はクヌギーコナラ群集が皆伐された後，いわゆる雑木林の管理

が行われないで，常緑広葉樹類を下刈りしなかった場合にできる群落とみられ，樹高は10mにも

達しない低木林である。アラカシ群落は多摩丘陵地における潜在自然植生を考察する資料として

重要視される。

13）オニシバリーコナラ群集

　　　　Dapkno　pseudo－meze罫eum・Quercetum　serratae
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　オニシバリーコナラ群集はヤブコウジースダジイ群集域の二二次林である。ヤブコウジースダジ

イ群集の潜在自然植生域が少ない川崎市内ではオニシバリーコナラ群集の現存林分はきわめて少

ない。楠生調査の結果では，わずか1植生調査区がオニシバリーコナラ群集と判定されている。

川崎市内のオニシバーリコナラ群集は幸区北加瀬にあってオニシバリ，カラスザンショウを欠き，

アカメガシワなどで区分された。クヌギーコナラ群集域との境界地域にある群集としての特徴を

耶している。

　　縁）ミズキ群落

　　　　Oorπ㏄8　COπ’ア00θr8α鱒Gesellsckaft

　ミズキ群落は幸区北加瀬の下末吉台地斜藺部から多摩区菅の丘陵斜面部にかけて点在する。ミ

ズキの開花期の5月から6月にかけて顕著な季観を示す群落である。了1丁内のミズキ群落は内陸都の

ムクノキーミズキ群落の性格をもち，丘陵の30Q内外の急傾斜地を生育域としている。多摩区長尾

のミズキ群落はシラカシ群集ケヤキ｝1巨群集に隣接していて数10年前の土砂壊呼声に発達した群落

である。また北加瀬の群落はヤブコウジースダジイ群集に接した樹高20mに発達した林分である。

ミズキ群落は各地区に点在するが画積は市全体としては数ヘクタール程度の狭い植生域しかない。

　　15）クヌギーコナラ群集

　　　　Quercetum　acut量ssimo－serratae

　クヌギーコナラ群集は川崎市内の樹林rl・1最も広い傭積を占める植物群落である。台地都および

丘陵地の代償森林植生はほとんどがクヌギーコナラ群集である。南は中原区の台地から北は多摩

区黒川に干るクヌギーコナラ群集は薪炭林としてほぼ類似した管理の下に存続してきた。薪炭林

としての機能が低くなった現在では，黒川あたりでわずかに下草刈り，落葉かきなど従来通りの

管理が行われている。伐採の周期はかつては早いもので8年，おそくても17，8年で，20年を越す

ことは少なかったといわれている。

　20数年前には，連続的に広い門門をもっていたクヌギーコナラ群集も現在では小さく分断され

た形で住宅地に利用されない尾根部や急傾斜面に局地的に残存している。イヌシデ群落は植生図

上ではクヌギーコナラ群集に含めて表示された。

　　16）ノイバラーハンノキ群落

　　　　Ro8α配臨εfJorα・規π配8ノαPOπεCα一Gese董ischa｛t

　川崎骨内の沖積低地にはハンノキが諸所に生育している。特に幸区の北西側から中原区，高津

区にかけて著しい。これらのハンノキはかつての自然堤防の後背地などに生育したものとみられ

ている。

　しかし，ハンノキの群落はきわめて少なく中原区でおよそ600m琶の広さの植生が知られてい
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る。ノイバラーハンノキ群落は住宅地の中にあって，三巴地であり，土壌は湿性である。ノイバ

ラーハソノキ群落は潜在自然植生を考察する際ゴマギーハソノキ群集と対応される。

　　汀）クロマツ植林

　　　　P加駕Sオん郡πbθrσεε一Forst

　有用木としてのクロマツの植林は川崎では比較的少ない。多摩区：黒川に現存する林分がわずか

にみられるにすぎない。なお近年市街地の植栽樹としてもクロマツが使われている。

　　18）アカマツ植林

　　　　P～π配8　dθπ8εfZorα齢】♂0罫st

　アカマツ植林はクロマツ植林に比較して面積も広く高津区と多摩区の丘陵地に背女在していた。

　今日ではアカマツの植林は次第に減少してきている。多摩丘陵の多摩∬而（海抜100m以上）

の尾根部などでローム層がうすい場所では，クヌギーコナラ群集内にアカマツが自然に生え，ア

カマツ植林と類似した相観を示す。

　　19）スギ・ヒノキ植林

　　　　Or〃μωπθrεαノαpoπεcα一C苑α配αθc〃Pαrjs　ob枷sα・Forst

　スギ，ヒノキ，サワラなどの植林は中原区，高津区，多摩区の丘陵地に点々と1雪己分されている。

これらの植林地は，神奈川県西部にみられるような大規模な林地ではなく，丘陵の小さな谷戸1

つを埋めるほどのものからわずか200m2程度のものに過ぎない。クロマツ，アカマツの針葉樹

林に比較するとスギ，ヒノキ植林地は数も多く面積もかなり広いといえる。

　　20）モウソウチク・マダケ林

　　　　P’こ〃Z’08fαc吻8　hθ’θroc〃。’αvar．μわε8eθπs，　P’‘〃Z‘08オαcん〃sδα1π伽80εdθ8・Besta筑d

　モウソウチク林およびマダケ林は中原区から多摩区の全域にかけて配分されている。モウソウ

チクやマダケは食用としてあるいは農業の用材として広い用途をもち，農業とは密接な関係をも

っていたもので，かつては擬家がモウソウチク，マダケ林を保有していた時代がある。このために

現在でも竹林が各地に小而積ずつでも生育している。川崎市内が近郊農業地として，疏菜類や花

卉類を盛んに1二【：｛回していた1950年代までは，高津区や中原区の一部はたけのこの有名な産地であ

った。高津区の向丘周辺のモウソウチク林などはこれらのたけのこの生産竹林のあとである。

　21）ヤダケーメダケ群落

　　　P8θ醐osαsαノμρoπεeα・丑γμπ協παrεαsε7πo纏一Gese監lschaft

ヤダケやメダケは農業用材としての役割ももち，以前の農家周辺にはヤダケ林，メダケ林が広
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く冤られた。現在，農家が激減しそれと共にヤダケ群落，メダケ群落もきわめて少なくなった。

また，10数年前までは：二ヶ領用水などの堤防はメダケ群落で縁どられていて，堤防を防護する役

貝をもっていたが，現在では護岸工事によって殆んど姿を消している。現存のヤダケ，メダケ群

落は農家の屋敷林の一角などにわずかに残っている。幸区，中原区の沖積平地および丘陵地で小

面積の群落が記録された。

　　22）アズマネザサーススキ群集

　　　　Arund圭nario　chino－Miscantheもumsi烈e聡s呈s

　アズマネザサーススキ群集は川崎市内で最も広い而積を占める草原である。農業地域の採草地

から新設された高速道路の法面に到るまでアズマネザサーススキ群集の分布範囲は広い。丘陵地

周辺の採草地は1年に2～4回の草刈りを行うことによって植生高の低い群落となり，反対に放

置されている群落ではアズマネザサの優占する植生高2～3mの群落となる。高速道路や鉄道の

法而には殻初外来のイネ科植物などが植栽されるが，10年を経ないうちにアズマネザサーススキ

群集に遷移する。住宅造成地などでも2～3年放置：されるとススキが侵入してアズマネザサース

スキ群集となる。このようにして，本群集域は地形の改変と関係しながら現存植生域は増減を続

けている。

　　23）チガヤーススキ群落

　　　　∬η3perαεαc〃髭πdrjeαvar．ん。επε9εε一2陞「εscαπ’ん配s　8επθη8ε8・Gese｝lschaft

　ススキ草原でも常に表癩土が動かされたり，年に5，6回刈りとられる草原ではアズマネザサ

は生育せずチガヤ，アレチマツヨイなどが生育する。川崎市内では多摩川や鶴見川の堤防縁に分

布している。堤防の表履土は補強工事などによってよく撹乱され，しかもアズマネザサが生育で

きないほど頻繁に草刈りが行なわれている。市内では湘南地方で記録されたような放棄地のチガ

ヤーススキ群落は比較的少ない。

　　24）シバ群団

　　　　Zoysion　japORicae

　シバ群団としてまとめられたのは，ヒメクグーシバ群落，スズメノヤリーシバ群落などである。

シバ群幽の生育地は畑地周辺の農道，ゴルフ場，市街地の植込などである。シバ群団の市内にお

ける分布は川崎区から多摩区まで全市にわたっている。川崎区では工場の敷地，競馬場，河辺の

公園内に大きな植生域がある。幸区以北では多摩川河川敷などのゴルフ場およびその跡地や公園

が広大なシバ群団地となっている。耕地周辺部の農道のシバ草原は半自然草原であり現存植生図

には表せないほどのわずかな帯状の群落である。浄水場のシバ群団はゴルフ場のシバ草地よりも

さらによく刈りこまれており，群落構成種数が比較的少ない。
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　　25）オニウシノケグサ播種地（外来牧草播種地）他

　　　　刃θs励ααr駕π読παceα・Wiesen（Aus｝註ndisc蓋e　Gr琶sseτ）u．　a．

　中原区以北の高速道路ののり面や造成地の斜繭に多くみられる。群落の広がりは数10メートル

由であり三階のため地形図上ではせまく表わされる。

　オニウシノケグサ播種地のほかにシナダレスズメガや播種地，ウシノケグサ播種地が含まれる。

さらには，川崎区の堤防上のイヌムギ草地およびネズミムギ草地が含まれる。

　　26）クズーカナムゲラ群集他（マント群落）

　　　　Pueraria　lobaもa－Hum繊蓋us　3aponica・Ass．謎．a．（MantelgeseUschaft）

　人為的影響の著しい川崎市内ではいわゆるマント群落，つる植物群落などが表層土の撹乱され

た場所に著しく繁茂している。クズーカナムグラ群集の凡例で表わされた植生はウツギータラノ

キ低木林，クズ群落，カラムシ群落などである。これらのマント群落は耕作放棄をされた畑のあ

と，造成地の周辺などにかなり広い群落をつくる。クズーカナムグラ群集で代表される群落は中

原区：以北に散在し，特に多摩区の宅造地周辺に広い植生域をもつ。

　　27）…ヨモギ群落

　　　　ム吻〃εε8εαprπεeθps・Gesellschaft

　都市の空間地に生育する種々の都市空間雑草群落はまとめてヨモギクラスで表わされている。

スギナーーヨモギ群落，メヒシバーヨモギ群落およびセイタカアワダチソウ群落などがこの凡例に

包含される。

　その他にも土壌掩乱に伴う種々の帰化1復物群落などがこの凡例に含まれる。川崎区から多摩区

に至るまでの住宅地近くに点在する。

　　28）カゼクサーオオバコ群集他（路上雑草群落）

　　　　EragrOSもiO　ferrUgineae－PiaRtagineもUm　aSiatiCae　U．a。

　　　　（「rr量ttgesellschafも）

　この凡例にはカゼクサーオナバコ群集とカワラスゲーオオバコ群集が含まれる。路上雑草群集

の生育域は川崎市内では多食巽川の河川敷に最も広く分布する。河川敷のグラウンド，公園などの

すべてがこの群集生育域に含まれる。さらに市街」也域にある野球場，国外，使用頻度のはげしい

資材徴場，堤防上の道もこれらの群集の生育地である。現存植生図凡例で々まニワホコジーヵゼクサ群

集で示されているが，nxen　1979によリカゼクサーオオバコ群集にまとめられたため表示を変更する。

29）ベニバナボ日ギクーダンドボロギク群集

　　Crassocephalum　crepid玉oiδes・Erechtites康ieracifol量a－Ass．
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　ベニバナボロギクーダンドボロギク群集は針葉樹林や常緑広葉樹林の皆伐地に一時的に広く発

達する群落である。川崎市内では宅地造成などの目的で皆伐されるのは多くの場合，クヌギーコ

ナラ群集である。しかも伐採されたあとは直ちにブルドーザーで造成が開始されるために伐跡群

落が成立することが比較的少ない。クヌギーコナラ群集は冬季に伐採されるとその後にわずかに

ダンドボロギクは生育するがコナラ，エゴノキ，クヌギ，ヤマザクラなどの萌芽再生が著しい。

春季あるいは夏季に伐採された場合シこは萌芽再生力が悪くべニパナボロギクーダンドボロギク群

集が生育するようになる。現存植分は高津区，多摩区：などの丘陵地である。

　　30）ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落

　　　　石吻θroπCαπαdθπSεS・石rεσθroπ8π配α彦rθπ8ε8・Gesellschaft

　ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落は川崎市内全域の沖積低地，丘陵地にわたって現存

植生域をもっている。ヒメムカショモギーオオアレチノギク群落は丘陵地で畑作を放棄してから

約5年間ほどは持続する。しかしそれ以上の年数が経過するとクズなどのマント群落あるいはア

ズマネザサーススキ群集へと遷移が進行する。

　また排水の良好な水田では耕作放棄後に湛水されなくなると乾燥して1晴的セこ耕地と岡じよう

にヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落が生育する。河川敷でも流路縁が出水によって富栄

養化するとヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落の生育地となる。

　　31）カラスビシャクーニシキソウ群集（耕作畑地雑草群落）

　　　　Pinel董ia　ternata鵜E騒P熱orbia　pseudochamaesyce轍Ass．

　　　　（Ackeru櫨rautgesellschaf亡）

　カラスビシャクーニシキソウ群集は川崎区から多摩区に至る市内全域に広く配分されている。

ウリカワーコナギ群集の生育地が激減している現状に比較して畑地は分布がまだかなり広いとい

える。これらの群集域では主として疏菜類が栽培され集約的に土地が利用されている。カラスビ

シャクーニシキソウ群集としてまとめられた凡例にはこのほかにシロザクラスの他の群落が含ま

れる。

　　32）落葉果樹園（クり，ナシ）

　　　　Som恥ergr繭ne　Obstg3rten　（0α8オαπεαcrθπα’α，　Pε照8　P〃rεfoJεαvar．　culta）

　川崎市内のイチジク畑，ナシ畑，クリ畑，モモ畑がすべてこの凡例に表された。ナシ畑やイチ

ジク畑は普通の畑と同じように施肥，耕起，薬剤撒布などを集中的に行ない耕地雑草群落とほと

んど変わらない。クリ畑は管理がやや粗放であり丘陵地に多く分布している。

　川崎区にはわずかにイチジク畑があるが他の果樹園は高津区以北に分布する。ナシ園もかつて

は排水の良好な沖積地に限られていたが現在では丘陵地の山足部にまで分布を拡げてきている。
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Fig．85　水田放棄地に生育するミゾソバーアシボソ群落（葡葡）とコガマ群落（左後方）

20む8ηノ～〃〃〃3～〃zゐ8／g～～，M〆‘ノη∫加gゴ1〃ノよz・～ノ〃ゴ刀召　　var．メ＞o奴ワォごπゐッノ〃ノ忽，Gese｝1scha壬オ（Vordergrunの

und　7きゾ）1Lαoノゴθ刀孟αZノ∫．Gesellschaft（1inke　h董nten）．

　　33）苗　　圃（マテバシイ，イヌツゲ他）

　　　BaumSC眠ule（Pα8απ1αe〔1麗麗8，1置θκεrθπα置αu．a．）

苗國は高津区および多摩区に主として分布する。而汁はかつて「馬網の枝もの」と呼ばれた々ま

ど枝もの花卉の栽培の盛んな土地であった。都市周辺部の霧鐘栽培地は点々とは残っているがま

とまった広い面積を占めるには至らない。苗圃では集約的な管理が行なわれており，カラスビシ

ャクーニシキソウ群集に近い雑草群落がみられる。

　　34）イヌビエーオオクサキビ群落（埋立地の一年生雑草群落）

　　　　五lcんεπocゐZoα　cr麗8脚9αZ麗印Pαπεc配7π　dεcん。彦07πεfJorπ7π暁GesdlSchaft

　埋立地の一年生草本植物群落はイヌビエー製罐クサキビ群落，コマツヨイグサーコスズメガや

群落，チガヤ群落などが含まれる1つの凡例にまとめられた。川崎市の埋立地のうち！967年まで

に造成された埋立地はこの数年来急速に利用化が進んだためにいおゆる空地は殆んどなくなって

いて，1971年時の現存植生図と比較するとイヌビエーオオクサキビ群落生育地は減少している。

　新しく埋立，造成が行なわれた扇島でも工場化が進み本群落域はせまい。川幅区東扇島の埋立

後2，3年の砂土吹上地がイヌビエーオオクサキビ群落の主な現存植生域となっている。
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　　35）コブナグサーヨシ群落

　　　　五r彦んorακoπhε8Pεdπ8曽Pゐrα97πεfθsα配8オrα麗s－Geselischaft

　水田が放棄されて，5年以上が経過した湿地などではコブナグサーヨシ群落が生育する。多摩

区の谷戸などで大規模な土地造成の渇的があって耕作が中止され，その後放置されたままの水田

などがこれにあたる。時にはハンノキの低木が侵入している場合もあり，またガマーコガマ群落

となっている場所もある。

　　36）ミゾソバーアシボソ群落（耕作放棄水田雑草群落）

　　　　PoJ〃ρoη聞rη餓ππbθrgεε一1腕cro8♂ε9加πoε1πεηθ配配v3r．　po互〃8fαc勿μ蹴一Gesellsch3量t

　耕作を中止して数年を経過した水田はこの凡例にまとめられる。雑草群落の性格は水分供給の

状況，土壌，日照，隣接群落等の条件によって異っている。本群落は耕作放棄後は速かに他の目

的に水田が利用されるため比較的現存生育而積がせまいものと考えられる。

　　37）ウリカワーコナギ群集（水田雑草群落）

　　　　Sag童もtaria　pyg㎜aea－MoRochoria　vag圭nal韮s－Ass。

　スズメノテッポウータガラシ群集，ウリカワーコナギ群集，ノミノフスマーケキツネノボタン

群集などの旧聞血忌群落がこの凡例にまとめられた。中原区から多摩区：に点々と水田植生域が点

在するが，1971年の調査時と比較しても，これらの水田雑草群集の減少が著しい。市内の水田は

乾田が多く，水田耕作面積の調整などで湛水をせず畑地に転作されることが多い。

C　その他　Sons毛ige

　　38）植栽地（公園など）

　　　　Gτ穫鵡anlageロ

　灰色の工場と住宅地一色だった川崎市でもこの数年来緑の重要性がさけばれて，植栽が盛んに

行なわれるようになった。公共の場としては市街地の小公園，街路樹，グリーンベルトなどがこ

れに含まれる。また，各企業体でも植栽が義務づけられて，工場のまわりを緑で囲む計画などが

進められている。この結果がわずかながら植生図の上に表れていて，市街地部で植栽地が点々と

みられるようになっている。

　39）緑の植栽の多い住宅地区

　　　S呈eδ1ungsfl義che　lnit　sta識δoτtge燃益Be譲immerg罫養nen　B註双鵬e獄

川崎市内の植栽の多い住宅地は東海道線以北に諸所にみられる。多くの場合，古い集落を形成

していた農家がこれにあたる。
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　屋敷の周辺には，ケヤキ，スダジイ，シラカシ，モチノキなどの屋敷林が形成されていて，そ

こには低木や草本層も豊かである。マサキ，ネズミモチなどの生垣で囲まれる部分もある。屋敷

の中には菜園，茶園などが設けられて食生活の自給虜足時代を物語っている。また，裏山にモウ

ソウチク林が続いている場合もある。屋敷林の植樹は植栽地の樹オくと違って，ほとんど管理をせ

ず，放置されているが，それでも数十年あるいは数百年にわたって，ほぼ同じ相観を保っている。

古くから存続している屋敷林は環境評価の上で特に注目したい植生である。

　　40）緑の植栽の少ない住宅地区

　　　Stadもareaie　mit　weRige韮gr嚢ne厳罫1註chen

　川崎市の東海道新幹線より爾部は市街地が連続的に分布している。一般の控宅の他に，道路，

鉄道，駐車場などがこれに含まれる。住宅地には庭園の緑はあるが，高さ10mを越す樹木は少な

い。地表は種々の建造物や舗装で被覆されて，不透水地が広がっている。地下水の低下によって

表土は常に乾燥しがちである。建造物のわずかなすき間には，いわゆる都市空回雑草といわれる

植物が生育する。踏み固められた路傍にはナヒシバ，メヒシバ，アリタソウ，イヌビエなどが，

また塵芥のふきだまりになる空地には好窒素性のシロザ，ホナガイヌビエ，イヌムギなどが散見

される。また，敷石や舗道のわずかの空間にはムカシヨモギ属植物が散生する。このような空地

では時に帰化植物が生育域を急激に広げる場合もみられる。

　　41）工　場　地

　　　　　　Fabτiken　u烈δ1麺盛us重rie・F1まchen

　埋立地とそれに続く臨海部はほとんどが工場によって占められている。工場の建造物の他に資

材，車輌置場，製品置場，専用道路，専用鉄道などからなっていて，植生のとぼしい地域である。

　最近，緑化がさけぼれてから，事務所の前庭などにわずかに植栽されている場含もあるが大部

分は無植生地である。また，植栽された樹種も立地に適合しないものがあって管理費のかさむ割

には緑化効果をあげていない場合が多い。

　内陸部の工場地は，周辺住宅地への影響も考慮し，また主として電気器機製造などの業種であ

り，敷地内に芝生などの緑地がとりいれられている。

　　42）造　成　地

　　　　　　Bauste韮en　u．　gepla蔦te　］3austellen

　大規模な宅地の造成地および埋立地の造成地がこの凡例に示される。宅地造成は北部の丘陵地

にみられ，丘をけずり谷戸を埋めて原地形の姿をとどめないほどの大がかりな改変がされている。

埋立」也では海面を臨つたあとサンドポンプで海底砂土の吹上げが行れている。これらの造成地で

は表土の移動が大きく密生した植被は少ない。
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　　43）自然宮地

　　　　Nack色e　Bδden

　川崎市では自然の裸地は多摩川の流路縁にわずかにみられる。多摩川は比較的急流であり，菅

から丸子橋にいたる聞には中州カミみられる。しかし上流で水位調整がされるため常に冠水を受け

る砂礫地は少なくしたがって自然裸地の面積はきわめてせまい。

　　44）開放水域

　　　　Off艦e　Wasserfl益chen

　開放水域で表わされるのは河川と海域の｛頗こプール，浄水場の貯水池，池沼などである。市内

では池や沼，灌がい用沼などは比較的少ない。農業用の沼は基盤の地質と深㌔・関係があり，多摩

区の早野地域（柿生が己岩層）にみられるが小規模なものであり，ヒルムシロクラスの植生域とな

っているQ

　〔4〕　川崎市潜在自然植生図（1：30000）

　熔融の影響が一切停止された後に生育する自然植生を具体的に判定する基礎は，現存の自然植

生である。しかし，川崎市のように都市化が進み残存自然植生がきわめて少ない地域での潜在自

然植生図の作製に際してはより広い地域での自然植生の総合的な把握が要求される。

　川崎市の隣接地域だけにとどまらず神奈川県全域および南関東一帯における自然植生について

の詳細な検討が加えられた。これらの自然植生について群落の相観，群落の形態，種の組み合わ

せ，出現種数，季観，根群の構造，群落の分布，隣接群落などの把握がされた。さらにそれら植

物群落の代償植生，立地条件，土地利用状況，人為影響など自然植生をとりまく環境状況が検討

された。これらの要素はまとめて潜在自然植生図作製指針として群落解析の基礎資料とされた

（Tab。73）。

　布街地の環境の最も大きな特徴は土壌のそう失にある。都市の表閥は多くの場合，埋立て，剥

離，コンクリ　トやアスファルトによる被覆によって表層土はほとんど失われている。このよう

な市街地では植生の生育要素となる土壌条件を含めた潜在自然植生の考察はきわめて複雑なもの

となる。そのために，潜在自然植生は表層土を復元した場合の潜在自然植生として考察された。

　　1）　マサキートベラ群集

　　　　猛uonymo－Pittosporet疑m　tob玉ra

　埋立地で棄京湾に而している先端部はマサキートベラ群集と判定される。東京湾内は潮風が比

較的弱いが，それでも直接海に面している都分は潮風にさらされる。この場所にはスダジイ，マ

テバシイなどを植栽しても生育が悪く，枯死する例もあった。沿岸の汀線から10数mは帯状に海

に面して耐風性，耐塩性の強いマサキートベラ群集域として判定した方が妥当である。
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37：ウリカワーーコナギ群集Sagittaria　pygmaea－Monochoria　vaginalis・Ass．
39：緑の多い住宅地An　GI甑anlagen　relche　Siedlungen

401市街地　Stadtteile　mit　wenigen　G鱒nflachen
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　　2）　ヤブコウジースダジイ群集　アカガシ亜群集

　　　　Ardis量。－Casta駐opsietumsiebold圭i，　Subass．　von　Querc“s　acuもa

　ヤブコウジースダジイ群集はアラカシ，ウラジロガシ，アカガシなどの常緑のカシ類を混生す

る森林で，台地の肩部およびやや内陸部のスダジイ林である。

　沿岸部には沖積低地のひろがる川崎区では海岸から約5，5km内陸にはいった下末吉台地の加

瀬山から北の一帯がヤブコウジースダジイ群集の潜在自然植生域と判定された。ヤブコウジース

ダジイ群集域は中原区の久末あたりまでの台地斜物部に分布するものと考えられる。台地上はロ

ーム層の被覆があって，シラカシ群集と判定される。

　　3）　イノデータブ群集

　　　　Po薫yst量cho－Perseetul貌　thunbergii

　川崎市内の南部亨・｝・積低地にはタブノキは点々と植えられて高木にまで育つものもあるがイノデ

ータブ群集の林分はみられない。隣接の横浜市などの資料から沖積低地の潜在自然植生はイノデ

ータブ群集と判定された。イノデータブ群集域は扇島から中原区の南部までと判定された。

　　4）　シラカシ群集　ケヤキ亜群集

　　　　Quercetum　myrs圭naefoliae，　Subass．　von　Zelkova　serrata

　中原区の中部以北の沖積低地のほとんどがシラカシ群集ケヤキ亜群集と判定された。自然の地

形においては発達した自然堤防上が潜在的な本群集域であると考えられる。人為的な地形の変更，

特に沖積地の埋立て，覆土によって殆んどの場所がシラカシ群集ケヤキ璽群集域と変わってしま

っている◎

　台地三部および丘陵斜面部にもケヤキ亜群集域はひろがっている。川崎市の潜在自然植生域の

うち，本縄群集域が液も広い面積を占めている。

　　5）　シラカシ群集　典型亜群集

　　　　Quercetum　myrs量Raefol童e，7ypische　Subass。

　台地上および丘陵上のやや平坦な土地や緩傾斜地がシラカシ群集典型亜群集の潜在自然植生域

と判定される。中原区の南部から多摩区にかけて広く分布する。本陣群集域はローム層も厚く肥

沃な黒ボク土壌である。

　6）　シラカシ群集モミ亜群集

　　　Quercetum鵬yrsi筑aefo匪iae，　Subass．　von　Ab互es　f量rma

丘陵の尾根部あるいは急傾斜地に島状に点在する。代償植生のアラカシ群落域，クヌギーコナ
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ラ群集のアカマツが高木層に混生する群落などが指標とされる。モミ亜群集地は多摩丘陵内の1

面に限ってみられ，基盤の地質の性状と関連して分布している。現在モミ亜群集は多摩区からだ

け知られている。

　　7）　コクサギーケヤキ群集

　　　Orixo－Zo韮kovetumserraも農e

　コクサギーケヤキ群集の潜在自然植生域はコクサギの残存木やイチリンソウ，ニリンソウなど

の草本植物によって判定される。

　現在のところ，市内では多摩区黒川と長尾とに知られている。

　　8）　ゴマギーハンノキ群集

　　　　Viburno　s童eboldii－Alneもum　japonic3e

　ゴマギーハソノキ群集は関爽地方の河川の河川敷を中心とした地下水位25～30cmの有機質土

砂堆積地に生育する夏緑高木林である。川崎市内には現存1疸分は知られていないが，類似する立

」也にみられるノイパラーハソノキ群落はゴマギーハソノキ群落の代償植生に相当すると考えられ

る。また，多摩川の河川敷のクヌギ林，アカマツ林の生育地も潜在的にはゴマギーハンノキ群集

の自然植生域と考えられる。さらに，河川敷内で現在グラウンドやゴルフ場として利用されてい

る場所で地下水位の高い洪水時に冠水する土地は潜在的にはゴマギーハンノキ群集の自然植生域

とされる。また沖積低地の自然堤防の後背湿地跡は盛土や埋立てが進んでいるが，水田跡や畑地

として取り残された所がある。地下水偉は河川敷ほど高くはないが降雨の際には冠水することか

らもゴマギーハンノキ群集域と判定される。

　　9）　オニスゲーハンノキ群集

　　　　Caric量　δickins量i圏Alnet嚢m　japo譲icae

　！976年（宮脇他）にハンノキ群落として潜在自然植生図に表わされていた川崎市内の沖積低地

や丘陵谷部の湿地林はオニスゲーハンノキ群集と規定された。潜在自然植生域は中原区以北の沖

積地と丘陵部に配分されている。！976年の調査時と比1交して著しく植生域が減少している。交通

の便利な低地は農業用地としてよりも，他の産業での利用価他が著しく高いために，簡単に埋立

てられ盛二しされて転用されている現状である。明治年間の終わりをこ沖積低地の大半を占めていた

オニスゲーハンノキ群集域は現在では中原区以北にノ慧在するに過ぎない。

　10）イヌコリヤナギ群集他（ヤナギ低木林）

　　Saユicetum　i装tegrae　u．a．（Weiδen・Ge聴sche）

イヌコリヤナギ群集およびタチヤナギ群集などの河辺低木ヤナギ林がこの凡例にまとめられる。



170

イヌコリヤナギ群集は多摩区内の．礫質の河川中州に，タチヤナギ群集は中原区，高津区内の中州

や河川敷に潜在自然植生域をもつ。多摩川では河水が少なく，河川敷の幅も比較1；i勺せまいので，

低木ヤナギ林の潜在自然植生域の面積が限られている。

　　1のオギーヨシ群団他（河辺草原植生）

　　　　Misca難t臨。　saccharif｝or童・Phragmit玉。無（FluRr6hricltもe）

　オギーヨシ群団，オオクサキビーアメリカセンダングサ群団，セリークサヨシ群団などの湿生

草本植物群落がこの凡例に含まれている。その潜在自然櫨生の分布域は多摩川と鶴見川に帯状セこ

分布している。多麿川では幸区の小鹸葺から上流では流水縁に帯状に続き，中原区の丸子橋から上

流では中州を含めて帯状に植生域が｝雪己分される。鶴見川では幸区から中原区にかけて河川敷に分

布し，さらに上流の多摩区早野にも植生域をもつ。市内の小河川の流路縁も本来は河辺草本植生

の植生域であったが改修によってコンクリートで固められたため，川幅がせぽめられて植生域は

減少している。

　　12）ウラギククラス　他（塩沼地植生）

　　　　As£eretea　t　r　i　p　o　l童i　u．　a．（Salzw童esengese夏｝schafte養）

　ウラギククラスの凡例にまとめられたのはヨシクラスのシオクグ群集，アイアシ群集およびウ

ラギククラスのホソバノハマアカザーウラギク群落など塩沼地の草本植物群落である。ウラギク

クラスの潜在自然植生域は川崎区中瀬および殿町にあり，河口から約1～2kmの地点である。

　ウラギククラスの植生域は河流の変化，泥土の堆積状況など学こよって変化し，時にはサンカク

ィ群落におきかえられる場合もあってきわめて流動的である。

　東扇島では新しく砂土を吹きあげ，塩分の溶脱しない区域にウラギククラスの植生域が散在し

ている。

　　給）コウキクサクラスおよびヒルムシ葭クラス（開放永域植物群落）

　　　　Lemnetea　u．　Pot3瓢ogetonetea（Offeneswasse罫gese韮璽sc蓋af毛en）

　川1晦市内のこれら研1放水域植物群落の現存植生はアオウキクサーサンショウモ群集が肥沃な水

田や農業用水に，ヤナギモ群落が流水速度の緩・やかな農業用水内や多摩川の流路などに知られて

いる。これらの浮水植物群落，浮葉および沈水植物群落の潜在自然植生域として内陸地にわずか

に残されている農業用水池やニケ領用水の一部があげられる。さらには人工的にコンクリートで

建造されたプール，貯水池なども現在の水が湛えられたままの状態で放殿された場合には，水分

の密養化が進み，コウキクサクラスなどの浮水植物群落の潜在植生域と考えられる。ア｝了内におけ

る開放水域下物群落の潜在自然植生域は限定されている。
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　　14）ハマボウフウクラス（砂丘植物群落）

　　　　Glehnietea　littora星is（D鼓ne鷺Rase筑）

　ハマボウフウクラスは日本の海岸砂丘草原群落である。川崎市には，いわゆる自然の海岸はま

ったく無いといってよい。したがって今日では，自然の砂丘植物群落が成立する立地は皆無と考

えられている。

　埋立地で，塩分のぬけきらない砂礫地にはコウボウシバ群落がみられるが，これはいずれ他の

群落に遷移が進むものとみられる。

　多摩川の河口部では塩沼地のさらに下流部（殿町）にわずかに海岸砂地があり，そこにはコウ

ボウシバ群落が帯状に‘L育する。きわめて狭少な面積を占める群落ではあるが，環境評価上，無

視できない自然植物群落である。

　　15）チガヤ群落

　　　1ηzρ8rα’α　c〃」επ4rεcαvar。ん。θπεg混・Gesellschaft

　東扇島の吹上砂土上の大部分はチガヤ群落と判定された。砂土はまだ塩分を含有し，コマツヨ

イグサーコスズメガや群落，メヒシバーイヌビエ群落，チガヤ群落などが現存する地区である。

これらの群落生育地はまとめてチガヤ群落域として表わされた。

　　16）開放水域

　　　　Of｛e轟e　Wasser｛1註cheR

　現存植生が全くみられない開放水域のうち，内陸部の停滞水1或には，コウキクサクラスあるい

はヒルムシロクラスが潜在自然植生として考えられる。

　しかし，河川の流路では，流水の破壊作用が絶えずはたらくために，自然植生の生育が不可能

な立地である。また，海域においては，僅かに海そう類の群落は考えられるが，高等植物から構

成される群落の発達は潜在的にないものと見られる。したがって開放水域の無植煮1三地として表わ

される。

　〔5〕　州崎・扇島地区現存植生図

　扇島地域の現存植生図は！／20000の縮尺で描かれた。工場専用地については主として提供され

た緑化計画などを基礎にによって作製され，一部現」也での知見が加えられたに1愚ぎない。なお工

場地では雑草群落については植生調査ができなかったので，群落の細かい同定ができず，すべて

イヌビエーオオクサキビ群落として描かれた。

　棄扇島についてはあらゆる地点を踏査することによって群落の広がりを具体的に把握し図上に

表わした。東扇島の東側は現在も海底砂土の吹上げが行なわれていて広大な無植生地が広がって

いる。また湾岸道路などの建設で広大な土地が埋立造成の途上にある。
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　　　　　　　　　　　Fig．88　沖積地の潜在自然植生配分模式

　Schematische　Verteilung　der　potentieUen　nat廿rlichen　Vegetat玉on　in　def　Stadt　Kawasak玉

11ヤブコウジースダジイ群集アカガシ亜群集　Castanopsletum　sieboldii　Subass．

　von　Quercusacuta
2：イノデータブ群集　Polysticho－Perseetum　thunbergli
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　　　　　　　　　　　Fig．89丘陵部の潜在自然植生配分模式

　Schelnat三sche　Verteilung　der　potentieilen　nat茸rlichen　Vegetation　des　Tama．H廿gellandes

4：シラカシ群集ケヤキ亜群集　Quercetum　myrsinaefol1ae　Subass．　von　Zelkova

　serrata
5：シラカシ群集典型亜群集Quercetum　lnyrsinaefoliae　Typlsche　Subass．

6：シラカシ群集モミ亜群集　Que■cetum　Inyrs玉naefoliae　Subass．vonAbies　firma

7：コクサギーケヤキ群集　Orixo－Zelkovetum　serratae

8：ゴマギーハンノキ群集　Viburno　sieboidii－Alnetum　lapQnicae

　凡例解説

　　　1）ヨシ群落　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　．　　．’

　榮扇島で最：も著しくめだつ群落でありヂ．爾積的にも広い。東扇島の西側から中央部にかけて広

く分布しており現存面積が最も広い群落の1つとなっている。多くの場合ヨシが高い被度で密生

し，ヨシの優占群落を形成している。

　　　2）コガマーガマ群落　水深が20cm以下の水湿地に多くみられる。面積としてはきわめ

て僅かであるが，水溜りの塩分が低いことを示す指標群落と考えられる。
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9：オニスゲーハンノキ群集　Cadci　dickinsii－Alnetum　laponicae
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　　　　　15

9：オニスゲーハソノキ群集　Caric1（Ilckinsii－AInetum　laponicae

lO：イヌコリヤナギ群集　Salicetum　integrae

ll：オギーヨシ群団　Miscantho　sacchariflori－Phragmition

15：ウキクサクラス，ヒルムシロクラス　Lemnetea　u．　Potamogetonetea

　　　3）オギ群集　他　多摩川河口部の中州上に生育する。固結した砂土上に根茎が発達した

オギを優占する群落で，冠水によって：被害を受けるが，また回復する。群落の生育する中州は水

面から2～4mの高度があり，汽水が浸すことはない。

　　　4）ウラギククラス　東扇島の中央部付近にかなり広い面積でみられる。多くの場合塩分

の残った水溜りの縁に沿ってまぼらな植生地となっている。多くの場合，ウシオツメクサ群落と

接し，時には複合群落となることもある。、

’，　　5）ウシオツメクサ群落　東扇島の東部で最も低い場所は水溜りが最後まで残っていて塩

分の溶脱がおくれ，’このような土中塩分濃度の高い立地には帯状にウシオツメクサ群落が現存す

る。とくに東扇島の中央部の埋立年数の若い場所では塩水がたまり，乾燥すると塩分が白く析出

するところがある。そのような立地にウシオツメクサが密生した群落をつくっている。

　　　6）ウラジロアカザ群落　東扇島の中央部に数か所，ウラジロアカザの群落が現存する。
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荒凍，草原状にウラジロアカザが疎生し，ウラギク群落やウシオツメクサ群落と隣接する。

　　　7）コウボウシバ群落　吹上砂土が堆積さオzた時に，最も高くつみ一ヒげられたような部分

にはコウボウシバ群落が団塊状の群落をつくっている。コウボウシバ群落は比較的小さく，砂地

の立地に点在する。

　　　8）ナガバギシギシーギシギシ群集　排水用として埋立地に縦横に堀らオtた溝の中に見ら

れる。堀ってから数年を経過したとみられる有機質の多い門中にわずかの巾で帯状に生育してい

る。東扇島の西都に！か所だけ現存植分がみられた。

　　　9）イヌビエー肝腎クサキビ群落　埋立地の海底砂⊥1り（上げ後，年月の浅い砂土上にかな

り広い面積にわたってみられる。東扇島の中央音llに現存植分がある。

　　　10）コマツヨイゲサー：コスズメガや群落　吹上砂土がやや固結して排水が悪くなった東扇

島の西都と中央吝「1に現存するQ而積はかなり広くヨシ群落と同じように最も広い歩積を占める群

落の1つである。

　　　11）ヒメムカシヨモギ一病オアレチノギク群落　鶴見区末広町の埋立地にみられる広い草

地である。埋立後，山砂などの客土がされた跡地に生育する帰化越年生草本植物を主とする群落

である。

　　　12）カゼクサーオオバコ群集（ニワホコリーカゼクサ群集）他　堤防上の道，グランドな

ど人に踏まれる場所がカゼクサーオオバコ群集域である。川崎地区では運動場や小公園に点々と

みられる。

　　　13）セイタカアワダチソウ群落　多摩川の河川敷内で，寓養な泥土の堆積地に数か所セイ

タカアワダチソウ群落の生育地がみられる。堤防に沿って帯状に分布する。

　凡例14）アズマネザサーススキ群集　馬下化地域にはススキの生育する草地もほとんど姿を消

している。わずかに東海道線の路線わきと廃止された鉄道の跡地に残存植分がみられた。

　　　15）チガヤ群落　東扇島の酉部に多く点々と団塊状の群落をつくって現存する。

　　　16）ギョウギシバ群落　東扇島の中央部に1か所だけ群落がみられる。京浜運河からの潮

の飛まつがかかるような水際の立地である。

　　　17）シバ群翻　東扇島にはまだみられないが扇島で植栽された芝生が数か所ある。石油タ

ンクの周辺部や建物の周辺，池のほとりなどに植えられてシバ草地を形成している。

　　　18）オニウシノケゲサ群落　他　扇島の製鉄所の建物周辺などにみられる。イヌムギ，ネ

ズミムギなどの牧草が播種して緑化がはかられている。

　　　19）植栽地（公園，環境保全林，その他の緑地）　工場や住宅の密集した中で緑の植栽の

やや多いのは，小公園である。わずかの都市空聞が児童公園として遊び場と緑の植栽地にあてら

れている。また工場周辺に僅かながら環境保全林がつくられはじめた。

　　　20）柱宅地　緑の植栽の多い地域　密集する居住地域や商業地域の中で，緑のやや多い住

宅地が点在する。不連続であり，面積も少ない。
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　　　21）市街地，道路，工場地，造成地および無下生地

　埋立地ではすでに工場建設が進んでいて，道路，資材鐙場，原料タンク，発霞所，工場などが

広い面積を占めている。これらの工場馳は多くの場合，アスファルトやコンクリートによる地表

の被覆がされていて，不透水地となっている。東扇島では，道路，リニアモーターカー試走路，

2，3の工事建設絹事務所などがあるが，コンクリートによる表土の被覆は比較的少ない。

　工場地には植生は貧弱であるか，あるいは全く生育していない。資材置場などに，都市雑草な

どが，僅かに散見されるにすぎない。

　東扇島および扇島ともに，現在は建設工事の途上にあって，道路工事，橋りょう工事，あるい

は工場建設のために，たえず土地が堀り返されている。このような場所には，植生は全然生育し

ない。また，東扇島では，砂土吹上げが現在も進行中であり，埋立が完了してから，日の浅い場

所は無植生の無地となっている。砂土吹上げ埋立地は表土が不安定であり，降雨があれぽ固結し

て排水が悪く，乾燥すれば砂掌状になって，飛砂が舞い上がる。砂土に残留する塩分も多く植物

が生育するためには，悪い条件である。

　〔6〕　川崎・扇島地区潜在自然植生図（1：200GG）

　扇島地区については現地踏査を搬体とした詳細な現存植生図が描かれている。潜在自然植生は

立地の代償植生を中心に，地質，土壌，水分条件などを加味して決定された。

　扇島は海からの砂の汲み上げによる埋立地であり，現在東扇島ではひきつづき埋立による陸地

拡張が行なわれている。扇島は埋立後時間を経過しているため砂の動きもとまり，塩分も比較的

抜け，立」也の安定化がみられる。また植栽による客土がさらに立地の安定化をもたらしている。

東扇島ではまだ雑草群落が適状にみられるだけで大部分は裸地である。雑草群落にはまだ塩分が

土壌中に残留していることを示す粗野植物群落のウラギク群落，ホソバノハマアカザ群落，ウシ

オツメクサ群落が生育している。また緋水が悪い立地や排水溝にはヨシ群落，ガマーコガr7群落

などが生育している。

　葉扇島の潜在自然植生は，現存植生より半閉すると，塩沼植物群落が発達している立地では，

塩分がまだ抜けていないことにより潜在自然植生も塩沼植生と考えられた。また湿生植物群落の

ヨシ群落，ガマーコガマ群落が発達している地域は排水が悪い立地条件が示され湿生植物群落が

そのまま潜在自然植生と考えられた。しかし，その後の経年追加現地調査の結果，立地の安定化

が進み，表土を復元あるいは十分客土した場合に大部分の地区はイノデータブ群集が潜在霞然植

生として支持可能と判定される。現在サンド・アップされている菓扇島東下部では，まだ塩分が

残留しているため塩干植物群落が潜在自然植生と判定される。扇島は日本鋼管をはじめとし昭和

石油，扇島石油，三菱石油などの企業が活動しており，立地も比較的安定しただけではなく，客

⊥を伴った植栽によりさらに土壌の富養化がみられる。したがって，現在植栽されている立地で

は南岸：の風衝が強い立地にマサキートベラ群集が，植栽地にはイノデータブ群集の生育が可能で
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ある。また雑草群落が生育している地域や裸地は人為的影響が一切停止した際には立地の安定度

よりマサキートベラ群集の生育が可能である。

　なお，東扇島の現存植生図は1：20000の縮尺で描かれているため1；30000の潜在自然植生

図では群落の広がりがまとめられている。また，今後の植栽計画に際しては，より早く植栽樹種

を生長させるためには表層土を客土し，潜在自然植生のポテンシャリティを上げ，鹸終局相の森

林群落の主要構成樹種を植栽することが望ましい（第V障2参照）。

　凡例解説

　　　1）マサキートベラ群集

　マサキートベラ群集は海岸風衝断崖地及び古砂丘地帯の砂の動きが安定した風衝地に生育する。

川崎地区や扇島では立地の安定した海岸最前線の風衝地及び，扇島のように埋立後の時閥的経過

による安定立地，棄扇島の雑草群落生育地では，この群集が潜在自然植生として生育可能と考え

られる。

　　　2）イノデータブ群集

　調査対象地内では川1舞奇地区の大部分の広い面積を占めているイノデータブ群集は，適潤生の常

緑広葉樹林で，わが国の暖帯ではもっとも代表的な森林群落である。しかし，川崎地区にはタブ

ノキの残存木は生育しているが，同区や扇島ではイノデータブ群集の自然の残存林分は現存して

いない。しかし，残存木や横浜市の沖積地，あるいは東京都の埋立地に生育する植生断片からそ

の潜在自然植生が判定された。

　イノデータブ群集の立地は，温暖な気候条件下で，斜面下部や平坦地の1ゴト水のよい適潤地であ

るため，古くから入閥によって利用されている。ヤブツバキクラス域に泣握する多くの大都市は，

ほとんどこのイノデータブ群集域に位雌していることから，いかに人間生活に密接な関係があっ

たかが推灘される。

　イノデータブ群集の立地は耕作地としても広く利用されると共に，ほとんどは古くから集落と

なり，これが発達して人口の稠密な市街地と化しているのが現状である。

　　　3）ゴマギーハンノキ群集

　河川の下流部の泥質土の堆積地は，不定期に冠水の影響をうけるため，中性立地の常緑広葉樹

を主とする植生は生育できない。多摩川下流の河川敷，鶴見川の河川敷の一部は現在整地され，

外来牧草による芝生地や，畑地などに利用されている。このような立地はゴマギ一罪ンノキ群集

と考えられる。

　ゴマ二一ハンノキ群落については，埼玉県荒川流域　（宮脇で泡1975，　ゴマギーハンノキ群落），

茨城県筑波（横山・井手・宮脇1967）で報告されている。

　　　4）オギーヨシ群団

　多摩川下流の中州や崔亀見川大橋下には粘土を含む細砂の堆積地がありオギ群集の発達がみとめ
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られる。このような河辺の冠水地では，水流の破壊作用の程度に応じ植物群落がすみわけている

が，川崎地区ではオギーヨシ群団にまとめられるオギ群集の立地がみとめられた。

　扇島では排水の不良な地域がところどころに広がっている。このような立地ではヨシ群落がそ

のまま潜在自然植生と考えられる。

　　　5）ウラギククラス（塩沼地植物群落）

　多摩川河口，東扇島などで，塩分が土壌中に残留している立地にはウラギク群落，ホソバノハ

マアカザ群落，ウシオツメクサ群落，シオクグ群集などが生育している。一般に塩沼地植生は，

大きな河川の河ロなどで潮の干満の影響をうける泥湿地に好塩植物や耐塩性の強い植物による特

殊な植物群落として発達している。多摩川河口部では代表的な例といえる。埋立地の塩分含量が

多い立地として東扇島があげられる。

　　　6）ヒルムシロクラス

　川崎地区の人工的なため池がヒルムシロクラスの潜在自然植生域となっている。

　　　ア）ハマボウフウクラス

　河口の砂が下積する立地はコウボウシバ，ヒルガオが生育するハマボウフウクラスとなってい

る。

　　　8）チガヤ群落

　東扇島は比較的新しい埋立地のため，雑草群落が生育している地域と，まだ押下のままの地域

がみられる。しかし，立地は比較的安定しており，人為的影響が停止した場合，雑草群落の生育

が可能である。したがってここでは潜在的にチガヤ群落の生育がみられた。

　　　9）開放水域

　多摩川や海などの無尽生の開放水域が一凡例で示されている。


